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序章




『エナガ亭』は、『グラステン王国』の南地方の辺境へと続く道の途中にある丘陵地帯に、ぽつんと一軒建っている。

　勇者街道と呼ばれるこの道は、特に有名な観光地があるわけでもなく、大きな町へ続くわけでもない。冒険を始めたばかりの者が狩りの獲物とする大鼠や野犬、野生種の羊や大兎が草を食むのどかな風景が広がっているが、狩人や冒険者の姿はない。狩り場への行き帰りも、距離が長ければ獲物を横取りしようと野生動物に狙われるため危険が伴ううえに、わざわざ遠出して草原の大鼠を狩ったとしても、金にもならなければ腕を磨くことにもならないからだ。

　そんな人の往来がめったにない場所に建つエナガ亭だが、店の看板にはこんな文章が書かれている。

【エナガ亭ダンジョン挑戦者募集中。ダンジョンで出たアイテム、食材すべて高額査定買い取り中！】

　初めて見た者すべてが二度見するその看板は、エナガ亭の三階建ての大きな建物の正面に掲示されている。

　見渡す限り草原ばかりの場所に、突如現れるレンガ造りの建物は、軽く混乱をもたらすらしい。その看板を見て、周囲の風景を見渡し、そして再び看板に目を向ける。そうやって思わず確認するほど、この周囲にはなにもないのだ。

　いったいどこにダンジョンがあるのか。それは屋内に入り、受付に向かって初めてわかる。

「ようこそ、ダンジョンの上に建つ宿、エナガ亭へ！　ダンジョン挑戦ですか？　それともお泊まりですか？」

　入り口を入ってすぐのカウンターで帳簿から顔を上げてにこやかに声をかけたのは、背中を覆うほどの亜あ麻ま色の長髪を頭の高い位置で結わえ、チェック柄の三角巾をつけた十代後半の女性だ。彼女はそのヘーゼルの眼差しで、たった今入って来た相手を見て、ぼそりと呟く。

「オゥ……」

　明らかに殺気を放ち、あまりお金をかけていなさそうな不揃いの防具を身に着けたその集団は、どう見ても真っ当に仕事を求めてきた冒険者には見えなかった。

「おう、姉ちゃん。こんなところで随分不用心に店を開いているんだなぁ」

「なんだったら俺たちが用心棒してやるぜ？」

「ダンジョンがあるなら、入場料も取ってんだろ？　随分景気のいいこった」

「用心棒代はその入場料の半額でどうだ？　当然俺たちは無料で入らせてもらうがな」

　なにが楽しいのかそう言い放った後、大きな声で笑いはじめた男たちに、女性はしばし目を瞬き、きっぱり告げた。

「用心棒は間に合ってます。入場はおひとり銀貨八枚、三人以上で入る場合はパーティ割りでおひとり銀貨六枚です。無理そうなら外の兎でも狩ってお金を稼いでくださいね。兎もうちで買い取り中ですよ」

　にこにこと笑顔のままセールストークを繰り広げた女性を、今まで笑っていた男たちが顔をしかめて睨みつけた。

「……姉ちゃん。耳がいかれてんのか？」

「いえいえ。ちゃんと聞こえてますよ、だから用心棒はお断りします。入場料はしっかり払ってくださいね。お金がないなら兎を……」

「ああん？」

　一番体の大きな男が、女性を居丈高に睨みつけながらカウンターへと歩み寄る。

「俺たちは別に姉ちゃんの意見なんざ聞いてやしねえよ。俺が用心棒だって言ったら、もうここは俺たちの縄張りだっつってんだ」

　中心人物だろう大男が女性を見下ろした。そして乱暴にカウンターの上に置かれていた花瓶を薙ぎ倒そうと腕を振る。

　――しかし。

　勝利したのは花瓶だった。花瓶はびくともせずに大男の腕を受け止め跳ね返す。

「っ、いってぇぇぇぇ!!」

　中心だった大男が突然腕を押さえて騒ぎはじめたためか、驚いた男たちはそれぞれ武器に手をやった。

「なにやったんだ！」

　男のひとりが警戒して女性に叫ぶと、女性はにっこり笑ったまま花瓶に生けてある花を手に持った。

「こちらはなにもしてませんよ。これも普通の花瓶ですし」

　そう言って女性は、たった今大男の腕を受け止めた花瓶を片手で持ち上げ、いとも簡単に振ってみせた。

「ほら、普通に持ち上げられる、普通の花瓶ですよ」

「嘘つけ！」

　男たちが気勢を上げ、詰め寄ろうとしたその時、ようやくその場に、カウンターの奥にある扉からゆらりとひとりの男が姿を現わした。

「エリカ。なにがあった？」

　この場にそぐわないほど落ち着いた声を発した男に、その場の視線が集中した。

　年の頃は二十代半ばほど。少し襟足の長い茶色の髪を、エリカと呼ばれた女性と同じチェック柄の三角巾でまとめている。頭を少し下げながら、奥の部屋の入り口から顔を出していた男は、カウンターの前に立つ男たちの姿を目にして、その切れ長の目をわずかに細めた。

　女性が十人いれば九か十は振り向くであろう、エリカからすると無駄に綺麗な顔が、鍛えられた長身の体に付いている。

　小柄なエリカにしてみれば、椅子に座ってもらってようやくまともに視線を合わせられる高さにある顔なので、『無駄に』と言う形容をつけるしかない。

「ええと……用心棒の押し売り？」

「お帰り願って」

　けんもほろろな答えに、今まで男の姿に呆気にとられていた押し売り用心棒の面々はようやく正気に返ったのか、小馬鹿にしたように笑いはじめた。

「姉ちゃんの旦那か？　こんなひょろっとした男が用心棒にはなりゃしないだろう？　俺らにしとけって」

「兄ちゃん、悪いことは言わねえから、用心棒は俺らに任せて引っ込んでな」

　そう言いながら男に手を伸ばした押し売り用心棒は、手が空を掴んだことに首を傾げた。

　伸ばした手の先にいたはずの男は、その時には横をすり抜け、カウンターの前でまだ痛む腕を押さえていた大男の襟首を掴み、扉の外に豪快に放り投げていた。

「なっ！」

　男はその後も男たちを外にぽいぽい投げ続け、ひとり残った男に宣言した。

「ここが現在求人しているのは、ハウスメイドだ。それともあんた、メイド服着てベッドメイキングしてくれるのか？」

「うーん、さすがにメイド服は女性用しか用意してないかな……。そもそも男性用のメイド服は売ってるのかしら。いや、でも、世の中にはメイド服が着たい男性がいるかもしれないし、女性に限る必要はないのかしら……？」

　真剣な表情でエリカが呟いているのをまるっと無視して、男は告げた。

「それからここの主人は彼女ではない。長年この世界を守り続け、務めを全うした元勇者がここの主人だ。……さて、用心棒志望のあんたたちは、その元勇者よりも強いのか？　用心棒がしたいなら、その勇者以上の力を示してもらわないとな」

「ゆっ、勇者？　勇者ケント……？　いや、だが、勇者はもう結構な歳だったはず」

　押し売り用心棒は、自分が知る勇者の情報を思い浮かべ、その情報と目の前の男を比較していたためか、動きが完全に止まっていた。

　もし、男が言うことが真実なら、ここは歴代最強と噂される勇者の住処ということになる。小悪党など一瞬で制圧されかねない相手だと怯んだ瞬間、男がカウンターの内側から一本の剣を取り出したのを見て、押し売り用心棒は慌てたように外へと向かった。

「お、覚えてやがれ！」

　全員が慌てふためき立ち去るのを戸口から眺めていた男は、今もカウンターで見当違いなことで思い悩むエリカの前に立ち、その頬を両手で押さえて上を向かせた。

「エリカ……。なに真面目にあんな奴らの相手をしてるんだい」

「いやぁ、だって、冒険者なら、あれくらい荒々しくなる人たちは結構いるかなと思って……」

「とか言いながら、明らかにめんどくさいと思ってたよね？」

　頬を抑えられているために顔を逸らせないエリカは、必死で視線だけを外している。

「しーさんに言えば、あれくらいすぐ追い出せただろう？」

　そう言われて、視線は自然とカウンターの上にある花瓶のそばへと向けられた。

　花瓶の隣にひっそりと隠れるように置かれた小さな籠の中に、飾られた花に埋もれるように白くほわほわとした毛玉が乗っている。

　そう、先ほどの男が殴りつけた時、攻撃を受け止めたのは花瓶ではなかった。この籠の中の、小さな毛玉が自然に纏う結界が、男の腕を受け止めたものの正体なのだ。

　位置的に男からはその小さな花籠は見えなかっただろうが、果たして見えたところで、自分の殴りつけたものの正体はわからないままだっただろう。

「しーさん、殴られても起きないくらい熟睡していたから、起こすのもかわいそうかなって」

「目が覚めた後、エリカが危ない目に遭ったってわかった方がかわいそうでしょ」

　頬を抑えられたまま、エリカはむぅ、と頬を膨らませたが、長年の付き合いの男は慣れたものだった。

「レオの方こそ、父さんの名前を出しながら、自分が剣で相手をしようとしていたじゃない。あれこそ危ないじゃないの」

「一応元騎士として、あの程度の集団なら制圧できる腕は維持してる」

「手が傷ついたらどうするの。今のあなたはうちの料理長でしょ！」

　ふたりがそうしてにらみ合っていると、つい先ほどまでぴくりとも動かずに眠っていた籠の主が身を起こした。

『くぅ～……ん？　どうしてレオがここにいるの？』

　毛玉が伸びをし、籠の縁にぴょんと跳び上がる。

　毛玉は、籠の縁に足をかけていても丸かった。白くて丸い体に、黒くつぶらな目。そして黒くて小さなくちばしが付いている。それは小さく丸い鳥だった。その丸い体よりも長くて黒い尾が特徴的で、白い体に黒い模様の翼が付いた、本鳥曰くシマエナガという種類の鳥らしい。

　この世界にいないはずのその小鳥は、目覚めるとすぐに飛び上がり、いつもの定位置であるエリカの肩に止まった。

「おはよう、しーさん」

『おはよう、エリカ！　もうすぐケントが帰ってくるよ！　レオも、ごはん作らないとケント帰ってきたらすぐごはんだって言ってるよ！』

　それを聞いた瞬間、エリカとレオはすぐさま立ち上がった。

「レオ！　今日の晩ご飯、仕込みは？」

「できてるよ。今日は羊肉の煮込みと串焼き。あとは蒸し野菜のサラダとスープ。パンはもうそろそろ焼ける」

「父さん、お客様も連れてくるかしら。ちょっと客室の確認してくる！」

「わかった。受付は見ておくから」

「よろしく！」

　つい先ほどまで、押し売り用心棒を相手にしていたと思えない勢いで、ふたりはそれぞれいつもの仕事を始めた。

　その頭の中に、先ほどの用心棒の件はわずかにも残っていない。

　勇者街道にぽつんと一軒だけの宿であるエナガ亭では、あのような押し売り押し込みなど、日常茶飯事なのだ。

　そんなことにいちいち構っていては、宿が成り立たない。

　――現在たったふたりで切り盛りしているエナガ亭では、用心棒より通常の使用人を募集中なのである。

　むしろ、護衛としての人員は、元勇者と元騎士の料理長で過剰と言えるほどに余っている。

　かわいいメイドさん募集中のエナガ亭で、今日もふたりきりの従業員はそれぞれの仕事に邁進するのだった。










第一章




　エナガ亭のカウンターで、料理監督兼看板娘兼会計係であるエリカは、ここ最近止まらないため息をつきながら帳簿を眺めていた。

　ここエナガ亭は、元勇者である父が引退した際に、特殊な事情からグラステン王国の国王と交渉して手に入れた、ダンジョンの入り口すぐそばに建っている。すぐそばというか、裏庭からダンジョンに入れるのが売りの宿なのである。

　――この世界において、勇者とは世界に招かれた異世界人の称号。この世界の歪みから生まれた魔物をひたすら倒し、世界の均衡を保つことが務めとされる。

　通常、勇者が召還されるのは、世界に強大な魔物が生まれたことの証だ。十代後半くらいの年齢で異世界から召還されてしまう勇者は、それから十年ほど勇者として勤め、強大な魔物を倒すこととなる。

　勇者を招くのは、この世界そのものであり、世界が招いた勇者は、もう二度ともともと生きていた世界に帰れなくなる。世界が招くとは、神の仕業であり、只人では世界を越えるような魔法は扱えない。

　そのため、この世界に生きる人々は、勇者が招かれると、できるだけ速やかに務めを果たせるよう、皆がこぞって勇者の力となろうと働くのである。

　この宿の主である、エリカの父で元勇者のケントは、通常十年ほどで終える勇者の務めを、十五年勤めた最強の勇者とされている。

　引退から六年経った今でもその力はいまだ衰えていない。ただ、倒さなければならない魔物がいなくなったために引退しただけで、今もまだ少し強い魔物が現れれば国王からの呼び出しを受けることがある。

　ただ、引退したことには違いないため、勇者としての十五年間の勤めを果たした褒賞を受け取ることになった際、長年の献身の褒美が高額となった。そうして金銭での支払いが難しいとなったため、父はエナガ亭のダンジョンと周囲の土地を褒賞としてもらうことで、金銭の代わりとしたのだ。

　それから父は、王都から隣の町へつながる細い道をひとりで整備し、さらにそれを延ばしてエナガ亭まで繋がる街道を作り出し、この場所に宿を一軒、ダンジョンの入り口を覆うような形で建築した。

　この道が勇者街道と呼ばれるわけは、勇者のみが使える魔法で勇者が作った道だから。

　その道の先で、元勇者は宿を営みながら、日々自分が所有するダンジョンへと潜る。

　今日もそうして自分のダンジョンへと潜っていた父が、野菜がたっぷり詰まった籠を背負って帰ってきたのを見て、エリカは力なくお帰りなさいと声をかけた。

「どうした、エリカ。元気ないな。今日はお前の好きなイチゴも採れたぞ。数が少ないから、レオに好きな菓子でも作ってもらえよ」

　にこにこ笑顔の父は、背負い籠を床に降ろし、その中からひとつ、取れたての巨大イチゴをほら、とカウンターにのせて見せた。

「その一個はお前のしーさんの分な」

　父は茶色い目を細め、笑いながら自分の肩にいた小鳥をカウンターの上にのせた。

　その小鳥は、エリカの肩にいるシマエナガのしーさんと同じ姿で、カウンターの上の巨大イチゴを眺めながらそわそわと飛び跳ねている。

　ちなみにこちらのシマエナガも、名乗る名前はしーさんであり、エリカは二匹を並べた時の大きさから、父のシマエナガを大しーさんと呼んでいる。

　大しーさんにもイチゴを渡した父は、黒髪をかき上げ、今までエリカが眺めていた帳簿に目を向けた。

「ん～。客が来なくなって、そろそろひと月か？」

「そうなの。いくらうちが食材に関してはダンジョンから採ってこられるって言っても……シェパード司祭は創世神殿に帰ってるけど、探索者と賢者のふたりの出張費はうち持ちでしょう？　客が来ないからって本部に帰れって言うわけにもいかないし」

　もともと勇者が現れると、創世神殿が勇者を保護し、魔術で世界を観測している賢者ギルド所属の魔術師が敵を見つけ、探索者と傭兵が所属する冒険者ギルドが勇者の護衛と道案内を務めることになる。

　それは当然ながら、父にも適用された。

　父が勇者の時代にずっと付き添って共に戦った仲間たちは、父が勇者を引退した後にもずっと父のそばにいて、今はこのエナガ亭に各ギルドの支部のような扱いで長期滞在中だった。

　ギルドの支部として機能している彼らだが、体裁としてはダンジョンの持ち主である父の依頼でこちらに滞在していることになっている。

　それはすべて、父が手に入れたダンジョンの特殊性が原因なのだが、エリカの話を聞いた父は、肩を竦めてあっさり告げる。

「あいつらになら言ってもいいんじゃないか？　どうせダンジョンから出るものは、俺とエリカがいれば鑑定なんていらないんだし、あいつらならそのこともわかってる」

　その言葉に、エリカはひっそり頭を抱えた。

　エナガ亭のダンジョンを父が買い取った理由。それは、ここがある意味勇者のためのダンジョンだったからだ。

「ここのダンジョンから出るのは、みんな勇者の出身世界の品ばかりだ。浅い一階層二階層は俺の元の世界、日本の物が出てきてる。俺は基本的に二階層までしか行かないし、武器防具を鑑定する冒険者ギルドも、魔法のアイテムを鑑定する賢者ギルドも、正直いらないだろ。俺が生きた時代の日本は、武器が必要になる戦いなどなかったし、魔法もなかった。あいつらの出番があるわけもない。……お前だって、そう思うだろう？　俺と同世代の日本を知ってるんだから」

　そう、エリカの中には、今のエリカとはまったく別の人間として生きた記憶があった。

　それは、今いる世界とはまったく別の文明世界で、成人女性だった記憶だ。

　魔法ではなく電力であらゆる物を操作し、木材や石という、こちらの世界でもある素材だけではなく、コンクリートや化学で作られた素材を元にした住宅が普通の世界。

　スーパーマーケットという商店は、世界中から集められた食材や調味料が、早朝から深夜までいつでも購入できた。

　エリカは前世で、両親が経営するそのスーパーマーケットに勤めていた。

　あちらは、普通に生活する分には命の危険は感じない世界だった。

　少なくとも、食料を得るために獣の牙にかかるような心配をする必要はなく、自ら全身を血に染めながら獣の解体をする必要もなかった。

　朝、海で捕れたばかりの魚も、その日のうちに店頭に並べられて、いつでも入手できた。

　知識を求めればそれを得られる方法は幾通りもあり、お金さえあればいくらでも学べる環境があった。

　エリカは前世の記憶として覚えているだけだが、父は実際その世界で生まれ、十八の歳まで育った人だ。

　それが、人が抗えない力でこの世界に無理矢理召喚された挙げ句、帰ることは生涯できないと聞いた時は凄まじい絶望を感じただろう。

　父がこの場所、いや、ダンジョンに執着した理由はまさにそれだろう。

　ここのダンジョンには、父が生きていた日本世界の道具や植物が再現されている。父は、ここを入手してこの場所で生涯過ごすと誓いを立て、長年勇者を続けていたと言っても過言ではないのだ。

「それでも、お前が生まれてきてくれて、ずっとそばにいてくれるから、俺は今もまだ生きている。この世界で、お前の母さんが俺に帰る家をくれた。母さんが流行病で亡くなった後は、お前が帰る場所を守ってくれてる。……ありがとうな、エリカ」

　頭を抱きかかえられ、髪にキスをされ、エリカは思わず笑みをこぼした。

「どういたしまして。父さんって、愛情表現はこっちの人たちとおんなじだよね。あっちの世界の人は、キスは挨拶なんて文化はなかったと思うし」

「国が違えば、そういう場所もあったさ。あっちの世界は、こっちよりも人も多かったし国も多かった。……それにお前の母さんはこっちの人だし、さんざん慣れさせられたからなぁ」

　親子でクスクス笑って立ち上がる。

「さて、食事に関してはダンジョンに生えてる野菜でも収穫してくればいいけど、いつまでも誰もお客が来ないのも困るわよね。父さん、王都に用事ない？」

　客が来ないなら、迎えに行けばよいのだ。

　早々にその結論を出す娘に、父は肩を竦めて答えた。

「さあな。そろそろ声がかかる気もするが。多分だが、新しい勇者が召喚された可能性が出てきた」

　それを聞いた瞬間、エリカは大きく目を剥いた。

「ちょ、父さん……そんなの私聞いてない。え、どうして!?　まさか、ダンジョンでなにか異変があった!?　まだ醤油も味噌も見つけてないのに！」

　カウンター越しに、父の襟を両手で掴んで縋るエリカの頭をぽんぽんと叩いて落ち着かせると、父は娘の肩にいたしーさんに指を伸ばした。

「ダンジョンは変わってないと思うんだがな。しーさんが気になることがあるらしい。しかも、ヴィンセントが呼び出されて王都に向かっただろう？　その割に、俺にはなにも伝えられていない。だから勇者が見つかったんだろうと思ったんだ」

　父のあっさりとした言葉に呆然としていたエリカは、あらためて父に問いかける。

「……つまり、新しい勇者が来ると、うちに人は来ない、と？」

「うちのダンジョンは、俺が一度奥まですべて探索したからな。結果として、それほど劇的に金が儲かるダンジョンではないと結論が出ている。ちまちまと小さく儲けるうちのダンジョンより、勇者特需で大きく儲けようと、勇者のいる町に冒険者が集中することになる」

　その父の言葉に、調理場から顔を出したレオが補足した。

「新しい勇者に退治してもらおうと、強い魔物の情報は勇者を保護した大神殿に集まるから、それ目当てで冒険者が大神殿のある王都に集まってくる。ヴィンセント・シェパード司祭も、その手伝いのために呼ばれたってことかな？」

「レオ!?　レオも勇者のこと気付いてたの!?」

　父に縋りついたまま、顔だけを向ける形でレオに問いかけたエリカに、レオは妙に冷静に答えた。

「いや、今の今までまったく考えてなかったけど？」

「……お客が来ない場合、あなたのお給料が支払えないという問題があるんだけど？」

　エリカの言葉に、レオはにっこりと微笑んだ。

「もともと俺の報酬は、住居とエリカの作る食事でいいっていつも言ってるだろう」

　そう、レオの給料についてこだわっているのはエリカの方だった。

　元騎士で、しかも二十歳の時には王宮近この衛え隊にいたというレオに、つなぎ止めておけるような給金を提示することは難しい。年齢が二十六歳の今、もし近衛騎士を続けていた場合レオがどれくらいの高給取りだったかなど、考えるだけで恐ろしい。

　だが、まったくいらないと言われても、わずかなりとその働きに報いなければならないと思うのは、前世で経営者として働いていた両親を見て育った成人女性の記憶があるエリカとしては当然のことだった。

　もっともこの場所でお金をもらったところで、使う場所もないため貯まる一方となる。レオの給料は、今も毎月、エナガ亭の金庫の中に順調に積み上がり続けているのだ。

　にっこり笑顔でいつも給料はいらない宣言をされるエリカは、ぐったりカウンターに突っ伏した。

　突っ伏したそのすぐそばで、その体と同じくらいの巨大イチゴをついばむ二匹の小鳥は、大変幸せそうに見える。

　その様子をしばらく眺めていたエリカは思わず、自分のそばにいるしーさんに声をかけた。

「……しーさんたち、イチゴ美味しい？」

『美味しいよ！　果物の甘さは、やっぱり日本の方が強いね！』

「しーさんは日本の神様の使いだものな。やっぱり供物は日本のものの方が口に合うんだろう」

　父が指先で大しーさんの頭を撫でてやると、気持ちよさそうに眼を閉じ、うっとりと揺れはじめた。

　いつも大体二体に分かれ、それぞれの個性もあるのだが、元は一匹の鳥である。

「大しーさん、新しい勇者が生まれた場合、うちのダンジョンはどうなるんだ？　確か今のところ、ダンジョンにもしーさんの加護が効いて神域になってるって話だったよな？」

　しーさんは、小さな体でありながら、父の守護を務めている立派な神鳥だ。日本の神社に祀られていた神様が、氏うじ子こである父が世界を越える際に、召喚を止めることはできないが少しでも苦労が減るようにと力を分け与えたのだそうだ。

　エリカにも父の血を通して加護の一端が与えられているため、父のシマエナガよりもさらに小さなシマエナガが常にくっついているが、それも元を正せば父のそばにいる大しーさんが分身しているものらしい。

　エナガ亭のダンジョンも、父が見つけた時点では危険もあったそうだが、父がしーさんと一緒にダンジョンを探索した結果、日本の素材が採れるエリアに関しては、しーさんが神域としてしまったそうだ。

　そこから採れる食材は、父ケントの記憶の中にある料理を再現するための材料として、このエナガ亭に運ばれてくる。

　――その記憶こそ、この世界で戦うには重要なのだ。

「そうよ、大しーさん。あのダンジョン、もっと下に降りれば、父さんの前に召喚された勇者の世界が元になっている階層があるのよね？　ということは、新しい勇者が召喚されたら、まさか父さんの世界の上に、新しい勇者の世界の階層ができるの？」

　その問いかけに、大しーさんはイチゴから顔を上げ、しばらく視線を彷徨わせると首を傾げた。

『ダンジョンの階層に変化は見られないよ。本当に勇者が召喚されたの？』

　怪訝そうな表情で、父のしーさんは首を捻る。

「まだ、そうと決まったわけじゃないからな。この件は、ヴィンセントが帰ってからの話だろう。それまではまあ、様子見かな」

　父の言葉に、エリカもレオも頷いた。

「でも父さん、もし新しい勇者が本当に召喚されていたとして、ダンジョンが変化したとしたら……勇者に、こんなダンジョンがありますよって、知らせるの？」

「そうだな」

　あっさりとそう述べた父に、エリカはなにも言えず、俯いた。

　父は、元の世界から切り離された絶望を知っている。だからこそ、新しく同じ思いを味わうだろう召喚者にも、この場所を共有するつもりなのだろう。

「そうなったら、その新しい世界の素材で、また新しい料理でも作ってくれ」

　にっこり笑った父に、エリカも釣られたように笑った。

「どんな材料を使っても、私が作ると日本の料理になりそうね」

「そのためには醤油と味噌だな」

「正確には、麹菌。やっぱり、自分で作れるようになった方がいいかな」

　合い言葉のように親子は会話を続けながら見つめ合い、そして今もイチゴに夢中のしーさんたちに視線を向けた。

　父は、召還された勇者だ。そしてこの世界で一、二を争うほどの強者として名を馳せている。その様子は、日本で言うならばチート、つまり、想定外の強力な能力を与えられた男だろう。

　しかし、親子はしっかりと理解していた。

　この、今はイチゴに夢中のしーさんこそが、父の力の源であり、チートそのものなのだろうと。

　父は、日本にいる間は普通の高校生だった。

　両親が揃い、食事の支度はパートタイムで勤務する母親がすべて行っていた。母親が食事の支度ができない時は、店屋物かコンビニエンスストアで購入したお弁当などで食事を賄った。

　そして本人は、料理は小中学校の家庭科でしか学んでおらず、それ以外では包丁すら握ったことのない高校生だった。

　一方エリカは、父が生まれ育った世界の、独身女性の記憶がある。その記憶では、味噌や醤油は自分で作るものではなく、店頭に並んでいる物を購入して使っていた。

　麹菌があったとしても、味噌や醤油が作れるような技術も知識もない。

　そこで、しーさんの出番である。

「父さんが気軽に食材を採りに行ける間に、お米と大豆と麦を探してきてね」

　この世界にも麦はある。ただ、しーさんが言うには『似てるけど、原種に近い』ものだったため、醤油や味噌作りに使えるのかは試してみないとわからない。

　そして、試すにも、麹菌はまだこの世界でも発見できていないのだ。

「おう。あと塩も探してくる。あとは水もいるんだっけか？　さすがに水も日本のものなのかはわからんが」

　そう尋ねる視線の先で、ついに大きなイチゴをまるまる一個食べきって、お腹を丸くして休憩するしーさんたちがいる。

『お味噌の材料は大豆と塩と麹とお水。醤油の材料は大豆と麦と塩。麹を作るために必要なのは、麹菌と米とお水～チュルル♪』

　エリカのしーさんはご機嫌なようで、歌うようにそう告げると、カウンターから飛び立ちエリカの肩へと舞い降りる。

「麹菌ってのは、俺じゃあ見えないからなぁ。いっそ味噌と醤油そのものが宝箱に入っているのを期待した方がよくないか？　……まあ、とりあえずもう一回、ダンジョンに入ってみるか」

　そう父が言うやいなや、カウンターにいた大しーさんが高らかに鳴き声をあげ、父の肩の定位置に乗る。

「なにか緊急事態があれば、そっちのしーさんに言うんだぞ」

　そう言うと、父は再びダンジョンへと潜るべく、裏庭への扉に手をかけた。

「あ、ちょっと待ってケントさん！　弁当！　適当に詰めときましたから」

　そう言ってレオが、木で作られた弁当箱を差し出した。

　この弁当箱は、父がしーさんとともに勇者時代に作り出したものだ。

　料理ができなかった父は、旅先でもちゃんとした料理が食べたくて、この弁当箱を大量に作り、そこにまだ幼かったエリカが作った料理を詰めて冷凍して持ち歩いていたのである。

　そのために父は常に冷凍の魔法がかかる特注品の鞄を作り、いつもそれを背負って勇者の務めをこなしていた。

　当時は、まだここのダンジョンは父のものではなかったため、作っていたのは本格的な日本食ではなかったが、それでも甘い卵焼きや塩から揚げなど、弁当の定番を抑えた味は父を助けていたという。

　――そしてその弁当に魅了され、ケントに剣術の弟子入りしに来たはずがエリカに弟子入りしてしまった男がレオである。

「行ってらっしゃい！」

　レオとふたりで父を見送りながら、思えば長い付き合いとなったレオを横目でちらりと眺め、密かにため息をついたエリカだった。




「さてと。エリカ、新しい客がいないってことは、メニューをどうする？」

　レオから問いかけられ、エリカは腕を組んで頭を捻る。

「とりあえず客は長期滞在のドリアーヌさんと、ハイドリヒさんだけだから……家用を余分に用意できるようにしておけばいい気がする」

　賢者ギルドの最強女魔術師と、冒険者ギルドの凄腕探検家と呼ばれるふたりは、今は王都に呼び出された創世教団のシェパード司祭も合わせて、父が勇者として働いていた時代にそれぞれの組織から派遣され、ともに戦った父の戦友でもある。

　その戦果はめざましく、シェパード司祭以外のふたりはそれぞれの組織で随分な出世を果たしたのだが、その後三人はそれぞれの組織から派遣され、この周囲に支部を建設するために下調べをしているとされている。そのついでに、ダンジョンから出てくる勇者の世界のお宝を鑑定する勤めに就いているのだ。

　ただし実情は、たまに父と共にダンジョンに潜っていったり、どこかに狩りにいっているが、下手をすると日がな一日ここで宴会をしたりしてのんびり暮らしている。

　日頃の生活を見ていると、まさに隠居生活という言葉が頭をよぎるのだが、一応客であることに変わりなく、この場所に滞在しているかぎり、三人ともエナガ亭で朝昼晩の食事を取ることになる。

「今はドリアーヌさんがいるだけじゃないのか？」

「ハイドリヒさんは、ちょっと馬で遠駆けついでに、川で魚を釣ってくるって出かけてるから。晩ご飯はここで食べるって」

　今朝、「大物を釣ってくる」と意気揚々と出かけていったハイドリヒの姿を思い浮かべ、くすりと笑みをこぼし、エリカは調理場へと足を向けた。

「せっかく父さんが野菜を採ってきてくれたし、どうせなら、新メニューの開発でもしましょうか。傷みやすい野菜もあるし、使っちゃおう」

　エリカがそう述べるやいなや、レオの表情にとろけるような笑みが浮かぶ。

「新しいメニューか。さっき言ってた、醤油や味噌はいいの？」

「醤油や味噌が手に入ったら……焼きおにぎりと味噌汁を食べたいかな。あと、照り焼きに味噌炒めも」

「そうか。……どれもうまいんだろうな」

　うっとりとそう告げるレオを見て、エリカはなんとも言えない表情を浮かべていた。

　日頃から、レオの顔を見慣れているエリカでも、この表情を浮かべるレオを見ればドキッとするし、しばらく妙に顔が火照って顔が見られなくなる。レオに見られないように少し俯き加減で、延々もふもふのしーさんのかわいい姿を思い浮かべ、少し冷静になってから、エリカは顔を上げた。

　ここに女性がいなくてよかった。エリカは心の底からそう思い、ホッとしていた。

　まさか、食事のメニューを思い浮かべるだけで、こんなに色気を放出する男性がこの世にいるとは思っていなかった。ため息ですら怪しいピンク色に染まっている気がするほどだ。




　エリカがレオと出会って、はや五年ほどになる。

　グラステン王国は、創世教団の本部が置かれている関係から、勇者と騎士団が共闘することがたびたびあったらしい。

　勇者である父と、グラステン王国の騎士だったレオが出会ったのは、その共闘の戦場だったそうだ。

　その頃、エリカはエナガ亭に最も近いレントの町にいて、修業のつもりでレントの宿を手伝っていた。ある時、しばらくぶりに帰ってきた父の背後に、鉄鎧を纏った大男がいた。胸の紋章を見れば、王家直属の騎士であることが明らかで、いったいなにをしに来たんだろうとぼんやり思っていたエリカの前に跪いた男は、そこでようやく兜かぶとを外した。

　その瞬間、宿に宿泊していた女性たちが上げた悲鳴とどよめきは、今もしっかり耳に残っている。

　わずかに汗ばみ上気した顔。汗で額に貼りついた栗色の髪、春先の萌え出る新緑のごとき瞳。とろけるような笑みを浮かべ、ただ一心にエリカを見つめている。

　手でさりげなくエリカの左手をすくい上げ、まるで淑女を前にしているように、軽く口づけを落とした姿に、近くにいた女性たちはますます悲鳴を大きくしていた。

　その当時、エリカは十一歳。父が勇者を引退し、ダンジョンの入手や宿の建築計画が持ち上がってすぐの頃だった。

　エリカ自身は、驚くあまり逃げることもできずに混乱していたのだが、その状況でレオがエリカに向けて発した最初のひと言が、まるで恋する相手にプロポーズでもするかのごとくのうっとりした眼差しでの、「私に卵焼き、食べさせてください」だったことは、今思い出してもツッコミどころしかなかったように思う。

　その後レオが、騎士をやめてケントに弟子入りしてエナガ亭とエリカの護衛になると言いはじめたところを、「エナガ亭で募集しているのは、今は料理人だけです」のひと言で早々に追っ払おうとしたのはエリカだった。

　明らかに王国の騎士。しかも王家直属となれば、貴族の血筋しか認められないと聞いたことがあった。貴族の血筋の騎士ともなれば、勇者の従者としてならまだしも、料理人と聞けば諦めるに違いない。

　そう思っていたのに、レオはそれを聞いた瞬間、にっこり微笑み頷いてしまった。

「はい、喜んで！」

　え？　とエリカが返答について聞き返す間もなく、再びエリカの左手に素早く口づけると、さっと立ち上がり父に会釈をした。そして、すごい勢いで馬に飛び乗り、王都へと向かっていった姿を、エリカは唖然としながら見送ったのである。

　エリカはその時、考えてもみなかった。

　――その騎士が王都に帰り着くなり騎士団に辞表を叩きつけ、料理修業を始めるとは。

　いったいどこでどのように修業をしたのかは知らないが、元王宮料理長からの推薦状と共に完成したばかりのエナガ亭に笑顔で現れるなど、本当にまったく考えていなかったのである。

　突然、レオの人生について重い責任を負うことになり、大人ぶって交渉ごとに首を突っこむのは止めようと心から思った、苦い記憶である。




「エリカ？」

　ついさっきまで、うっとりと空想にふけっていたはずのレオに正面から覗き込まれ、エリカは思わずのけぞった。

「急に正気に戻らないでよ」

　顔の近さに若干頬を染めたエリカの口を突いて出た言葉に構うことなく、レオはにこやかな笑みと共に鍋を差し出す。

「それに、レオの顔は女性に対する凶器だから、うかつに顔を寄せちゃダメって言ってるでしょう？」

「はいはい。それより、どんなメニューを作る？」

　明らかに八つ当たり気味のエリカの言葉も受け流し、笑顔のままレオは調理道具を並べていく。

　その様子を見ながら、エリカは父が置いていった食材のひとつを手に取った。

　それは、つやつやの紫色の皮が綺麗な、日本でもよく見た茄子だった。

「……茄子の群生地でもあったのかしら」

　そう口にしながら、ヘタの部分に切れ込みを入れ、火にかけた網にのせて転がしはじめる。

「それ、味付けは？」

「とりあえずなし。これも一応、焼き茄子って料理だから。レオに茄子の味を覚えてもらおうと思って。後でこれに合いそうな調味料を出すわ」

　手元から視線を外さず、茄子をこんがり焼き上げ、熱いうちに皮を取る。そして手早く切って、割り裂いた。

「はい」

　小皿ふたつにそれぞれひと口分ずつ盛りつけ、テーブルにのせた。

　すぐさまレオはその皿をひとつ受け取り、ひと口で頬張る。

　もうひと皿はエリカの肩にいるしーさんの分だ。しーさんも、皿を置くとすぐさま降りてきて、小さなくちばしで味の付いていない焼き茄子をつつきはじめた。

「うーん。なんの味付けでも使えそうだと言えばそうだし、味気ないとも言える……」

「じゃあ、これ、煎り酒で和えたもの。少し塩を追加したから」

　レオはさっと渡された新たな皿の焼き茄子もひと口で頬張り、味わって飲みこむ。

「……少し風味が出たかな」

「じゃあこれ。トマトソース」

　トマトは、エナガ亭のダンジョンから採れて、初めてこちらの世界で栽培が成功した野菜だ。

　今は庭だけで栽培しているが、毎年たわわに実る赤い野菜は、エナガ亭のメニューだけではなく少しずつこの世界にも取り入れていこうと工夫している最中である。

　ちなみにダンジョンでは季節に関係なく野菜は実っている。夏の野菜であるトマトも冬が旬の白菜も普通に生えているため、季節感はほとんどない。

　採ってくるのは冒険者ギルドで探索者としての資格を得たばかりの人々で、彼らは探索の練習に、このエナガ亭を利用しているのである。

　冒険者ギルドとひと口で言っても、登録しているメンバーには探索者と傭兵の二種類がいる。

　探索者とは、過去の遺跡の探索や採集などの、戦闘が主ではない依頼を受ける者たちであり、傭兵というのは強い敵に立ち向かうために己の腕を磨き、強い敵を打ち倒すことを目標とする者たちのことである。

　例えば現在エナガ亭に長期滞在中のハイドリヒという男は、冒険者ギルドの中では探索者として有名な男である。

　父が組んでいた仲間たちは、父が武力を、ハイドリヒがその戦闘の補助と探索者としての技を、賢者ギルド所属の魔術師ドリアーヌが魔術戦闘と鑑定を、そしてシェパード司祭が祝福と怪我の治療を受け持っていたそうだ。

　エナガ亭のダンジョンは、まず危ない敵は出てこない。

　しーさんが自分の神域に敵が出たらすぐに弾き飛ばしてしまうため、むしろダンジョン内の方が安全だったりする。

　その安全なダンジョンの中で野菜を採ってくると、エナガ亭で買い取ってもらえる。

　少し度胸が付けば、さらにダンジョンの奥へと潜り、下層となった父の前の勇者が残した世界の探索も行い、本格的にダンジョンの攻略法を学ぶのである。

　初心者たちが採ってきた野菜で作っている保存食は、ここの土産として宿の客が購入していったりはしているが、それほど有名になっているわけではない。

　トマトソースは、今年初めてダンジョン産の野菜ではなく、外で栽培した物でソースにしてみた。

　そのトマトソースを絡めた茄子を口にして、レオはうーんと首を捻る。

「完全に溶け込んで、トマトの味しかしない」

　すでに作り方をマスターし、売り物にできるほど均一な味のトマトソースが作れるレオは、今回の茄子の味はお気に召さなかったらしい。

「茄子は、肉と一緒に料理しても美味しいのよ。癖が少ないから、周囲の味を吸収して美味しくなるの」

　そう言いながら、エリカはキノコの出汁と塩、そしてこの世界で見つけたごま油と風味の似ている油で焼き茄子を和えて、レオに渡す。

「正直に言えば、私は焼き茄子は醤油で食べたい……」

「俺は醤油って言われても、どんな物かも想像つかないからなあ」

　そう呟いたレオは、最後に渡した小皿もひと口で頬張り、うん、と頷いた。

「そう言えば、醤油と味噌って、材料さえあればそんなに簡単に作れるもの？」

「味噌は、今でも作っている家庭があったけど、醤油は無理かもしれない……」

　それを聞きながら、レオはなにか思いついたのか、突然小麦粉を取り出し、水と合わせて捏ねはじめた。

　レオも、ずっとエナガ亭でただエリカの料理を見ていたわけではない。日本で作っていた料理は、ある程度はすでにレオもマスターしている。

　おそらくその中でも合いそうな料理を作ってみようとしているのだろう。

　レオは手を動かしながら、再びエリカの肩に乗ったしーさんに話しかけた。

「しーさんがこの前出してた、日本酒？　みたいに、ぽんと現物を出せないのか？」

　それを聞き、しーさんはやれやれとばかりに首を振った。

『あのお酒は、あちらの世界で神様に供えられたものをお裾分けしてもらったんだよ。醤油を供えている地方もあるんだろうけど、うちの神社の氏子には、醤油を作っているところはないから無理かなぁ』

　それを聞いて、レオはぎょっとしたように手を止めてしーさんに視線を向けた。

「神しん饌せんを俺らが口にして、大丈夫だったのか!?」

『大丈夫だよ。元の世界でも、一度神にお供えしたものをいただくという行事もあったくらいだから。お供えを神様の許しを得て口にする分には、問題ないよ』

　そう言って、その許しを出す神の使いであるところのしーさんは、小さな体で胸を張る。その姿は正面から見ると真っ白の毛玉である。神の威厳などは感じられない姿に、思わず微笑ましいものを見る眼差しを向けてしまう。

　先ほど、調味料として出した煎り酒も、お供えの日本酒を少し使って作ったものだ。

　醤油ほどなじみはないが、梅干しと日本酒があれば造れる煎り酒は、今のところ唯一醤油がわりとして父も愛用している調味料となっている。父が愛用すると言うことは、味になじみがあるのだろう。嬉しそうに使う様子を見れば、残る日本酒も無駄にはできないという気になってくる。

「ところでしーさん、醤油の材料を採ってきても、やっぱり私たちが作るのは無理じゃない？　まず味噌すら作ったこともない私たちが、醤油を手作りっていうのは、やり方を教えてもらっても難しい気がするんだけど」

　そう問いかけられたしーさんは、少しだけ元の姿勢に戻り、エリカの首元に体を擦りつけた。

『大丈夫だよ。材料さえ揃えば、後はしーさんがなんとかするよ』

　それを聞いて、エリカばかりかレオまで驚きが隠せなかった。

「今まで、料理の再現に力は使えないって言ってたのに、大丈夫なの？」

　しーさんは、あくまで神様の力を届ける役割を与えられた鳥だ。その役割を超え、直接神の力を使うようなことは避けてきた。人の手でなんとかなることなら、ふたりでがんばれ、が基本方針だったしーさんにしては、ずいぶん協力的だ。

「なんとかって、簡単に言ってるけど、そんな簡単なことじゃないよな？」

「簡単なはずないわ。醤油はそれこそ、千年単位の昔から、日本でずっと作られていたような歴史のある調味料なのよ？　そんな一朝一夕にできるようなものじゃないはずよ」

　ふたりの視線は、再びしーさんへと注がれた。

　しーさんは、ふたりの視線を受け、再び大きく胸を張る。

『ふたりでも作れないなら、きっと神様もいいって言ってくれる。材料があれば、後は神様に〝ケントのために醤油にして〟ってお願いするだけだから！　頑張る！』

　キリッとした表情で、ぴょんぴょんエリカの肩を飛び跳ねながらそう告げるしーさんを、ふたり揃ってなんとも言えない不安そうな表情で見つめていたのは言うまでもなかった。




　先ほどレオが捏ねていたのは、ピザ生地だった。

　エナガ亭ダンジョンの一階層の宝箱から出てきた古本の束の一冊が、料理書『初めての料理～おもてなし編』だったため、それをエリカがこちらの言語に翻訳したのである。

　この世界で、日本語が読める者は、父とエリカしかいない。

　エナガ亭ダンジョンで宝として出てきたのが本だったということで、一時は賢者ギルドが翻訳しようとすべて回収していた。しかし、この世界の人間には、魔法を使っても知力を絞っても、どういうわけか解読ができなかった。

　勇者である父は、神によって翻訳魔法がかかっているため、こちらの世界の文字はすべて読めるが、文字自体を理解しているわけではなく、翻訳などは不可能だ。

　つまり、日本語が読め、さらにこちらの世界の言語に翻訳ができるのはエリカだけだった。しかし、エリカが日本語を読め、日本人であった記憶があることを公にするのは父が望まなかったのだ。

　結果として、このエナガ亭で出た本は、この世界では価値がないとして、ただ勇者の記憶を補強する品として賢者ギルドが公認し、すべて勇者の手元に残されることになった。

　それをエリカが翻訳し、こちらの世界でも作れそうなものをレオに説明したのである。

　そしてあっさり再現したレオは、こうしてたびたび再現メニューを作ってくれるようになった。

　今日の具材は、トマトソースに茄子の薄切り、そして塩漬け肉をのせ、こちらの世界で定番の山羊のチーズをたっぷりかけて、オーブンで焼き上げている。

　それはエリカが食べても、日本で普通に食べられていたピザと遜色のない品だった。

「ああ、これは父さん案件だわ。あっちで食べてたものと変わりない気がする。さすがレオ」

「茄子は結構水分が出るなぁ。もう少し温度を上げて、短時間で焼くようにすれば違うかな」

　ふたりで調理場に用意された小さなテーブルで向かい合わせに座りながら、焼き上がったピザを頬張る。

　エリカの肩から降り、皿の前でジッとピザを見つめるしーさんには、ひとまずひと切れお供えしながら、しーさんにも食べられる生の野菜を用意して、エリカはしみじみとピザを味わった。

「あっちの世界では、ピザを焼く時は石窯で一気に焼き上げるのが定番みたいに言われてたと思う。もともと日本の料理じゃなく、イタリアって国の料理で。でも日本では基本、オーブンで焼いていたから、これは父さんのなじみの味に近いはず」

「チーズの味は？」

「それは、私じゃわからないかな。私は生まれた時からこっちの世界の味になじんでいるから、違和感はさすがにわからない」

　ふたりで会話をしている手元では、しーさんがあっという間に具材を食べ終え、満足そうな表情でうとうとしながら小さな籠に収まっていた。

「帰ってきたら、すぐに焼けるように仕度だけしておくか」

　そう告げて新たに生地を作るために立ち上がったレオに続くように、エリカも立ち上がる。

「あら～、いいモノできてるじゃない。それ、ちょうだい～」

　キッチンの外から突然かけられた声に、ふたりは揃って視線を向けた。

「あ、おはようございます、ドリアーヌさん」

　すでに昼のお茶の時間も過ぎているが、本人が目覚めたばかりであればおはようと声をかけるのがエナガ亭流である。

　陶器のような肌、淡い金色の髪。菫すみれ色の瞳は、常にきらきらと輝いて見える。

　エリカにとって、最も身近な〝貴族のお姫様〟である彼女は、本日もきちんとドレスを身に纏い、裾を軽やかに捌きながら調理場の入り口へと姿を現わした。

「おはよう～。今日も客は誰もいないのねぇ」

「ウグゥ!?」

　なにげないドリアーヌの言葉に、エリカはしーさん入りの籠を抱えながら、下唇をかみしめ、情けない表情で視線を背けた。そしてそのままカウンターへと歩いていく。

　すでに三十代半ばも過ぎたはずなのに、レオと同年代に見える、年を取ることを忘れた女魔法使いは、今日も淑やかな貴族令嬢のような仕草で、今までレオが使っていた椅子に腰を下ろした。

「ここで召し上がるんですか？　あっちの客席にお運びしますが」

　レオがそう尋ねても、ドリアーヌはひらひら手を振ってそのままその嫋たおやかな手を皿に残っていたピザに伸ばす。

「フォークを」

「いらないわ。あなたたち、さっき手で掴んで食べていたでしょう？　それがとっても美味しそうに見えたのよ」

　穏やかな微笑みを浮かべ、両手で慎重にピザを掴むと、ぱくりと口に含む。

「ん～、美味しいわぁ。本当、お行儀悪く食べるものって、どうしてこんなに美味しいのかしらね？」

　満足そうにピザを口にしているドリアーヌに、しーさん入りの籠をカウンターに置いてきたエリカが問いかけた。

「今日のピザの具、いかがですか？　こちらにはない、ダンジョン産の野菜なんですけど」

「あら、そうなの？　とっても美味しいわ。みずみずしい野菜ね」

　その言葉に、持ってきたメモ帳の中にある、エナガ亭で使用できる野菜の一覧に茄子を書き加える。

「お気に召してもらえたようでなによりです。今朝父が採ってきてくれたので、しばらくはこの食材で、メニューを研究するつもりなんです」

「そうなの。また新しいメニューができたら、味見をさせてちょうだいね」

　にっこりと微笑みそう告げた女魔術師に、エリカは慎重に質問をした。

「あの、ドリアーヌさん。賢者ギルドの方から、新しい勇者についての話って、なにか聞いていませんか？」

　その質問に、一瞬窓に視線を向けたドリアーヌは、口に入ったものを飲み込むと、エリカが出したお手拭きで手を拭った。

「新しい勇者？」

「ええ。そのせいでうちは今こんなに開店休業状態なんじゃないかって、父さんが……」

　エリカの視線が、そろそろ夕食時なのに、酒を飲む人すらいない客席に向けられる。

　エナガ亭は基本的に、人通りの多い街道や町などから外れた場所にあるために、通りすがりの客などはいない。

　ここを目的として尋ねてくる人のための宿であり、ダンジョンから人に害があるようなものが溢れるのを防ぐため、という名目をもって、運営している宿でもある。

　ふたりの視線を辿ったドリアーヌも、思わず納得してしまいそうな客席に、悩むように小首を傾げ、視線を彷徨わせた。

「今、世界は落ち着いているんだから、いつも通りの召喚はありえないと思うんだけど……」

「落ち着いてる？」

　思わず口を突いて出た疑問に、ドリアーヌは嫌な顔ひとつせず、まるで学校の教師のように教えてくれた。

「どうしてこの世界に勇者が呼ばれるのかというとね。この世界の人では倒せない異い形ぎょうの者が現れるからなの」

　ドリアーヌの説明では、この世界はとても不安定で、悪い気がたまるとそれが魔物となり世界を傷つけ、その傷からこの世界にはない力が溢れ、そばにいた存在に取り憑く。そして、その取り憑かれた存在を目指して悪い気が一斉に集まるのだそうだ。

　それはもともとこの世界にない力のためか、こちらの世界の者にはどうやっても倒せないらしい。

「勇者が召喚されるのは、この世界の防御機構なの。この世界の力だけでは消せない力を、他の場所の加護がある勇者を連れてくることで、神様が二重に守護する存在を作り出し、異形を倒すのよ。……勝手な防御機構に巻き込まれて、こちらに飛ばされてしまう人には大変申し訳ないのだけど、世界が召喚してしまうから人の身では止めることもできず、しかも帰すに帰せない。だから実情を説明し、力を貸してくれるように勇者の方々に願うの」

　父からも語られることのなかった勇者の務めを口にしたドリアーヌは、その直後表情を陰らせ、口ごもった。

「……でも、今は世界中どこを探しても、異形はいないはずなのよね」

「ん？」

　今、ドリアーヌの口から漏れた言葉は、先ほどの説明から矛盾していた。

「だって、今も現役の時と変わらない力が振るえる元勇者がいるのよ？　世界中あらゆる場所で異形が発生したら、すぐにケントにお願いして倒してもらっているの。だから今は、小さい異形すらいないはずなのよ。つまり、世界が勇者を召喚する理由がない。この世界にとって、勇者の召喚は自然現象なの。自然現象には、必ず発生するための条件がある。その条件を満たしていないのに、自然現象が起きることはほぼないでしょう」

　確かに父が時折、目の前にいるドリアーヌか、もうひとりの宿の長期滞在者である探索者ハイドリヒと出かけることがあった。おそらくその時、元勇者として働いていたのだろう。

「……じゃあ、父さんはどうして、新しい勇者が生まれたって思ったのかしら」

「シェパード司祭のことだけじゃない、なにか予感でもあったのかもな」

　エリカとレオが顔をつきあわせて首を傾げているところを、ピザを口にしながら眺めていたドリアーヌは、つい先ほど籠に入れられ、調理場から見えるカウンターにのせられた神鳥に視線を向ける。

「……むしろその予感って、本当に勇者の召喚が起こっているのだとしたら、まずケントを守護しているしー様が感じているはずじゃないかしら」

　ドリアーヌの言葉に、首を傾げていたふたりがハッとしてカウンターに視線を向けた。

　その視線の先で、先ほどからお腹を膨らませたしーさんが、すよすよと平和な寝息を立てながら、丸くなって眠っている。

　その様子に危機感はまったくなく、ますますエリカとレオのふたりは首を傾げたのだった。




　それからしばらくして、釣りに行っていたハイドリヒと、ダンジョンから麦を収穫してきた父が揃い五人でひとつの食卓を囲んだ。

　宿と食堂は完全に閉め、一階の厨房奥の階段を上った先にある勇者一家と従業員レオの部屋がある場所で、今日は夕食を取ることとなった。それぞれ、いつもここを利用する時の席に座っている。食卓の上にはハイドリヒの釣果である大きな川魚で作った蒸し料理をメインに、レオが作った料理がずらりと並んでいた。

　それぞれの前に料理を取り分けた皿を置き、レオは最後に父の正面に茄子のピザを置き、自分の席に戻った。

「お、ピザか」

　父が嬉しそうに笑みを浮かべ、ひと切れ手に取る。そのまま口に運ぶ様子を見ていたエリカとレオは、ふたり揃って似たような質問をした。

「父さんが茄子の料理で一番に思い浮かべるのはなに？」

「ケントさんが茄子のメニューで一番食べたいのはなに？」

　その質問を聞いて、父は一瞬固まったが、すぐさま再びピザをひと切れ食べきると、その質問に答えた。

「天ぷらだな」

「天ぷらか～……」

　エリカが肩を落とすその横で、レオが落ち込むエリカの頭を撫でながら、しみじみと呟く。

「ああ……天つゆができないからってエリカが避けてる料理だったか……」

「塩でもいいかなって思ったんだけど……それだったら、父さんもっと早くに天ぷらのこと言ってるかなって思って」

「まあ、そうだな」

　あっさり父に納得され、ますますエリカは落ち込んだ。

「まあ、このピザもうまいし、日本を思い出すよ。……俺が日本の記憶を忘れずにいられるのは、エリカとレオのおかげだな。いつもありがとうな」

　にかっと笑った父に、エリカがようやく顔を上げた。

「ピザはレオがほとんどひとりで作ったのよ」

「でも、元はエリカが翻訳をしてくれたから、再現できたわけだから。やっぱりお手柄はエリカでしょ」

　にっこり笑ってレオがエリカの頬を突けば、エリカはその手をぱしりと叩き落とす。

　そうやってふたりがじゃれ合っている間に、父はピザをハイドリヒとドリアーヌにもひと切れずつ取り分けた。

「へえ、茄子ねぇ。俺はあんまり野菜を食わないからなぁ。こんな野菜、こっちにはなかったかね」

「元の形や色合いを見せてもらったけれど、見たことのない植物だったわね。ねえケント、今度はひと株スケッチさせてほしいのだけど、明日あたり私もダンジョンに入って採集していいかしら？」

　ドリアーヌがそう告げると、父は難しい表情で腕を組み、沈黙した。

「……今、ダンジョンに調査に入るのはおすすめしない。植生どころか、地形が完全に変化する可能性がある」

　それを聞き、その場にいた全員が、父の次に述べる言葉に注目した。

　しかし、父の言葉を引き継いだのはしーさんだった。

『なんか、ケントのダンジョンのエリアが拡大してる、気がするの』

　ケントの肩に止まったままだったしーさんが、自信なさそうに述べると、それに並んでいた、普段はエリカの肩にいる小さなしーさんも頷いた。

『元の世界との繋がりが少し強くなった気がするね！』

『でも、エリア、大きくなってるって言っても、本当にわずかっぽいの。ケントの指一本分くらいなの』

　二匹のシマエナガが、首を傾げながら『ねー』と互いに顔を見合わせなにやら納得しあっているが、聞いている人間たちはその言葉の意味について考えながら、顔をしかめて口を噤んでいた。

「……父さん、そのエリアが広がったのって、気付いたのはいつのこと？」

「今日、二度目に入った時だな。一度目に入った時、しーさんが神域がおかしいって言ってたから、じゃあもう一回入ったついでに見て回ろうかと思ったわけだから」

　娘の言葉に迷うことなく答えを返した父に、ハイドリヒは訝いぶかしげな表情で尋ねる。

「つまり？」

「新しい勇者が召喚されて、ダンジョンが変化した、とは言い切れないが、間違いなくダンジョンは変化を起こしている」

「……新しい勇者ぁ？」

　その声だけで、ハイドリヒの心情がよくわかる。つまりハイドリヒも、ドリアーヌが告げていたように、新しい勇者が召喚されることはあり得ないと思っていたということだ。

「もしそうだとしたら、教団はなにやってんだ？　いつもなら、勇者召喚が起こりそうになったら、俺たちにも伝えてきているはずだろう。冒険者ギルドと賢者ギルドは、勇者が現れた時点で、その補助として案内人の選定に入らなきゃいけないんだぞ？」

「私たちは異形の居場所については探索できるけど、勇者については教団しかわからないのよね……」

　ハイドリヒとドリアーヌはそれぞれ困惑の表情で父を見ていたが、その父はピザの最後のひと切れを食べ終えると、エリカとレオに真剣な表情で告げる。

「明日から、少し出てくる。王都に行くついでに、ヴィンセントを迎えに行ってくるから、店はふたりに任せる。レオ、エリカを頼む。ダンジョンの方は、一般客は立ち入り禁止。すまないがハイドリヒ。見て回っておいてくれるか」

　それを聞いて慌てて手を上げたのはエリカだった。

「それなら、しーさんを連れて私が回った方がいいんじゃないかな。食材を見て回りながら、変化を知らせてもらえばいいし。なにかよくないものが湧いていても、しーさんが守ってくれるし」

　いつも食材が足りなくなった時、散歩がてらダンジョンに入るエリカは、今回も父がいない間はそうするつもりだった。しかし、父はそれに対し、すぐさま首を横に振る。

「いや、入っている間に大幅にダンジョンが変わって階層もわからなくなったら、お前にはどうしようもないだろう？　ハイドリヒなら、単体で入っていてダンジョンの変化に巻き込まれたとしても、いくらでも対処ができる。それとついでに測量も頼みたい。あまりに広さが増えたようなら、ギルドにもう一回申請をやり直さないとダメだろうから」

　その頼みを、ハイドリヒはすぐに引き受けた。

「ギルドへの探索依頼として受けとく。代わりに教団の情報については頼む」

「ああ。それはヴィンセントに期待だな」

　父は現在創世神殿で働いているだろうシェパード司祭に無茶な期待を寄せる言葉を残し、今日の晩餐兼今後の打ち合わせの時間を終えたのだった。




　翌日、日も明け切らない頃に目覚めたエリカは、簡単に身繕いをすると、しーさんの寝床の籠を手に調理場へと急ぐ。

　そこでは当然とばかりに、すでにかまどに火を入れたレオが、パンの生地を捏ねていた。

　この場所では、一番近い町まで片道半日はかかる。

　王都へと向かうなら、四日ほど馬車に乗り続けることになる。往復の移動だけで八日家を空ける父のために、お弁当を作るのだ。

「おはよう、レオ」

「おはよう、エリカ。お弁当作るんだよね？」

　レオはエリカに尋ねながら、満面の笑みを浮かべていた。

「卵焼きも作るよね？」

　そう言って、いそいそとフライパンを支度するレオに、苦笑しながらエリカは答える。

「作るけど、他のおかずも作ってからね」

　そうしてお弁当箱をひとまず十個並べて、レオと手分けしておかず作りをスタートした。

「……レオは本当にお弁当が好きね」

　鼻歌を歌いながら、発酵してふくらんだパンの生地を丸めているレオを見て、エリカは思わず笑みがこぼれる。

「そりゃそうさ。エリカの弁当は、ひと口で俺のその後の人生を決めた味だぞ」

「いつもながら、お弁当への気持ちが重いわぁ……」

　父が遠出するたびに繰り返される会話と作業だが、こうしてレオが隣でいるから、エリカは父を見送り、帰りを待つことができるのだろう。

　昔、まだ父が勇者の務めを果たしていた時。父は時折、怪我をして帰ってきていた。

　司祭の呪文があれば、ある程度の怪我は治るが、深すぎる傷は少しずつ治さなければ身体に害があるからと、血まみれの包帯で腕を固定されて帰ってきたこともあった。

　――父さんは勇者だから、強いんだ。

　そう言いながら笑っていた父を見て、泣いてしまったこともある。

　エリカが自分の中に、父と同じ世界で生きた記憶があることに気付いたのは、父が脚の骨を折り、ひと月ほど休養を取っていた時だった。

　勇者の力は、こことは違う世界の記憶からなる。

　これまで生きていた世界の記憶が、そのまま勇者の力となり、守りとなる。

　それは今の世界では常識的な話で、勇者がなぜ力をなくしていくのかと言えば、過去の世界での記憶が、こちらで長年生活することで上書きされ、思い出となり消えていくからだとも伝えられていた。

　勇者として強い父が、どんどん弱くなり、怪我をして、戦えなくなる。そんなのは嫌だ。父が負けて、死んでしまうなんて、絶対にダメだ。

　すでに母も亡くなり、父は異世界から来たため縁者はひとりもいない。その時はまだ母方の祖父母がいたが、ひとり娘だった母には他の兄弟もなく、エリカの血縁は祖父母と父しかいない。勇者として戦いに赴くたびに母方の祖父母に預けられていたエリカは、どうすれば父が強くなれるのか、父が絶対に帰ってこられるほど強くなるのか、必死で考えた。

　その時はまだ、父に自分の中の記憶の話はしたことがなかったが、会話をしていれば忘れないかもしれないと必死で自分の中の記憶を掘り起こし、文字を書いた。自分の中にも、父から聞いたお伽とぎ噺ばなしのような『日本』の記憶があるんだと伝える手段として、日本語で手紙を書こうとしたのだが、一枚目を書こうとした時点であまりにも手が動かなくて、結局紙の一枚がひらがなの練習だけで費やされた。

　こちらの世界の付けペンで、こちらの世界の体で書いたことのない文字は、力の加減ができなくて、我ながら象形文字でも書いたのかと思うほど歪だった。

　……だが、エリカが恐る恐る見せた手紙を見て、父は顔を歪めて泣いたのだ。

　懐かしいと、エリカが書いた解読ができるのか不安なくらいの拙い文字を見て、声を殺して泣いていたのだ。

　それを見た時、エリカは自分の中にあるこの記憶は、父のために存在しているのだと確信した。そして次の瞬間、父の肩ににっこり笑ったような顔をした小さな鳥が見えるようになったのだ。

　父の勇者としての力を保ち、少しでも長く生きられるように。父の記憶の中にある、『日本での生活』を思い出せるように。

　力を請われ、戦いに赴いた父が、文句なしに勝って、そして自分の足で帰ってこられるように。

　エリカはその日から、自分の中にある記憶について、日本語でひたすら書き記すための日記帳をつけることにしたのである。

　食の記憶というのは、案外馬鹿にできないものだ。

　食に興味がなくても、なにかを体に入れなければ人は生きてはいられない。当然、それに関する記憶は誰にでもある。

　エリカも、何度も前世について繰り返し夢に見たのは、食事のことが多かった。

　毎朝寝ぼうして、とにかく食べる時間が惜しくて口にしていた、ゼリータイプの栄養食の味。

　前日飲みすぎてなにも食べられなさそうな時に飲んだ、一杯の味噌汁の味。なんでもない日、母に食べたいものはと聞かれて答えたハンバーグの味。

　……そして、好物だった、母の作った炊き込みごはんの味。

　それらはもちろん、エリカの記憶だ。だが、父にだって、似たような記憶はあるはずだ。

　それを呼び起こすため、そしてエリカ自身も忘れないために、手に入る材料だけで、日本風の料理を再現するための努力を始めたのである。

　その時、エリカはまだ六歳。

　初めて作った料理は、『卵焼き』だった。

　あの日からたくさん試し、さらに日本の食材とおぼしきものが採取できるダンジョンのそばに宿を構えて、発見した父の好物、鶏のから揚げとコロッケを、弁当に詰められるサイズで作る。

　鶏のから揚げは、下味に醤油がほしいところだが、醤油は一度も手に入ったことがないため塩から揚げにする。

　コロッケは、ソースがなくても大丈夫なように、下味をしっかりつけて作るのが父のお気に入りだ。

　インゲン豆をバターソテーにして彩りに。

　そして卵焼きを入れ、トマトソースで和えたペンネを入れればひとまず完成である。

　これに今レオが焼いているパンを持たせることになる。

「レオ」

　声をかけると、たった今オーブンからパンを取り出したところだったレオがこちらを振り向く。その口に、エリカは真っ黄色の卵焼きを、箸につまんで差し出した。

「はい、いつもの」

　するとレオは、いつものように卵焼きを、大きく口を開けてひと口で頬張った。

　幸せそうな甘い笑みを浮かべ、ひと口分の卵焼きを味わうレオは、しばらくしてから飲みこむと、エリカに向かって再び口を開けた。

「次はなにがほしいの？」

「コロッケ」

「はいはい」

　言われるがままにコロッケをひとつ摘まむと、レオの口へと運ぶ。

「まだあるけど、あとは朝ご飯ね」

「了解」

　嬉しそうに返事をすると、もう一度パンを焼くべく、用意していたパン生地をオーブンに入れる。

「レオは本当に卵焼きが好きなのね」

　初めて会った時から卵焼きを食べたがり、次に就職の時、給料として卵焼きをと言い張った男は、これだけは何度食べても飽きないらしい。

「エリカの料理はどれもうまいけど……卵焼きが一番好きだ」

「うん、知ってる」

　エリカがにっこり答えた時、籠の中で眠り続けていたしーさんが伸びをした。

　小さな体を精いっぱい伸ばし、あくびをしたしーさんは、目覚めてテーブルの上を見た瞬間、きりりとした表情になった。

『エリカ、おはよう！　お弁当美味しそうだね！』

「おはよう、しーさん」

　元気よく朝の挨拶をしてくるしーさんに手を差し伸べると、そのまま翼を広げることなく、ぴょんぴょん跳ねて肩に登ってきた。

　弁当に羽根を入れないように、しーさんなりに気を使ってくれているらしい。肩まで登ってくると、すりすりと頬に擦り寄り、挨拶を終わらせたしーさんは、いつもの定位置に丸くなると、機嫌よくジュリリと鳴きはじめる。

「しーさん、父さんは今日からしばらく出かけちゃうけど、まだ変な感じはしてる？　ダンジョン、まだ変わりそう？」

『……ん～。一瞬、感じただけだから、それ以来変な感じはしてないよ』

　そう言って首を傾げるしーさんに、レオが尋ねた。

「その変な感じは、ダンジョンからしたのか？」

『わからないよ』

　その答えに、エリカは不安を隠すことなく、あらためてしーさんにお願いした。

「……たとえ勇者じゃなくなっても、父さんが、父さんのまま、無事に家に帰って来てくれればそれでいいの。……しーさん、父さんを守ってあげてね」

『もちろんだよ！　大しーさんはそのために日本からケントに付いてきたんだよ！』

　力強いしーさんの言葉に、少しだけ不安が払拭されたエリカは、わずかに微笑んでしーさんに頬を擦りつけた。

『エリカの作ったお弁当もある。ケントの記憶を守るよ』

「うん、お願い」

『エリカもちゃんと守るよ！　それがぼくとケントの約束だから！』

　元気よく宣言するしーさんを、エリカとレオは笑顔で見守っていたのだった。




　その日の朝、父が王都へ向けて出発した。

　ひとまず歩きで隣の町へ向かい、隣の町からは馬を借りて王都へ向かうことになる。

　エリカは、レオに肩を抱かれ、父に手を振りながら見送った。










第二章




　父を送り出してから三日経過した。早ければ、今日の夕方にも王都に到着するだろう。新しい勇者については気になるが、この場所で気にしたところで、なにができるわけでもない。

　父を見送った翌日にはハイドリヒが、調査のために泊まり込みでエナガ亭ダンジョンに入っていった。

　そのハイドリヒに、ついでに米と大豆の詳細のメモを渡して、くれぐれもよろしくと通常以上の力を込めてお願いした。ドリアーヌは、賢者ギルドからの勇者関連の情報を待ちながら、せめて占星術で勇者の出現を占ってみるからと、部屋にこもっている。

　そんなわけで、エリカはただ、このエナガ亭を守るのみである。

　朝、いつものように目覚めてすぐに調理場へと向かった。そしていつも通り、レオとふたりで今日のメニューを決めてから、エリカは食堂部分の営業前の清掃を行う。

　エナガ亭を守るとは言っても、相変わらず客は来ていない。

　だが今日は、エナガ亭に最も近いレントの町にある食材店に注文していた小麦や酒、調味料などの配達に店主のベイカーが来てくれることになっている。

　近くとは言っても、馬車で半日かかる。エナガ亭に荷物を届けるために、ひと月に一回、丸一日専用の馬車を出してもらうのだ。運賃は別としても、長距離をわざわざ届けてもらうのだから、昼食くらいはエナガ亭でゆっくり食べていってほしい。

　そんなわけで、配達してくるベイカーのために、平常営業通りに掃除をして、出迎えるのだ。

「エリカ。売りに出す商品、箱に入れておいたから確認よろしく」

「はーい」

　レオに告げられ、カウンター席に置かれた木箱を覗き込む。

「トマトソース五本と、ミートソース八本、あと……ガーリックオイル？　出荷できるほどあったっけ」

　これらは、ベイカーの親族が営む食堂へ卸すための商品である。

　野菜については、形や食感、今まで口にしたことのないものへの忌き避ひ感などでそのままだと売ることはできないと言われている。栽培も、病気や害虫などが問題でこの世界に勝手に生やすことは不可能で、この屋敷の庭かダンジョンでしか賢者ギルドの許可が出ていない。

　だが、加工品なら、毒の検査をした上で、少しだけなら販売しても大丈夫とお墨付きをもらったのだ。

　一番に売りに出したのはトマトソースだった。

　トマトの種が取れ、エナガ亭の庭で育てはじめた時、最初の収穫量が予想以上だったので、宿で消費するだけではなく、売ることはできないかと考えたのだ。

　初めて作ったトマトソースに興味を持ち、買い取って親族の店で使ってくれているのが、食材店のベイカーだった。

「ガーリックオイルも、試しに料理を作るの？」

「そのつもり。まだまだ残ってる茄子を燻製肉と一緒にガーリックオイルで炒める」

「……それ、ベイカーさん、お酒欲しがらない？」

　レオはその質問に顔を背けることで答えた。馬車は一応、今日中に帰さなければならないのだ。お酒を出して長居をさせるわけにはいかない。

「味見として、少しだけ出しましょうか。他はベイカーさんの好きな羊肉のトマトソース煮で」

　そう決定したエリカに、レオは「仰せのままに」と告げて苦笑しながら肩を竦めた。




　馬車の音を聞きつけて外に出ると、扉のすぐそばには赤毛の馬が引く荷馬車が止まっていた。

　そして馬と同じ色の頭髪と髭ひげを蓄えた恰幅のいい中年の男が、今まさに御者席を降りようとしている。その姿を認め、エリカは弾んだ声をあげた。

「こんにちは、ベイカーさん！」

「やあ、エリカちゃん。ひと月ぶりだね」

　声を聞きつけ、レオも調理場から顔を出す。

「こんにちは」

「やあ、レオも変わりないな！」

　挨拶をしたレオは、すぐさま腕まくりをしながら荷台へと歩み寄った。

「荷下ろし手伝います」

「おお、頼むよ」

　そうしてレオとベイカーがふたりで荷台から荷物を下ろしはじめるのを見ていたエリカは、その場をレオに任せ、屋内へと入った。

　次回の注文品の一覧と、支払いのための割り符を用意する。

　割り符は、父が商人ギルドに預けているお金をベイカーの食料品店に支払う旨を、偽造が不可能なインクを使って書き記した紙のことだ。ちなみにインクは賢者ギルドで作成されている。

　今回の割り符には、父がすでにサインを入れているため、あとはエリカがベイカーの許可を得て、金額を書き加えるだけになっている。

　その時ちょうどエールの樽を転がしながら屋内に入ってきたベイカーに駆け寄り、声をかけた。

「ベイカーさん、これ、お支払いの割り符と次回の注文書ですけど……。ちょっと問題が起こっててその説明をしたいんですが」

「はいはい、なにかな」

「ええと、見ての通り、現在お客さんの入りが少なくてですね……」

　エリカが言い辛そうに俯きながら告白すると、ベイカーはエールの樽をカウンターの下に置いて室内を見渡し、ほう、と口にした。

「そう言えば数日前、ケント殿が馬で王都に向かったんだったか。随分急いでいたようだが、あれかい？　やっぱり元勇者様だから、新しい勇者様の召喚で呼び出されたのかい？」

　まさかベイカーの口からそれを聞くと思っていなかったエリカは、驚きでぽかんと口を開け、固まった。

「え、なんで……というか、勇者様は本当に召喚されたんですか？」

　思わずといったふうに尋ねたエリカに、ベイカーの方が不思議そうに首を傾げる。

「あれ、ここまで情報は来てないのかい？　教団からの布告で、新しい勇者が召喚されているとあったんだが。だからケント殿が移動したのだと思ったんだ。ケント殿がいないなら、この店も休むのかと思っていたんだが、それならエリカちゃんから連絡が来るかと思ってね」

　やはり新しい勇者が召喚されていた。

　その事実がはっきりしたことで思わず手に力がこもり、持っていた割り符を握りしめる。

　そんなエリカを落ち着かせようとしたのか、肩に止まったしーさんが頬にすりすりしてくれたおかげでハッと顔を上げた。

「……休みとはいっても、お客さんが来てくれれば、その人のいる間は開けるつもりなんです。だから食材は必要なんですけど、次回は注文の量が少し減りますって言いたくて。今の状況がいつまで続くのかわかりませんし、配達までお休みとはならないんですけど」

　エリカが説明すると、ベイカーは注文書を受け取り、うん、と頷いた。

「注文の品は揃えておくよ。もし必要な時は、賢者ギルドか冒険者ギルド経由で知らせてくれればすぐに追加も持ってくるからね。ここに来るのは、ひと月に一度の楽しみになっているから、少なくても注文してくれれば嬉しいよ」

　ベイカーはそう告げると、朗らかに笑った。

　賢者ギルドか冒険者ギルドに登録さえしておけば、簡単なメッセージのやり取りができる下級連絡石がもらえる。

　エリカは、ダンジョンから出たものだけでなく、持ち込まれた品を買い取るために簡単な鑑定を行う必要があり、鑑定の魔法を身に着けた。そのため、賢者ギルドに登録していて、下級連絡石がある。

　いつもそれで町との連絡をしているため、ベイカーも慣れたものだ。

　そして父は、国からの緊急連絡を受けるため、教皇から授けられた最高級の連絡石を持っている。これは国のどのような機関、どのような組織であろうとも、連絡を取れる品で、それこそが勇者の証でもあるわけだが、もしかしたら新しい勇者が召喚されたら、返却しなければいけないんだろうか。

　ふと考えてしまったが、それならそれで、今王都に向かっているのだからその手続きも済ませられるだろう。

　そう考え、ひとまずベイカーに頷いた。

「こちらこそ、いつも助かります。ここは休みでも、ギルドの方たちと私たちは生活がありますから、その分の食料は消費しますし、ベイカーさんはお得意様ですから！」

　ベイカーも少し不安を感じていたらしい。やっと笑みを浮かべたエリカを見て明らかにホッとしたような表情になり、レオに話しかけた。

「ところで今日は、休み中なら食事はできないのかな？　楽しみにしてたんだが」

「いや、ご用意してますよ。いつもの羊肉のトマト煮とバケット、そして味見用の燻製肉と茄子のガーリックオイル炒めです」

　それを聞いた瞬間、満面の笑みを浮かべたベイカーは、いそいそといつも座るカウンターに腰を下ろした。

「これはまた、随分香りが独特だね」

　ベイカーが、ガーリックオイル炒めの小皿を手に取り、その匂いを確かめるとエリカに問いかける。

「ええ。これもダンジョンで取れた材料なんですよ。父が言うには、すごく精が付くんだそうです。肉や魚などを炒める時に、オイルに香りづけして炒めると独特な風味も付いて美味しいんです」

　エリカは、しーさんが肩の上でそわそわとしはじめたのをさりげなく手で押さえながら、ベイカーに特徴を説明した。

　ベイカーは商人であり、こういった新商品については積極的に試してくれる。

　ひと口で小皿を空けたベイカーは、しばらくじっくり味わい、ゴクリと飲み込むと、若干難しい表情で眼を閉じて腕を組んだ。

「……あの、ダメでしたか？」

　エリカが、ベイカーの表情に不安を隠せず、恐る恐る問いかけると、ベイカーは目を開き、唸った。

「……酒が飲めればなぁ。これ、酒のつまみじゃないのかい？」

「そうですね。でも、食事でも使われますよ。ぜひ、妹さんのお店で、お酒と一緒に試してくださいね」

　ホッとしながらエリカが告げると、再びうーんと唸ったベイカーは、ちらりとつい先ほど自分が持ってきたエールの樽を横目に見ながら、至極残念そうに肩を落とした。

「飲んでしまうと、いざって時に逃げられないんだよなぁ。なあ、レオ……ちょっとだけ、一杯くらいならどうかなぁ？」

　この辺境で、ひとりで荷物を運搬できるのは、相応の実力があるからだ。だが、その腕前も、酒を飲んでいると鈍ることが多い。

　どこか物欲しげな表情で、エリカではなくレオを見つめていたベイカーに向けて、レオはただ首を横に振った。




「それじゃあ、預かった品は必ず妹の店に届けるよ。レシピまで、いつもありがとう」

　ベイカーの妹も、商売をする関係で簡単な読み書きとお金の計算はできると聞いたため、毎回こちらの世界の材料で作れそうな料理のメモを一緒につけている。エリカが直接見たわけではないが、なかなか評判だと聞いていた。

　ベイカーは、即金で支払いを済ませ、笑顔で木箱を抱えていた。

「使った感想も教えていただけると助かります」

「トマトソースは、私も気に入っているよ！　でも、あまり量がないから、妹の店で料理を出してもすぐに品切れになってねぇ。もう少しここが近ければ、毎日食べに通ってくるんだが」

「さすがに、一回の食事のためだけに、毎日ここに来るのは大変すぎますよ」

　レオがそう言って苦笑すると、ベイカーも残念そうに頷いた。

「たとえレオに町に来てもらっても、材料自体がここじゃないと取れないものとなると、どうしようもないからねぇ」

「そうですね」

　にっこり笑顔で答えたレオに、エリカも頷いてみせる。

「レオに町に行かれたら、うちが困りますよ。ただでさえ使用人もいないんですから、宿の管理から料理から、全部私ひとりでやるとなると絶対手が足りなくなりますし」

　そのエリカの言葉に、妙に嬉しそうにレオが言葉を続ける。

「うちはただでさえ客室管理の人員が足りなくて、ハウスメイドを募集中ですしね」

　それを聞いたベイカーは、おや、とばかりに首を傾げた。

「ついこの間、ここに応募してきた女の子がいなかったかい？」

「……彼女なら、試しに働きはじめて二日でレオが追い出しました」

　そのエリカの回答に、ベイカーは眉根を寄せた。

「いったい、なにやらかしたんだい？」

「いつもの理由です。レオの部屋に忍び込みまして……」

「ああ……」

　ベイカーのなんとも言えない表情を見て、先ほどの笑顔もどこへやら、レオもどこか諦めたような表情で肩を竦めた。

「またこっぴどく振ったのかい？　レオ」

「下着姿で酒を持ってきた時点で、下心しか見えないじゃないですか。……匂わせても気付いてくれない相手が、変な勘違いでもしたらどうしてくれるんですか」

　それを聞いたベイカーが、目の前に並ぶふたりを見ながら、「うん、そうだね」と小さく呟く。

　今の言葉を聞いても、その顔に〝はてなんのことでしょう？〟と言わんばかりの表情を浮かべているエリカを見て、ベイカーが先は長そうだと考えていたことに、エリカはもちろん気が付くことはなかった。




　ベイカーの馬車を見えなくなるまで手を振って見送り、姿が丘の向こうに消えたところで手を下ろしたエリカは、隣に立つレオに視線を向けた。

「あとはもうお客も来そうにないし、閉めようか」

　レオはエリカの提案に、笑顔で頷いた。

「閉めて料理の相談でもしてようか。ハイドリヒさんはまだダンジョンだし、ドリアーヌさんを誘ってお茶でも飲んでさ」

　それを聞き、エリカは期待の眼差しでレオを見上げた。

「おやつもあるの？」

「この前、ケントさんが採ってきたイチゴでジャムを作ったから、それを使ってなにか作ろうか」

　その瞬間、輝くばかりの笑顔で頷いたエリカは、肩にいるしーさんにもおすそわけとばかりに問いかけた。

「しーさんもなにか食べる？　もう生のイチゴはないけど、木の実ならあるはずだし」

　そう問いかけて、エリカが視線を向けた先では、しーさんがなぜか首を傾げながら、エナガ亭の厩うまやを見つめていた。

　先ほどから、食べるのを我慢していたはずのしーさんが木の実と聞いて反応しないことを訝しみ、エリカは問いかけた。

「どうしたの、しーさん。馬車ならさっき出したから、今は厩にはなんにもいないよ。あ、そうか。厩の掃除もしておかないとか」

　エリカがそう呟いた瞬間、しーさんが肩から飛び立った。

「……え!?　しーさん？」

　普段、外ではエリカや父のそばから離れることのないしーさんの突然の行動に、エリカは大慌てで後を追いかけた。

「しーさん！」

　しーさんは、厩の裏に向かって姿を消し、それを追いかけてエリカと、そのエリカを追いかけたレオも厩の裏へと回り込む。

　しーさんは、その場所で円を描くように飛んでいた。

　滞空はうまくできないため、気になるものがある場合、どこかに止まるかそうやって空中を飛んでいるしかないからだ。

　――しーさんが円を描いている場所に駆けつけたふたりの前に、予想外の事態が待ち受けていた。

「……え？」

　うつ伏せに横たわっているのは、小柄なエリカよりも小さな男の子だった。

　白い貫かん頭とう衣いを身に着け、その裾から覗く足は裸足だった。

　貫頭衣は新品らしく、野外で横たわっているというのに土埃ひとつ付いていない。また、足の裏にも土の上を歩いた様子は見られなかった。

　ぐったりと横たわるその人物を見て、エリカもレオもあまりの驚きに完全に固まった。

「……黒髪。この世界じゃあ、珍しいのよね？」

　横たわる人物は、黒髪を短く刈り込み、うなじが丸見えだった。

　エリカには、黒髪の父がいるため、そう珍しいとは思わないが、この世界で父以外に黒髪の人物は見たことがない。

　この世界では基本的に、髪や襟、またはスカーフのようなもので首を隠すのが一般的だ。宗教的な意味もあり、みんな首が隠れる程度には髪を伸ばしているはずなのだ。

　つまり、髪を見るだけでも目の前の人物が常軌を逸した存在であることがわかる。

　この人物の姿を見たエリカの頭には、ひとつの言葉が浮かんでいた。

　エリカの中にある、遠い遠い記憶。父が帰りたくても帰れないその場所では、このような髪型は普通にいたのだ。

「まさか……」

　固まったエリカの肩に、しーさんが降りてくる。そして、エリカの予感を確定的な言葉で肯定した。

『ケントと同じ気配がするよ。だけど神の加護がない。どっちの神の加護もない。どうして？　どうして？？』

　しーさんが戸惑うようにエリカの肩の上で跳ね続けていたが、どうして、とは、それこそエリカの方こそ言いたい言葉だった。

　ひとまず声をかけようと慌てて駆け寄り、顔を覗き込む。

「日本人、っぽいなぁ」

　顔を見れば、エリカが見てホッとする目鼻立ちをしている。間違いなく、少年らしい。襟の隙間から体つきを見て、そう判断する。

　その少年の顔をエリカの頭上から覗き込んだレオも、ぼそりと呟いた。

「ケントさんとよく似てる。……隠し子ではないよね？」

　ぎょっとして振り返ると、エリカの頭上で肩を竦めているレオと目が合った。

「そんなに似てる？」

「うん。顔立ちも、すごく似てる。母親似のエリカよりも、ぱっと見るとこっちの方がケントさんに似てると思うよ」

　エリカはそれを聞き、ますます確信を深めていく。

　ぐったりと横たわり、青白い顔色の少年に、小さく声をかける。

「大丈夫ですか？　ねえ、起きて？」

「…………」

　意識が戻らない少年に、エリカは言葉を換えて問いかける。

『ねえ、ねえ。起きて』

　日本語で語りかけても目を覚まさない。いよいよこのままにしておくことはできないと判断し、レオを振り返る。

「レオ、宿に運びましょう。できるだけ揺らさないように、運んであげて」

「了解」

　レオが抱えて、エリカはその後について一番扉に近い宿の空き室へと駆け込んだ。

　部屋のベッドの上掛けを剥がし、レオがそっとベッドに少年を降ろすと、そのままレオは少年の脈を取りはじめた。

　かつて騎士だったレオは、本格的な診察や治療はできないが、応急手当ならエリカよりもできる。どうやらこの症状にも心当たりがあるらしく、手足に触れながらエリカに告げた。

「エリカ、ドリアーヌさん呼んできて」

「了解」

　もしここの宿で病人が出た場合、その診察を行うのはシェパード司祭となる。司祭は、神の奇跡である治癒術も使える上に、勇者の従者として必要とされる軍医の資格も持っているためだ。

　しかし現在、肝心のシェパード司祭がいないため、それに次ぐ人に頼らざるを得ない。

　エリカがドアをノックすると、自室の扉を開けたドリアーヌは、薄手の布地の部屋着にガウンを身に纏い、化粧もしていなかった。

　ドリアーヌは、明らかに寝起きのようで、部屋着姿で寛いでいたようだった。

「ドリアーヌさん、ごめんなさい、お休み中でしたか？」

　現在の時刻は、すでに昼過ぎ。地球式の二十四時間方式で言うところの十三時頃と言ったところだ。

　しかしドリアーヌは、星を見るために深夜まで起きていることが多く、大体昼の間近まで眠っている。そのため、あえて生活リズムがほぼ正反対のエリカたちの生活空間から、最も離れた場所を部屋にしている。

「大丈夫よ。なにか用だったかしら？」

　寝起きで素顔のはずなのに、凄まじく若く見える魔法使いは、指を合わせてパチリと鳴らすと一瞬でその身支度を終える。

　何度見てもエリカの頭では理解ができない超高難度の術式で、着替えも化粧も一瞬で終えたドリアーヌは、エリカを見てにっこり微笑む。

「あの、すみません、推定行き倒れの……少年を発見したんですが」

　なんと伝えていいかわからず、しどろもどろの説明だったのだが、ドリアーヌにはちゃんと伝わったらしい。

「あら、大変。すぐに行きましょう」

　まったく大変そうには聞こえないが、ドリアーヌは自室の鍵をかけ、エリカを急かしたのだった。




　客室の中でレオが見守る中、少年は眠り続けていた。

　すぐにレオから席を譲られたドリアーヌが、少年の足や脈を押さえ、まぶたを押し上げ、診察していく。

　その隣で、レオは自分の見立てをドリアーヌに報告した。

「典型的な、魔力欠乏症だと思う」

　魔力欠乏症は、この世界で多かれ少なかれみんな持っている魔力というものが、突然大量に消費されてしまい引き起こされる。魔法を学びはじめた頃の子供がよくかかることで知られた症状だ。それ以外にも、突然強い魔法をかけられた時、防御反応としてとっさに自身の魔力を一気に出しきってしまい、引き起こされたりもする。

　レオが診察中のドリアーヌに告げると、そうね、と診察の手を止めることなく返された。

「……随分幼いようだけれど、この子は、どこに倒れていたの？」

「厩の裏です。しーさんが突然飛んで、見つけたんです」

　それを聞いたドリアーヌは、一瞬で表情を険しくした。

「……しー様に、お願いしてくれるかしら。しー様はどうしてこの子が見つけられたのか、教えてくださいって」

　ドリアーヌは、長年の付き合いから、姿が見えて会話もできるしーさんが、自分の問いに必ずしも答えてくれるわけではないと知っている。神とは気まぐれなものであり、返事をするしないは神次第なのだ。だが、しーさんの場合は、神子のような立場のケントかエリカを通して聞けば、間違いなく答えが得られることもわかっていた。

　案の定、しーさんはドリアーヌの言葉を聞いていなかった。しーさんは、自分の名前が出たことに気付いたのか、首を傾げている。そのしーさんに、エリカはドリアーヌの疑問についてあらためて尋ねた。

「しーさん、どうしてあの時、この子があの場所にいるとわかったの？」

　目を見てエリカが尋ねると、しーさんはエリカの肩を飛び立ち、眠っている少年の額に降り立った。

『……この子は、勇者じゃないよ。でも、勇者の道を通って来たんだよ』

「しーさん、どういうこと？」

『勇者の道を通ったなら、この子は勇者のはずなのに、勇者じゃないんだよ』

　しーさんが、ジリリジリリと鳴きながら、少年を悲しげに見つめている。その様子に、意味がわからず困惑したエリカは、ひとまずその視線をドリアーヌへと向けた。

「……勇者の道を通ってるけど、勇者じゃない？」

「勇者の道って……勇者街道の話じゃないよなぁ」

　ドリアーヌとレオが、それぞれ頭を捻っていると、しーさんは再びエリカの肩に戻り、今度はそこから少年に悲しそうに視線を向けた。

『この子は勇者じゃないから、ここに飛んだんだよ』

「ここ……？」

　ここはエナガ亭だ。ダンジョンの上に建つ、勇者が建てた終ついの棲すみ家か。

　そして不思議な世界の理によってできた場所。

「……まさか、目標地点はダンジョンだったの？」

　エリカの問いに、しーさんは静かに丸くなった。もう答えることがないということなのかもしれない。しーさんが眼を閉じて丸くなった時は、そのままそっとしておくことになっているため、エリカはそっと肩からしーさんを降ろし、手のひらで頭を撫でながら寝かしつけた。

「……ここに飛んだ、ですって？」

　いつもは皺ひとつない麗しい顔の眉間に、わずかに皺が寄っている。ドリアーヌの表情は、気付けば研究者の表情となっていた。

「そう言いましたね」

「……歳は十にも満たないくらいかしら。その歳の子供は、まず体ができていないから、素養があっても魔法は使えない。誰かがこの子に魔法をかけて、ここに飛ばしたのかしらね」

「それだと本人の魔力が空っぽになるのは、おかしくないですかね」

「そうでもないわ。そのかけられそうになった魔法を嫌がってとっさに防御したとしたら、本人も意図せず、反発でここまで飛んだ可能性があるわ。それだけ大きな魔法をかけようとしたんでしょうけど……」

　エリカは、ドリアーヌとレオの話を聞きながら、少年の額に手を置いた。

　魔力欠乏症の対処法は、しっかり休息を取ること。魔力は自然と体に満たされるものなので、一般にはそれしか対処法がないとも言われている。

　とにかく休み、目覚めたら体の調子を整えるために水を飲み、様子を見て食事を取り、また休む。これの繰り返しで、失われた魔力を取り戻すのをゆっくり待たねばならないのだ。

「それにしても、この子が勇者だとしたら、大神殿で保護されてるはずじゃないですか。それがどうしてダンジョンまで、飛んで来ちゃったんです？」

　王都からここまで、馬車で移動して四日ほどかかる。

　もちろん、魔法で移動できるドリアーヌなら、なんとかここから王都まで魔法で飛べるかもしれないが、元勇者である父はそんな魔法が使えるとは聞いたことがない。

　ドリアーヌは、エリカの疑問に、難しい表情で答えた。

「魔法を防御して飛ばされることは、本人としては、危険回避の行為なの。当然飛ばされる場所は、本人が安心できる場所が多いんだけど……この子、こちらに来たばかりなのよね？　しかも大神殿なんて、勇者を真っ先に保護しているべき場所でかけられた魔法に反発してということになると、この子が安心できる場所なんてこの世界にないでしょう。だから……ダンジョンの方が、この子を引き寄せたんじゃないかしら」

「ダンジョンが!?」

　ドリアーヌの言葉を聞くと、まるでダンジョンに意思でもあるように感じる。しかし、ドリアーヌは、いい加減な考えでそれを口にしたわけではないようだった。

「ここのダンジョンは、ケントを守るために存在していると言っていいわ。そのためになら、ケントの記憶の中にある原風景や、生活の上で使っていたアイテムを用意できるくらいには、ケントの意識が反映されていると思われるの。つまりね、ダンジョンが、とっさに行き場のなかった勇者を守るため、呼び寄せたんじゃないかと思うの」

　エリカは、その話を聞いて、ぐっと押し黙った。

　この少年は、ここ以外に身を守る場所がないということなんだろうか。召喚されたばかりで不安な時に、そばで寄り添うべき教団はなにをしているんだろう。

　だが、それらを考えるよりも先に、エリカにはやるべきことがある。

「押し麦の在庫はあったかしら。……この子が父さんと同じ日本人なら、甘い粥は食べ慣れてないわよね、きっと」

　エリカには、どちらにせよ少年が目覚めるまでなにもできることはない。

　目覚めた後必要になるだろう湯冷ましと、体調が悪くても口にできそうなものを作るために、エリカは看病をドリアーヌに任せ、部屋を後にしたのだった。

　少年が目覚めたのは、翌朝のことだった。

　今日も客が来る気配はなく、レオと共に朝食を取っていた時、突然宿中に叫び声が響いた。

「ドリアーヌさん!?」

「いや、違う。ドリアーヌさんの声じゃない」

　女性の声かと思ったが、違うらしい。そしてドリアーヌでないのならば、今日この宿にいるのはひとりしかいない。

　エリカがとっさに駆け出したのを、追いかけるようにレオも走る。そして昨日の少年の部屋の前に同時に到着したふたりは、扉をノックしてゆっくりと開けた。

　その瞬間、部屋の中で家具にぶつかったような音が響き渡った。

　中をそっと覗いてみると、昨日は顔色も青白く、ぴくりとも動かなかった少年が、警戒した様子で窓に縋りつき、扉の方を怯えたように見つめていた。

　ベッドから降りているのを見てホッとしたのと同時に、ふと、少年の年齢が気になった。

　昨日ドリアーヌは、少年の年齢を十歳に満たないと言っていたが、こうしてみると十代前半のような気がしたのである。この世界では十五歳で成人と見なされるため、十代前半ならば、その一歩手前の年齢と言うことになる。

　それならば、子供扱いをするのは失礼だろう。

　どうやら警戒されているようなので、声をかけながらまずはエリカが室内に足を踏み入れた。

「おはよう。私の言葉はわかるかしら。あなたは昨日、うちの厩の裏に倒れていたんだけど、どうしてあんな場所にいたのか、理由はわかる？」

　エリカが一歩踏み出し、そう尋ねた瞬間、少年はそこにあった木製のスツールを掴み、盾にしながら叫んだ。

「そんなの知るかよ!!　ここどこだよ!!　お前らもあの泥棒の仲間か!!」

「泥棒？」

　エリカが小さく首を傾げると、少年はなおも声を荒らげて訴えた。

「そうだよ！　学校帰りに突然穴に落ちたと思ったら、ギリシャの神殿みたいな場所にいて、突然どこのかわかんない言葉で話しかけてきたかと思ったら、俺の服と鞄、無理矢理奪っていったんだ!!」

　それを聞き、エリカはこの少年が、かつての父の故郷と同じ場所から来たことを理解した。

　ギリシャの神殿って、間違いなく父と同じ世界出身だろう。

　そしてちゃんと少年に翻訳の魔法がかけられていることも理解した。

「とりあえず私たちは、その泥棒とやらではないわ。ここはグラステン王国の南地方にある、勇者街道のエナガ亭です」

「……え？」

　顔をしかめた少年に、もう一度同じように伝えると、あらためて問いかけた。

「あなたは、地球にある日本出身かしら？」

　びくりと体を竦めた少年の様子に、それが正解であることが理解できた。

　まだ警戒が解けない少年に、エリカはにっこり笑って両手を挙げ、無抵抗であることを示しながら部屋にもう一歩踏み出した。

「この世界では、時折異世界からやってくる人がいてね。私の父もそうなんだけど、出身地が、日本なの」

　その瞬間、少年は脱力したように床にへたり込み、呆然とエリカを見つめる。

「お腹は空いていない？　あなた、昨日から食事も取ってないから。お水は吸い口で飲ませてたんだけど、体調はどう？」

　そう聞いた時だった。部屋の中に、盛大に空腹を訴える音が鳴った。

「……昨日も食べてないだろうし、すぐに食べるものを持ってくるから」

　そう少年に告げると、そろりと部屋の外に出て、レオと顔を合わせる。

「レオ、ちょっとここで見てて。あの子が無茶なことをしそうなら、止められる？」

　一応そう聞いてみたエリカは、レオが自信満々ににっこり微笑み、指で丸を作ってオッケーの印を出すのを見て、この場を任せて調理場へと急ぐことにした。




　昨夜から一応作っておいたのは、この世界の麦を使ったトマトリゾットである。

　父が見つけてきた、脱穀すれば米と同じように炊けて、リゾットなどにもできる麦だ。

　本当は、ミルクなどで作った方がお腹には優しいかもしれないのだが、この世界のミルクは牛ではなく大羊である。父にすら、慣れるまでしばらくかかったと言わしめた獣特有の香りがある。そのため、ミルクを使用するのは避け、間違いなく地球と同じ味になるはずの、ダンジョン産トマトで作ったトマトソースを利用したのである。

　香りが少なめのチーズをほんの少し削り入れ、溶けたところで器に盛りつけ、さらに湯冷ましの水も用意して部屋へと急ぐ。

　部屋に辿り着くと、少年はベッドに腰を下ろし、落ち着いている様子だった。

　その正面には、扉の外で見ておくように頼んでおいたレオが、先ほど少年が盾にしていた椅子に腰を下ろしていた。

「レオ？　どうして中にいるの？」

「せっかくだから、この世界のことを少し話してた。あちらのことを教えてもらうなら、こちらのことも知ってもらわないとと思って。あと、軽く診察を兼ねて」

　にっこり微笑むレオの表情には、一切の邪気はない。その清らかにも見える笑みは、救済の天使と呼ばれる創世教団の御使い像の姿を思い起こさせるほどだ。

　だが、ここにレオが来てからほぼ家族同然に毎日顔を合わせていたエリカとしては、レオが全力でこの表情をしている時は、裏でなにかやらかしたか、これからやらかすかの二択だと知っている。

　だが、すぐそばで、まだこちらを警戒しているらしい少年が見つめている中、なにをしようとしていたのか問い詰めるのも気が引けて、少し横目で睨みつけるだけで済ませ、エリカはベッドのそばのテーブルに食事を置く。

「これ、できるだけそちらの世界の味に近づけたリゾットなの。お米はまだなくて、麦で作ってるものなんだけど、よければどうぞ」

　少年にはできるだけ笑顔で接し、少しでも緊張がほぐれるようにレオの腕を掴んで立ち上がらせる。

「まだしばらくは休んだ方がいいと思うから、ゆっくり眠ってね。様子見がてら食器は下げに来るから。私たちふたりは、ここの一階にある食堂にいるから、なにかあったら声をかけてね」

　それだけ言うと、レオも一緒に部屋を出て、扉を閉める。

「見てなくて、いいの？」

　レオは、なにかもの言いたげな視線をエリカに向け、そう告げる。

　普段の、エリカに対してはあけすけなもの言いをするレオにしては珍しいその表情に、一瞬ためらいを覚えたエリカは、その視線を扉へと向けた。

「見てると落ち着かないんじゃないかと思って。それに、まだ体力も魔力も全快はしてないんでしょう？」

　エリカは、少年の顔色はいいが、指や足の爪が病的に真っ白なのを見逃してはいなかった。顔色は比較的戻りやすいが、そういう末端に色が戻らなければ、回復したことにはならない。

　レオの腕を取ったまま、引き摺るように調理場へと戻り、いつもふたりが食事を取るテーブルで手を離す。

「レオ、なにをあの子から聞こうとしたの？」

「あの子というほど、エリカと歳は離れてないみたいだよ。十二歳だって言ってた」

「年齢が聞きたかったの？」

「あとは、俺のこと少し話して、料理人だからどんな食べ物があるのか気になるって、あっちの料理を少し教えてもらっただけ」

　エリカがジッと上目遣いで睨みつけると、レオはにっこりと笑みを返してきた。

「オムライスっていう料理を教えてもらった。ケチャップライスを卵で包んだ料理だって。ケントさんと同じ世界の出身なら、今ある材料で料理を作ってあげれば、魔力の回復効果もちょっとあるんじゃないかと思ったんだけど」

　その料理名を聞いて、エリカは自身の失敗を悟った。

「……さっき、米はまだないって言っちゃったわ」

　まだ異世界に召喚されて間がなく、世界の違いもあやふやな少年に、米がないというのはショックだったんじゃないだろうか。

　額を押さえ、天を仰ぐエリカに、レオは食材をテーブルに並べながら、大変気軽な調子で訴えた。

「まあまあ。今ある材料で、できるだけ近いものを作ればいいでしょ。それこそ、エリカの得意分野じゃないか」

　レオが並べたのは、トマトソースと玉ねぎ、ソーセージと、先ほども使った押し麦の袋。

　エリカはそれを見ながら、なるほどあの少年は、中に入っていた具材を覚えていたらしいと感心する。

「父さんは、オムライスの中身は、チキンライスとしか覚えてなかったなぁ」

　昔、まだレオと出会う前、エリカはオムライスを再現しようとしたことがあった。

　父が、炊いて食べられそうな麦を買ってきた直後、真っ先に手をつけたのだ。

　味が濃いチキンライスを卵に包む。それなら、麦の違和感もあまりないのではないかと思いついたのがきっかけだった。

　その時は、トマトもトマトに似た野菜も見つけられず、納得のいくものはできなかったが、確かに今なら、トマトの味でなんとかなるかもしれない。

「チキンライス？　チキンって、確か鶏肉だったよね。……ケチャップライスはソーセージが入ってるケチャップ味のごはんだって言ってたんだけどな」

「それがわかってたなら、お家で作っているのを見ていたか、自分でも作っていたかかな。肉はどちらでもいいの。好みによってはごはんにケチャップを使わず、他のお肉を混ぜたガーリックライスを使う場合もあるから」

　ガーリックライスは、すでににんにくが発見された日に麦で作ったため、レオもレシピを知っている。

　ついでに古書とされているレシピ本から『基礎の料理』というタイトルの本を本棚から取り出し、卵料理のページを開いて写真を見せた。

「ああ！　これのことか」

「そして、チキンライスはこっちね。米を使うメニューは今、ほとんど封印状態だから。父さんがあの麦を見つけてきて、真っ先にどれなら作れるかを片っ端から試したし」

　試した上で、父が「なんか違う」と感じたものはいったん諦めたのだ。

「どこかにお米もありそうなんだけどなぁ。……こっちの世界でも、湿地帯とかに生えてないかな」

　その場合は原種の可能性が高いから、日本米のように甘くてもちもちした食感などはないかもしれないが、それでも構わない。

　もちろん、ダンジョンの中で日本米が見つかるのが最もいいが。

　そんな話をしている最中に、軽い羽音がして、エリカは顔を上げた。

「しーさん。おかえり」

『ただいまだよ』

　父に昨日少年が倒れていた場所を説明するため、外に出ていたしーさんが、いつもの定位置であるエリカの肩に止まり、チュリリと鳴いた。

　しーさんは、もともと父の肩にいる大しーさんが生み出した分身のため、双方で意識がつながっている。片方の見たもの聞いたものが、遠くにいるしーさんにも伝わるというそれを利用し、現在の状況を説明してくれたのである。

「父さん、どうだった？」

『司祭確保したからすぐ帰るって言ってたよ』

「確保……」

「確保か……」

　それを聞いていたふたりの頭に、まったく同じ絵が思い浮かんだ。

　父が荷物のように、馬の後ろに司祭をくくりつけてそのままその馬に乗って帰る図である。

「……大丈夫かしら、シェパード司祭」

　この世界によくある、焦げ茶の髪に茶色の瞳のヴィンセント・シェパード司祭は、その体つきも、およそ勇者の旅に同行したようには見えない普通のおじさんだ。

　エリカとしては、シェパード司祭の体力が心配だったのだが、レオはどうやら別のことを考えていたらしい。

「いくらなんでも、荷物にしたままこっちに向かうことはないでしょ。あの人も馬に乗れるんだし、それならふたりで馬に乗って帰った方が早い。それよりエリカ。予想しているより、ケントさんの帰りが早くなりそうだ」

「王都でなにかわかったのかしら」

「そうだろうね。もしくは、調べる大元がうちにいるから、かな」

　それを聞いて、エリカは思わずつい先ほど朝食を出したばかりの客の顔を思い浮かべた。

「父さんは、あの子がうちに倒れていた理由がわかったのかしら」

「さあ。どっちにしても、最速で明日の夕方には帰ってくるかもね」

　どうすれば四日の道を半分ほどに減らせるのか、エリカにはわからなかった。だが、レオは自分の言葉に自信があるらしい。

「シェパード司祭のためにも、父さんが無茶しなきゃいいんだけど」

「それは無理かなぁ。だってシェパード司祭は、そんな無茶するケントさんの行動記録を取るために、教団から派遣された人だから」

　言われてみればシェパード司祭は、父がこの世界に召喚されてから、最も付き合いの長い人物だった。当然、長い間旅を共にして、父の無茶に付き合ってきた人なのだ。

　エリカは、心の底からシェパード司祭の無事を祈りつつ、トマトを湯むきするためのお湯を沸かそうと、暖炉に鍋をかけたのだった。




　その日の夕方、エリカは夕食を手に、少年の客室の扉をノックした。

　返事を受けて中に入ると、少年は呆然とベッドの端に腰を下ろし、俯いていた。声をかけづらい雰囲気だったが、まさかエリカもぼーっとそこに立っているわけにはいかず、できるだけ静かに話を切りだすことにした。

「これ、夕食よ。それから明かりはランプなんだけど、使い方はわかる？」

　少年は、エリカに視線を向けることなく、首を横に振った。

　エリカは、ランプをベッドのサイドテーブルの上に置くと、簡単に説明する。

「このランプは、魔法の道具なの。だからここの丸い出っ張りを指先でしばらく押すと、明かりが付くの。そしてこっちのつまみをひねると、明かりの調節ができるわ。消したい時は、つまみを一番左端に持っていくと、消えるから。ただ、夜は早めに休んだ方がいいわ。あなたの元の世界より、この世界はとても夜が暗いそうだから」

　エリカの言葉に、少年は今までベッドに置いたままになっていた手を握りしめた。

「なあ、あんたの父親が、日本人だって本当なんだよな」

「ええ、そうよ」

「……あんたの父親は、あんたがいたから、あっちに帰らなかった、ってことであってるか？」

　どこか怯えたような問いかけの意味は明白で、この少年が本当に聞きたいのは、元の世界への道があるのかどうか。そして聞くことで、それがないことが確定してしまうのが怖いのだと、エリカは理解した。

「父が母と出会って結婚したのは、父がその結論を出した後だと思う。父は今出かけているけど、明日か明後日には帰ってくるみたいだから、話は直接聞いた方がいいと思う。うちは幸い宿だし、部屋はたくさんあるから、ゆっくりしてってね」

　にっこり微笑み、エリカは持ってきた夕食をそっと少年から見える場所に置いた。

「……これ、オムライス？」

「ええ。あなたがうちの従業員に教えてくれたでしょう？　父もオムライスについては説明してくれたんだけど、肝心のお米が見つからなかったから作ってなかったの。でも今回は、せっかくだし昼に出した麦で作ってみたわ。あなたが日頃食べていたものとはかなり違うかもだけど、試してくれたら嬉しい」

　エリカがそう言うと、少年は大変素直に匙を手に取り、オムライスを大きくひと口分すくって、がばりと口に入れた。

「うまいけど……どこがどうとは言えないんだけど……やっぱり違うね」

　少年は、少しだけ残念そうにそう呟きながら、ふた口目を含んだ。

「そりゃそうよ。だって、まず卵は鶏じゃないし、中に入れたソーセージも、スパイスの種類から違うし、そもそも豚じゃなくこっちの世界の猪だし。結局は似たようなもの、としか言いようがないのよ。ライス部分も麦だしね」

「はは、ほとんど別物じゃん」

　困ったように笑った少年に、エリカも笑みを浮かべて告げる。

「でも、トマトと玉ねぎは、多分日本で食べてるのと同じものよ」

　少年の動きが、その瞬間止まった。

「ここの家の裏にあるダンジョンが少し変わっててね。すっごいお宝っていうのは出ないんだけど、ある特定の人物にとっては、どんな宝よりも貴重なものが取れるの」

　怪訝そうな表情で、次のひと口を掬った匙を睨みつけるように見ている少年は、エリカに顔を向けることなく問いを口にする。

「日本と……繋がってる場所が、ある？」

　エリカはその問いに、首を横に振った。

「父がこのダンジョンを見つけてからずっと、どうしてそんなことになっているのか調べているんだけど、いまだにはっきりと日本に繋がっている証拠は出ていないの。この世界は、今まで父を含めいろんな世界から勇者が召喚されていてね。どうやらずっと前の勇者の分も、アイテムが出るらしいの」

「……つまり、トマトや玉ねぎは、あんたの父親の世界のアイテムってことか？」

「多分そう。ダンジョンって不思議なのよ。地下にあってね、壁も天井も土がむき出しなんだけど、途中で突然空が見えて、そこに畑が広がっていたりするの」

「……はぁ？」

「頭の上に空が広がっているように見えるのに、長い棒で突いてみたら天井があるの。床にはトマトや玉ねぎが植わっているのよ」

「なんだよそれ……」

　胡う乱ろんげな眼差しを向けられたエリカは、それにかまうことはなかった。

「そして宝箱の中身は、本や服が多いわね」

「本!?」

「本といっても、料理のレシピや技術の本が多いわ。ただ、やっぱりこれも、文字とか材料の違いで、こちらの人にとってはあまり役に立たなかったりするんだけどね。たまに小説も入っているけど、今は父の部屋に全部しまってある」

　明らかに期待のこもった眼差しを向けられたが、これから日が落ち、どんどん暗くなってくる時に、わずかな明かりで読めるような本ではない。古い製版の、文字が掠れたようなものが多いのだ。

「興味があるなら、明日一冊持ってきてあげる。でも今日はひとまず、夜暗くなったら、寝てしまった方がいいと思う」

　それを聞いた少年は、再びエリカがこの部屋に入った時のように俯き、黙々とオムライスの皿を空にすると、手を合わせて頭を下げた。

「ご馳走さまでした」

「おそまつさまでした」

　応えるように頭を下げたエリカは、昼のリゾットが入っていたトレイに今使っていた皿を一緒に重ねると、あらためて問いかけた。

「この世界ではね、勇者として来る人は、世界のどこに出るかわからないと言われているの」

　それを聞いた瞬間、少年は再び厳しい表情でエリカを睨みつけた。

「だからね、世界のどこに出るかわからないってことは、いきなり危険な場所に出てくる可能性もあるってことなのね」

　少年に睨みつけられたまま、エリカはどうしてもこれだけは少年が知っておかなければならないことを口にする。

「竜みたいな危険な生き物がいるところに、いきなり戦い方もわからない人を落っことすわけにはいかないから、召喚された気配があれば、神殿の人たちが召喚の道を無理矢理曲げて、神殿に引き寄せるの。……でも、さすがに服や鞄を奪って、与えられたのがその服って、なにかおかしいなとは思うんだけど」

　再び握りこぶしを作った少年は、それを聞いて俯いてしまった。

「突然……地面に吸い込まれるように落ちたんだ」

「地面に……？」

　その話を聞き、首を傾げたエリカだったが、少年はわからなくても構わないと思っているのか、そのまま淡々と説明を続けた。

「あの時、普通の石畳に、突然穴ができたみたいに地面に〝落ちた〟んだ。滑り台みたいな、まっすぐなところを滑り落ちてたらお経みたいなのが聞こえて、突然その滑り台の出口が変わったようにひん曲がった。出たのは神殿の中で、聞いたことのない言葉で、俺に話しかけてきた。……その途中で聞こえたお経が、召喚した人たちの声だったのか？」

　それを聞いても、エリカに答えられるほどの情報はない。

　ただ、この少年がかつての父と同じなのだと思うと、放ってはおけない。

「私は、父から少し話を聞いているだけだから、正確なことは言えないんだけど……この世界に来てから、何日経ったのかはわかる？　神殿で過ごしたのはどれくらいの期間？」

　その問いかけに、少年は一瞬固まって、首を傾げた。

「え、ええと、出た時には明るかったから、昼だった。それから、窓のない部屋に閉じ込められて……。食事を出されて、食べたら眠くなって……次に起きた時は、また知らない間に部屋を出されてて、気が付いたら服も荷物もなくなってて。突然またあのお経みたいなのを聞かされて……突然光が差して、思わず手で目をかばったら、気が付いたらここに来てた」

　少年は指折り数えていたが、日数に関しては曖昧なことがわかっただけだった。

　部屋に閉じ込められた後の経過時間もわからなければ、食事をした後、何日間眠っていたのかもわからない。

　この世界の人間として、創世神に仕える神官たちが勇者に薬を盛ったとは考えたくないが、勇者についての布告が出ていたことを考えると、少し長く眠っていたとしか思えない。

「私たちはこの世界の人間で、あなたにとって仲間とか、そういった存在ではないかもしれないけれど、同じ世界の記憶を持つ勇者の縁者として、必ずあなたの力になるから」

　エリカは目を逸らすことなく少年を見つめ、はっきりとそう告げた。

　少年はしばらく沈黙したままエリカを見つめていたが、しばらくするときゅっと唇をかみしめ、小さく頷いたのだった。




　翌日、少年にはエリカが渡した情報誌を読んで過ごしてもらった。

　文房具について書かれたあちらの世界の冊子は、ダンジョンで出てきた中で最も新しい年代の事柄について書かれていたものである。

　それは父がこの世界に召喚される数年前のもので、少年が父の年代からどれくらい離れているのかはわからないが、夢中になって読んでいるので邪魔をしては悪いかと、部屋でそっとしておいたのだ。

　そしてエリカはというと、自分の無力さに苛まれ、調理場のテーブルで、大きな姿になったしーさんの背中に頬を擦りつけていた。

　しーさんのいつもの体のサイズは、エリカの指の長さ程度だ。それが今日は、エリカの顔の大きさになっている。

「……しーさん、エリカの枕サイズになって、どうしたの」

　レオは、しーさんに懐いているエリカではなく、枕になっているしーさんに不思議そうに声をかけた。

『チュチチ……？』

　首を傾げ、レオを見上げるしーさんだったが、言葉では応えてくれなかった。そのため、質問の対象を変更した。

「エリカ？」

　顔を覗き込むレオに、エリカは顔を少しだけずらして口を開いた。

「……あの子に、なにも保証してあげられないんだなって、そう思うと情けなくなったの。創世教団が信用できなくなって、誰も頼ることができない。そんな状態のあの子に、味方である証明をすることも、元気づけることもできないって、情けないなあって」

「あの子……」

　それを聞いて、レオは視線を、少年がいる部屋の方向へと向ける。

　レオはそこにある、人の気配がわかっていた。

「今は平静だね。暴れることもなく苛立つこともなく、随分静かにしているけど？」

「相変わらず、一階上の部屋の様子を、見たように言うのね」

　レオは魔法として魔力を使えない代わりに、その魔力が身体能力を強化しているらしく、常人よりも感覚が優れており、それもあって騎士として出世していた。その力は騎士を辞めて料理人になっても変わることがないものだ。

　現在の客はいつも滞在しているドリアーヌを除けば、少年しかいない。その状況なら、レオにとって布一枚隔てているだけとそう変わりない程度には、少年の行動も察知できる。

　少しだけ呆れたような声で告げるエリカの前に、ことりと小さめの皿が置かれた。

　綺麗に膨らんだ、きつね色のケーキ。それにイチゴのジャムと今の時期に取れる黄色いベリーが添えられている。

「スフレパンケーキ。ひとまず食べる間は背中を伸ばして食べなよ」

　そう言って、レオはエリカの前にフォークを置いた。

「できたの？」

「できるさ。一度エリカに作ってもらったからね」

　スフレパンケーキは、卵白を泡立て、しっかりとしたメレンゲを作りふわふわとした食感を作り出すケーキだ。以前、ここにある材料でできるからと試しにエリカが作った時は、膨らみが足りずに見事失敗したのである。

　まさかこんなに綺麗な完成品が出てくるとは思っていなかったエリカは、勢いよく顔を上げ、スフレパンケーキの皿を持ち上げた。

「うわー、うわー、すごい、綺麗！」

　つい先ほどまで、しーさんに縋りつくほど落ち込んでいたエリカの気分はあっという間に回復していた。

『ふわふわだね！　お布団みたい！』

　しーさんがいつもの小さな姿に戻り、皿の外側からうっとりとパンケーキを眺めるのを見て、レオはしーさんがエリカのパンケーキに突っ込んでいかないように、目の前に好物のベリーを置いた。

　それを見ながら、エリカはふわふわのパンケーキをひと口含み、思わず笑みをこぼす。

「すごくふわふわ！　美味しいわ！」

「それはなにより。……エリカ。エリカは勇者じゃない。勇者のことは、勇者に任せるのが一番だ。今日明日中にはケントさんが帰ってくるんだ。それまで、エリカや俺にできるのは、いつものように客の満足する料理を出し、清潔な寝床を提供することだけだろ？　どこにも悩む必要なんかないさ」

　そう諭され、頷いたエリカはもうひと口スフレパンケーキを含んだ。

　優しい甘さは、レオの好みの味付けなのだろう。自分が作ったスフレパンケーキは、膨らみが悪く、しかも甘すぎた。これだけ味が調えられたものが出てきたということは、何度も作り、味を試したからこそだろう。

「……これ、父さんにも出してくれる？」

「エリカがそう言うってことは、あっちの世界の味に近いってことかな。喜んで。なんだったら、上のお客さんにも出そうか？」

「うん、これならきっと、口に合うわ。どうかお願いね」

「了解」

「それにあとはスクランブルエッグとソーセージをつけて、トマトサラダを作って……」

　夢中になって、今日のメニューを書き記しはじめたエリカだったが、その直後、夢中でベリーを食べていたしーさんが顔を上げて肩に乗り、『チリリ』と鳴いた。

『ケント帰ってきたよ！　司祭も一緒だよ！』

　しーさんの言葉に、エリカは勢いよく立ち上がり、扉に向かって駆け出した。

「ただいま、エリカ」

　馬二頭で連れ立って帰ってきた父は、笑顔で娘を抱きしめると馬を司祭に預けた。

「お帰りなさい、父さん。シェパード司祭も、お帰りなさい。お勤めご苦労様でした」

　エリカがそう告げると、父は頬に軽く口づけ、司祭はいつものにこやかな笑みを浮かべ、帰宅の挨拶を述べた。

「ただいま帰りました。エリカさん、こちらに勇者らしき人物が現れたと聞きましたが」

「は、はい。……あの、あの子、創世教団に対してとても警戒しているみたいで。シェパード司祭に対しても、あまりいい印象を抱かないかもしれないのですが、後でお話を聞いてあげてくれませんか」

　エリカの頼みに、司祭は難しい表情で頷いた。

「信用できないのも仕方がないかと。私より、まずケント殿がお話を聞くべきかと思います。間違いなく、同郷の方のようですからね」

　そう確信して話すシェパード司祭に、エリカは思わず首を傾げた。

「間違いなく、なんですか？」

「ええ、間違いなくです。私たち創世教団は、まず彼に謝罪しなければなりません。ケント殿、よろしくお願いします。エリカさんは取り次ぎをお願いできますか」

　真剣な表情で成されたシェパード司祭の頼みに、エリカは一度父を視線で窺った。父もシェパード司祭と同じくらい真剣な表情で頷いたのを見て、エリカは大急ぎで屋内へと走り、父が帰宅したことを少年へと伝えたのだった。




　このエナガ亭に、少年が身に着けられるサイズの服はなかった。

　今は家の中で最も小柄な男性である父の部屋着を貸しているが、それでもぶかぶかである。

　かといって、女性ものであるエリカの服は、この年頃の少年が身に着けるのは嫌がりそうなので、選択肢にはいれられない。

　そのため、部屋着ではあるが仕方がないと、その姿のまま少年を父が待つ食堂へと案内する。

　少年は、食堂にいた父とシェパード司祭、そしてドリアーヌに対して、激しく警戒していた。

　いつでも逃げられるようにするためか、目が忙しなく動き、窓までの距離を測るのを見て、エリカは慌てたように少年に中にいる人々について説明した。

「お待たせしたけど、ようやく父が帰ってきたの。中にいる司祭様は、このエナガ亭に常駐してくださっていて、神殿にいた人たちとは別の人だから。この司祭様は、元は勇者である父の付き人をなさっていたから、間違いなく勇者の味方をしてくださる方よ」

　エリカの話を聞くと、少年は少々疑わしそうにしながらも、父と話をするためか逃げるそぶりを止めてくれた。

　エリカが手を引き、食堂へと導くと、少年は素直にその導きに従い、父の前に進み出る。

「よお、後輩。俺は、日本人で元勇者の健ケン斗トだ。お前、名前は？」

　父の挨拶を聞いても、少年は口を噤み、父たちをジッと睨みつけたままだった。

　やはり、シェパード司祭を警戒しているのだろう。固まって、それ以上は一歩も進もうとしなかった。

　手作りのリネンで飾られた食堂の中は、レオの手によって急いで作られているスフレパンケーキが焼けるいい匂いが漂っているのだが、その甘い香りにも誰ひとり表情を緩めることがなく、緊張感に包まれていた。

　そんな中、真っ先に口を開いたのは、他の誰でもない、少年だった。

「この世界から帰る方法はあるのか？」

　そう尋ねられた大人たちは、全員顔を見合わせた後、首を横に振った。

「ないな。それを説明するためには、この世界の召喚について、知ってもらう必要がある。……こっちに来て、座れ。立っていられたら話しづらいだろう」

　父にそう言われた少年は、警戒しながらも勧められた椅子に腰を下ろし、それを見ていたエリカは、慌てて全員分のお茶を用意した。

　そして少年に、父は自分がこの世界に呼ばれた経緯と、なぜ帰れないかの説明をした。

　話し終えた時、それに続くように説明を引き継いだのはシェパード司祭だった。

「私は創世神にお仕えする者です。おそらく、君がこの世界で初めて姿を現わした場所は創世神の神殿であったはずです」

「…………」

　完全に沈黙し、司祭を睨みつけていた少年に、司祭は椅子を降り、跪いて頭を下げた。

「元勇者とはいえ、今もまだケント殿が力を維持している状態で、新たな勇者が誕生するはずがないと我々一同思っていました。ところが教団の一部の者が、勇者の不在をよしとせず、人力による勇者召喚を計画し、実行したことが判明したのです」

　語られた事実に、この世界の人間であるエリカとドリアーヌは、驚きを隠せなかった。

　そしてまた、それを聞いた少年も、驚きに目を見開いていた。

「待って、教団の一部って、そんなこと不可能でしょう!?　人が神の呪文を唱えることは、人としての能力の上限を超えてしまうわ」

　ドリアーヌが叫ぶようにそう問えば、シェパード司祭は頭を上げ、静かに首を横に振る。

「いいえ。事実、彼がこちらに呼ばれてしまっています。あらかじめ勇者に与えられるはずの神の祝福もなく、言語も不自由という状態でこちらに召喚してしまったと聞きました。幸い、今は言語に関してはなんとかなっているようですが……」

　それだけ言うと、シェパード司祭は少年に頭を下げて謝罪した。

「同じ神のもとへ集った者が行った非道をお詫びいたします」

　その言葉を聞いて、少年は自分の身に起こったことを把握したらしい。俯き、こぶしを握りしめ、ぎりっと歯を食いしばると、絞り出すような声を出した。

「詫びてどうにかなるってのかよ。帰せよ。俺を、日本に、帰せ!!」

　少年は立ち上がり、ずっとこらえていた叫びを司祭へとぶつけていた。

「なんで、俺が……っ！」

　その悲痛な声に、父が立ち上がり、少年をギュッと抱きしめた。

「そう思うよな。俺も思ったよ」

　父が、少年の頭を撫でながらそう告げる。

「俺なんか神殿で、神様に仕えている信者たちの真ん前で、神様の像に向かってそれを言ったぞ。帰せって。なんで俺が、まったく関係ない世界のために、命をかけなきゃいけないんだって」

　ひくり、と少年が小さく息を呑む音を聞き、父は皮肉な笑みを浮かべた。

「だが、泣いてもわめいても、世界が召喚してしまったら人の力では帰せないって、その場にいたすべての司祭が跪いて頭を下げてそう説明した。……教団で一番偉い立場で、なかでも最も力が強いはずの教皇まで頭を下げてた姿を見て、本当に人にはどうしようもないんだと俺は理解した」

　少年は、立ち上がった姿のまま、呆然としていた。先ほどまでの勢いもなく、俯いてただ震えている姿は、まだ親の庇護が必要な子供そのものの姿だ。

　だが、父は、そんな子供に容赦なく現実を語る。

「お前の場合、人力での召喚だ。力があまりにも足りなすぎて、本来召喚された時点で付いているはずの祝福すらなかった。もちろん、あちらの神からの祝福もだ。これは召喚された勇者なら必ずあるはずのものなんだが……」

　そうして父は、自分の肩にいた大しーさんを手に乗せ、少年の目の前に差し出した。

「これ、見えるか？」

　少年はそう問いかけられ、不思議そうな表情で首を横に振った。

「今、俺の手の上に、日本の神が作った御使いが乗っている。こちらの世界とは異質の力だからか、基本こっちの世界の人間なら、御使いが隠れようとしていない限り魔力があれば見ることが叶うものだ。そして日本人には神様の加護の力を見るための目はないから、たとえ魔力があっても見えない」

　この世界で、力のある魔術師であるドリアーヌは、その姿をはっきりと見ることができる。また、シェパード司祭とその視力に魔力がこもっているレオも、しーさんの姿をはっきりと見ることができている。魔力も魔法もほぼ関係ないハイドリヒにすら、うっすらとだがその姿は見えるし、存在の違和感から、その場所になにかがいることはわかるのだ。

　つまり、日本人である少年が、手の上のしーさんが見えず、その存在すら感知できない事実が、こちらの世界の神の祝福がないことを証明している。

「しーさん、こいつには、日本の神の祝福はかかってないんだな？」

『ないね。どんな神様の加護も祝福も、なにもかかってない』

「記憶の力が、こちらでの異形を倒す力に変わる。その記憶の力をこちらの力に変えるための祝福がない。そういうことか？」

　それを聞き、この場にいた少年と父以外の全員が息を呑んだ。

『そうだね。あちらの世界の神の祝福がなければ、勇者としての力は出せない』

　あっさりとしーさんは頷いて言い放ったが、要するにこの少年が、勇者としては戦えないということだ。

「意味がわからないんだけど……」

　少年が困惑したように父に言うと、父はしっかりと少年の目を見て、ごまかすことなく告げる。

「お前には、勇者として戦うための大事なものが欠けてしまってるってことだ。それがないと、勇者として戦えず、この世界の神の力を借りて使う治癒術も防御術も、ほぼ効果が得られない。……その状態で戦いに出れば、遠からずお前は死ぬ」

　少年の表情は、その瞬間、驚愕で固まった。

「父さん！　その神様の祝福って、後付けではもらえないの？　教団の人たちが呼び出したんだから、それくらいしてくれても罰は当たらないでしょう？」

　少年の様子がすでに倒れそうなほど憔悴して見えて、思わず口を挟んでしまったエリカだったが、父やシェパード司祭の様子を見れば、それがあまり芳しくない提案だということは理解できた。

「神自身が祝福をしてようやく、というものを、人の身で代わりにできるのかってことだ」

「おそらく、教皇猊げい下かをして、不可能かと……」

「じゃあ、しーさんは？　しーさんは神の御使いでしょう？　あちらの神様にお願いして、今から祝福とやらをしてあげるとか、できない？」

　しーさんは、こちらで生まれたエリカのことも祝福できたのだから、日本で生まれた少年も祝福できるだろうと思ったが、そう簡単なことではなかった。

「エリカ、しーさんは今、信者がいない場所で自身の力を削りながら、俺とエリカの守護をしているんだ。その状態で誰かに祝福したら、しーさんが消える。しかもその失った力は、あちらの神の祝福を持っている俺のそばにいないと回復できない。エリカの肩にいられるのは、エリカが俺と血の繋がった娘だからだ」

　確かに、父の肩にいるしーさんは、時々小さくなっていることがある。そんな時は、エリカのしーさんと二匹が並び、すりすりもふもふしてなにか儀式めいたことをしているのだが、それがどうやら回復している時の仕草だったらしい。

　しーさんが小さくなった時は、しーさんにごはんと一緒にお供え物をして拝むように言われていたが、それも回復するために重要なことだったのかもしれない。この世界にいるかぎり、しーさんの信者と言えるのは、父とエリカのふたりきりなのだろうから。

「それにしーさんは、俺の氏神様が派遣してくれた神鳥だ。幼い頃から俺のそばで見守ってくれていた神様だからこそ、世界の隔たりがあっても、守護が届くんだ。新しい守護をしてもらうなら、こいつの氏神を連れてきて、やってもらうしかないだろう」

　とにかく、八方塞がりである、ということだけは理解できる。そして、父やシェパード司祭が、そのことでどれだけ無力感に苛まれているかもだ。

　ふたり揃って、どこか悔しさをにじませている。エリカは今まで、ふたりのこんな表情を見たことがなかった。

　だがエリカは、この場で最も無力感に苛まれているであろう人物が誰なのか、ハッと思い出した。

　――少年は、明らかに怯えていた。震えながら、自分の心臓の部分の服を掴み、目に涙を溜めてギュッと下唇を噛んでいた。

「なんだよ、それ。記憶が力って、なんだよ。力として使ったら、消えていくのか？」

「いや。……だがな、記憶というのは、そばになくなったものは、思い出にすり替わるんだ。そして思い出になれない記憶は、ただ時間経過で忘れていく。なにかの拍子に思い出しても、曖昧になってくるんだ。……俺はもう、二十年と少しこの世界にいるが、家族の顔も曖昧になってきている」

　その話に、少年の顔が明らかな絶望の表情に変わった。

「この世界に呼ばれた勇者は、みんな前の世界の記憶を力に変えて使うが、大概十年ほど経てば、ほとんど力は使えなくなるそうだ」

「……お、れ……俺は……」

「お前の場合、問題は忘れることじゃない。たとえ記憶は鮮明でも、力に変えられない。だが、そんな状態だってのに、神殿の一部の馬鹿のせいで、お前が勇者だと布告されてしまったことが問題なんだ」

　父の沈痛な表情に、シェパード司祭も同意する。

「勇者が倒すべき敵は、世界の澱おりをため込んだ生物です。しかし、それを見分ける術がない一般市民は、強い魔物などが現れれば、皆勇者の助力を求めるようになります。戦いと無縁ではいられないでしょう」

「おまけにあなたは十二歳なのよね？　まだ若すぎて、魔法を教えることもできないわ」

「しかも、魔法が使えたとして、この世界の神の祝福がないお前は、魔法の恩恵が本当に得られるのかもわからない」

「……あなた、最初に神殿にいた時に、なにか呪文をかけられて、飛ばされたのよね？」

　ドリアーヌの問いに、びくりと体を竦ませた少年は、答えることなく俯いた。

「おそらく、言語翻訳と守護の呪文でしょう。かろうじて言葉は通じているようですが、守護の方は大変心許ない。この程度の術の制御で、神の呪文に手を出すとは、愚かな……」

　聞けば聞くほど、絶望感がひどくなっていく。この状況で、少年が平然としていられるはずもなかった。

　ついに涙の関が決壊し、声をあげて泣きはじめた少年を、父はしっかりと抱きしめた。

「明日からだ。明日から、お前がどうやって生き残るのか、一緒に考えていこう。心配ない。まだ俺も現役だ。勇者が倒さなきゃいけないやつは、俺が全部倒してやる。俺がなんとかできるうちに、お前が生き残る術ができればいいんだ。だから今は、ひとまず泣いとけ。な？」

　抱きしめられ、背中を撫でられ、ひたすら泣いていた少年は、次第に泣き声が聞こえなくなると、気が付いた時には父に身を預け、意識を失っていた。

「……寝たな」

　父が少年の体を部屋にあった長椅子に横たわらせると、それを覗き込むシェパード司祭が呟いた。

「今のうちに、中途半端な魔法を解除した方がいいでしょうか」

　その言葉に、慌てたようにドリアーヌの制止の声がかかる。

「待ちなさい。この子、その中途半端な魔法をかけられる時、思いっきり反発してここに飛んだ可能性があるわ。解除するつもりでいても、また反発して衝撃がある可能性があるから、目が覚めている時にやった方がいいわ」

　大人たちは、それぞれ情報交換をしながら、少年の未来を少しでもましにするために知恵を絞りはじめた。

「……邪魔しちゃいけないし、ちょっと食べるものでも用意しておこうか」

　肩に乗ったしーさんに小声で話しかけると、エリカの心を反映したようにしょんぼりしていたしーさんが、『うん』と頷いた。

　エリカは、ひとまず先ほどからレオが焼いてくれているパンケーキを食べてもらうために、できるだけ静かにキッチンへと足を向けた。キッチンに入れば、すでに人数分のケーキができあがっており、さらに外に出づらかったのか、粉糖で飾りつけまで終わっている。その出来映えはエリカの記憶の中で食べた、お店のパンケーキを思わせる。

　思わず笑みがこぼれたエリカは、その笑顔をレオに向けた。

「ありがと、レオ」

「どういたしまして。それで、どうにかなりそうだった？」

　レオの質問に、エリカはただ肩を竦めた。それだけで答えを察したのか、それ以上追及することなく、レオはお茶の支度を始めた。

「あ……ひとつは、あの子は寝てしまったから後で出した方がいいかも」

「それなら、目が覚めた時にまた作るよ。そのひと皿は適当に食べてもらって」

　よく考えれば、スフレパンケーキは、焼きたてが一番ふわふわしている。冷めると共にしっとりするが、パンケーキ自体は縮んでしまうのだ。

　納得して、エリカはすべての皿をトレイに乗せ、食堂へと戻る。それに付き従うように、飲み物のポットを持って、レオが後を追う。

「父さん、これ、新しくレオが作ったの。食べてみて」

　そう言って父の前に、スフレパンケーキの皿を置く。

　しかし、父の表情はあまり変わらない。どうやらスフレパンケーキは、記憶の琴きん線せんに触れる料理ではなかったらしい。

「パンケーキ……あれか。ホットケーキか？　でも、ホットケーキはこんなふわふわはしてないしな」

「そっか。これもホットケーキの一種だよ、父さん。ちなみに材料は、この世界にあるものだけで作れるの」

「ふうん。まあ、うまいな」

　父にとって、パンケーキというのはホットケーキであり、ふわふわのスフレタイプではなく、しっかりとした生地の、いわゆるホットケーキミックスで作れるようなものらしい。

　残念だが、次はベーキングパウダーがこの世界でないか、探してみようと決めた。

　だが、想像以上にこのスフレパンケーキに食いついた人物もいた。

「まあ！　美味しいわ。これが、こちらの世界の材料だけで作れるの？」

「そうですよ」

　レオがあっさりと答えると、それを聞いたドリアーヌは嬉しそうにパンケーキを頬張った。

「こちらの世界の材料だけしか使用していないなら、この料理はすぐにでも食堂のメニューになるわよね？　ね？」

　エナガ亭のメニューは、ダンジョンで採れた食材で作る料理に関しては、毒性の有無やどれだけその食材が取れるのかといった採算性のようなものを考慮して、賢者ギルドの許可をもらってから追加することになっている。当然、その審査は目の前のドリアーヌが行うわけだが、使用する食材がすべてこちらの世界でできたものならば、審査もなくそのままメニューにのせてもいいことになっている。

　あとはつまり、料理長のレオと、会計を担当するエリカ次第ということだが、エリカはそれについてはレオの意見を尊重することにしている。

　お茶のおかわり分を入れるために調理場に向かおうとしていたレオに声をかけ、あらためて問いかける。

「レオ、できそう？」

「ああ、ただ、提供時間が少しかかることを了承してもらわないといけないけど」

「じゃ、メニューにそれを書いて、提供しましょうか」

　その言葉に、ドリアーヌが喜ぶ横で、父がエリカを小さく手招きしていた。

「どうかしたの？」

「後で、こいつと話して、こいつが知っている料理の再現を目指してみてくれないか」

　長椅子で眠っている少年を指し、そう言った父に、今日作ったオムライスについて語った。

「……と言うわけで、オムライスらしきものはできたんだけど」

「ああ……やっぱり米か」

「そうなの。米料理をまず話したってことは、それなりに思い入れがある料理だと思ったんだけど……」

　ふむ、と腕を組んだ父は、小さくため息をついた。

「日本出身だと、どうしても米・醤油・味噌！ってなるよなぁ。俺もだし。あっちではハンバーグとかステーキとかも食べてたはずだが……」

「どんな料理も、どこかしらに醤油が入っていたりするから」

　父がそう口にした途端、建物の入り口付近にどさどさと大量の重い荷物が置かれる音がした。

　ついに客が来たのかと慌てて飛び出してみると、なんのことはない、中庭のダンジョンから帰ってきた、ハイドリヒが大荷物を前にして立っていただけだった。

「よう、帰ったぞ！」

　満面の笑みを浮かべたハイドリヒが、最後に背負い袋を下ろしながらエリカに片手を上げて軽い挨拶をした。

「お帰りなさい、ハイドリヒさん」

　ダンジョンに潜っていたハイドリヒは、大変機嫌よく背負い袋の中に手を突っこんだ。

「ほら、土産だ。これが言ってたやつじゃないか？　見つけたぞ！」

　そう言いながら差し出されたそれは、夢にまで見た見事に実った稲穂だった。

「……!!」

「エリカちゃんはとりあえず先っぽの部分だけでいいって言ってたけどよ、全部見たら、ドリアーヌにならこっちの世界でも同じものが見つけられるかもと思ったから、無理矢理一本引っこ抜いてきたぞ！」

　ほら！と突き出した手の中には、一本の稲がぶら下がっている。それにもちゃんと稲穂が付いている。まだ土も付いたままの、かなりダイナミックな収穫具合に、エリカは思わず笑ってしまった。

　そして、その笑顔のまま、ハイドリヒに飛びついた。

「ありがとう！　ありがとうハイドリヒさん！　最高！」

　エリカの喜びように、つい先ほどまでしょんぼりエリカの肩に止まっていたしーさんも興奮気味に鳴きながら飛び回る。

　その騒ぎで、父やドリアーヌ、さらにはレオも調理場から静かに顔を出した。

「あ？　なんでケントが……!!　レオ、これは不可抗力で別に他意があって抱きつかれてるわけじゃなくて……エリカさん、あの、ちょっと、そろそろ離してモラエマセンカ？　レオの殺気がものすごいことにナッテルンダケド？」

　突然カチンと固まり、片言で話しはじめたハイドリヒは、忙しなく食堂と調理場の入り口を見ながら、まるで猛獣を前にした子ネズミのように怯えた表情で稲を片手に持ったまま手を上げていた。

　エリカがその方向を見ても、レオがにっこり笑顔でいる以外なにもなく、父が稲に気付いてハイドリヒに抱きついてくるまで、ハイドリヒは固まったままがくがく震えていたのだった。










第三章




　米発見の報しらせに、父が取るものもとりあえずダンジョンに駆け込もうとしたり、それを止めるために司祭と探索者と元騎士の料理長が三人がかりで足止めするのに全力で戦ったりしていたため、あっという間に夕方となった。

　その頃には眠っていた少年も目を覚まし、全員が揃って久しぶりに宿の食堂での夕食となった。

「今日は料理長が裏庭で野暮用をしていたので、夕食は全員、私が作った羊肉と豆のシチューとパンです」

　そう言って鍋を暖炉にかけると、父を始めとした四人が申し訳なさそうに手伝いを申し出て、食器を並べたり水の用意をしたりしてくれた。

　今日は少年にもこちらのメニューを用意して、ひと言付け加える。

「もし口に合わなかったら言ってね。食べられるものを用意するから。ただ、こちらでの料理は羊肉が基本で、あまり他の肉は使わないから、早く慣れた方が楽だとは思う」

　エリカがそう言うと、少年は少しだけ困ったような表情で、軽く会釈をしてそそくさと空いた席に着いた。

「羊肉なら、串焼きとかもうまいよ。ケントさんも好物だから、そっちの人の口にも合うんじゃないかな」

　レオが大きなパンをカットして炎で軽くあぶり、全員に配るとそれぞれお祈りをして、食事を始める。

　しーさんは、二匹揃って初めて入手した稲穂のひとつを突いている。しーさんは神鳥なので、お供えをして、今後の収穫を祈るのだ。

　米はもともと小鳥たちの食料でもあるためか、しーさんも嬉しそうだ。それを見ながら、父は少年に話しかけた。

「明日、ダンジョンに入るが、お前も行くか？」

「……え？」

　大人しく食事をしていた少年に、父は言葉を続ける。

「うちのダンジョンは、今のところ上の階層には敵が出ないから、安心していい。いるとしても鼠くらいで、その鼠も人が近寄れば逃げる普通の鼠だ」

　父の言葉に、エリカも同意した。

「私も、しーさんと一緒に食材を採りに入れるくらいだから、見学と思って行くのもいいんじゃないかしら」

　それを聞いた少年は、エリカとしーさんを見てから、頷いた。

　その表情はどことなく安堵の感情が見て取れて、エリカは下に視線を向け、自分の体を確認した。

　当たり前のことだが、この宿で、最も戦闘能力がないのがエリカだ。

　宿の経営者なので、ある程度重いものを運ぶための体力はあるが、武器は持ったことがなく、なにかあった際に手にする武器はフライパンという、正真正銘ただの女性である。

　時折だが、勇者の父を持つなら戦いの才能もあるだろうと、無理矢理戦闘の師匠になろうとするはた迷惑な冒険者もいる。しかし、勇者を父に持つと同時に、エリカは町育ちの女性を母を持つ。

　宿屋を経営する夫婦の間に生まれたひとり娘である母は、実家の宿で看板娘として働いていた。当然ながら、母は生まれた町から一歩も出たことがなく、普通の少女として育ったのだ。エリカはこちらに似ているのである。

　おそらく少年は、そんな普通のエリカが入れるダンジョンだと言われ、安心したのだろう。

　――初めてのダンジョンへ赴く少年の自信に繋がったのなら、まあいいか。

　そう考えていたエリカは、ふっと昨日から大事なことを聞き忘れていたのを思い出し、ぱんと両手を合わせた。

「そうだ！　まだ私、自己紹介してなかったわ。私の名前はエリカ。このエナガ亭の料理監督兼看板娘兼会計係よ」

　そう言って手を差し出せば、しばらく戸惑いを見せていた少年はようやく口を開いた。

「……タクト。漢字で、拓ひらく人と書いて、タクト。中学一年……」

　握手はする気配がなかったが、それでも名乗ってもらえたことで少しだけ歩み寄ってもらえたようで、エリカも嬉しくなって微笑んだのだった。




　米が発見された場所は、二階層の奥の奥らしい。

　ハイドリヒの調査では、各階層の拡張も再申請が必要なほどではなく、今のところ変化する兆候もないと言うことで、今まで通りに利用して大丈夫だとお墨付きをもらえた。そのため、タクトに無理がないように一泊二日で、ついでにダンジョン見学もしてくることが決まった。

　父の持っている服の中で小さめのものの幅を詰め、ズボンの丈を急ぎ直す。ベルトは手先が器用なハイドリヒに頼み、新しいものを適当な皮を切って急遽作ってもらった。

　エリカは、食堂でサイズを測ってタクトの服を直しながら、父とハイドリヒによる、タクトへのダンジョンに入る際の注意点などの指導の様子を眺めていた。

　しーさんは大小二匹揃って父の肩に止まり、もふもふと互いに身を寄せ合って身繕いをしている。

　しばらく手を動かしながらしーさんたちを眺めていたエリカは、ふと思いつき、二匹に声をかける。

「大豆がまだってことは、醤油はまだできないのよね？」

　二匹は、揃ってエリカに首を向けると、しばらくして小さなしーさんが肩に戻ってきた。

『うん、まだだよ！』

「でも、お米がたくさん手に入れば……麹菌は手に入るの？」

　しーさんは、首を傾げた後、元気に羽ばたき、声高々と宣言した。

『麹菌は、稲に付く自然の菌だから、それを見つけて僕が増やすよ！』

「増やすのは、できるの？」

『できるよ！　見つかりさえすれば、増えるのは自然の行為だよ。それならすぐに増やすことはできるよ！　ないものを作り出すことはできないから、この世界に初めのひとつを持ち込めば、増やせるよ！』

　チチチ、チチチと元気よく肩の上で跳ねながら答えてくれるしーさんが落ち着くように、少し頬をかく。

「じゃあ、麹菌が必要になったら、探してくれるかな」

『任せてよ！　頑張るよ！』

　チチ、チチと鳴いて頬をすりすりして、しーさんは再び力を蓄えるべく父の肩へと戻っていく。

　エリカはそれを見送り、再び手元に視線を向けた。

「エリカ、これ」

　今度は背後からレオに声をかけられ、振り返る。

　レオの手には、今までエリカが父の思い出の料理を再現するべく書き留めた各種のレシピと、調理の記録。そして宝箱から出てきたレシピ本が大量に抱えられていた。

「ケントさん、そっち終わったら、今度はこっちで話をさせて」

「ああ、もう大丈夫だ。あとは本番で実際に必要になった時に話せばいいから」

　父が腰を浮かせながらそう返せば、そのままタクトと共にハイドリヒまで付いてくる。

「エリカちゃん、明日の弁当、から揚げ頼むな！」

　来たそうそう、にこやかに弁当の注文を出すハイドリヒに、思わず苦笑する。

「適当に入れてしまうので、ふたを開くまでなにが入っているのかはわかりませんよ。印でもつけておきましょうか？」

　レオがそう言い放つと、ハイドリヒは父よりいくつも年上の男とは思えないような態度でふてくされる。

「お前には聞いてねぇよ」

「ハイドリヒさんの弁当は全部俺が作って詰めますね。弁当箱に、ちゃんとハイドリヒって、名前を入れておきますよ」

「てめぇ……相変わらずの心の狭さ。たまには俺にもエリカちゃんの手作りの飯を食わせろよ」

「ちゃんとから揚げも入れますよ。ほら、俺、心広いですし？　ご要望にはお応えしますよ」

「心が広いなら、エリカちゃんが俺の弁当作ってても文句なんか言わないよな？」

　ハイドリヒの問いかけに、レオはにっこりと笑顔を向けたのみで、返答はしなかった。

　突然始まったふたりのじゃれ合いに、仕方ないなと思いつつ、正面に座ったタクトにエリカは視線を向ける。

「タクト君、って呼んでもいい？」

「うん」

　素直に頷くタクトに、軽く礼を言いながら、さっそく本題に入った。

「タクト君の思い出の料理を教えてほしいの」

　エリカの問いかけに、タクトは一瞬怪訝な表情を見せた。聞いてなんになるのかと思ったのだろう。

　だからエリカは、その理由を丁寧に説明する。

「これは、父の長年の経験からなんだけど、料理ってね、食べるとその時々の記憶を思い出しやすいそうなの。つまり、記憶のきっかけね」

　父の最初に思い浮かんだ思い出の料理は、から揚げだった。

　母親が、弁当に必ず入れてくれたのがから揚げだった。いつでも、弁当と言えば入れてくれていた。そう父は語ってくれた。

　でも、実はまだ味の再現はできていない。下味が塩ではなく、醤油だったのだろう。少し違うという感想と、塩から揚げはエリカの味だ、と父は述べたのだ。

　つまり、現在エリカが作っている塩味のから揚げでは完成とは言えないのだ。

「この場所だと材料が揃わないから、再現にはとても時間がかかるの。材料は、この世界の植物や食材で代用できるかもしれないし、このエナガ亭の地下にあるダンジョンに、ある日突然現れるかもしれない。そのどちらにしても、まず材料を揃えるのに時間がかかるから。だから材料探しをするためにも、食べたい料理、思い出の料理を、少しでも知っておきたいと思ったの」

　いくつか教えてもらい、そのどれかでも完成させられれば、いざ力が弱った時に役に立つかもしれない。たとえ違うものでも、「これは違う」と強力に思うことで、元の記憶の補強ができる。

「……作って、くれるのか？」

「もちろん。日本の料理をこの世界で再現できるのは、おそらくはこのエナガ亭だけ。ここは、父である勇者ケントの、思い出の補強のために作った場所。同じ日本の出身であるタクト君なら、力の補強もできると思う」

　微笑みを浮かべ、そう言い切ったエリカに、しばらくぐっと涙をこらえるように唇をかみしめていたタクトは、小さな声で途切れ途切れに思い出を語りはじめた。

「……おでん、母さんが作ってくれた」

　それを聞いた瞬間、エリカは難易度の高さに思わず口元が引き攣りそうになった。

　しかし必死でこらえて、タクトの思い出に耳をそばだてる。

「その中に、ロールキャベツが入ってて……」

「ロールキャベツ……」

　ロールキャベツに必要な材料を必死で思い起こす。合い挽き肉、タマネギ、つなぎの卵にパン粉と牛乳、あたりだろうか。

　しかし、「おでんの」と付いたあたりで、普通のロールキャベツではない可能性もある。

　和風のだしで煮込んだロールキャベツなら、中の肉は鶏肉だったりするかもしれない。

「母さんが、いつも、作るの手間なのよって言いながら、作ってた。……穴に落っこちる前の晩も」

　それならば、あちらで食べた最後の晩ご飯ということだ。なるほどとエリカは思う。

　忘れることなどできないだろう。その食卓に、母親の顔も思い出として刻まれているはずだ。

「わかった。おでんのロールキャベツね。じゃあ、少し質問するね。タクト君の家のおでん、つゆは醤油味？　それとも、味噌味とかかな？」

「醤油味、だったかな。いつも、おでんの素を入れてたような」

「ロールキャベツは、キャベツの中身の材料はわかる？」

「挽き肉……だったはずだけど、それ以外に入るものがあるの？」

「お肉の種類は？」

「普通の挽き肉」

　ふむふむ、と聞き出しているエリカの隣で、いつの間にか先ほどの茶番劇を終えたレオが並んで座り、メモを取っていた。

　普通の挽き肉、の普通がわからないレオは、特に種類は書かずに挽き肉と書いている。それを見て、うんと頷き、さらに質問を続ける。

「おでんは、具にロールキャベツ以外、なにが入ってた？」

「卵とこんにゃく、ジャガイモとにんじんと、もち巾着。あとはちくわとゴボウ天と、大根とはんぺん」

「具だくさんだね。美味しそう」

　笑顔でそう告げたエリカに、タクトは一瞬怪訝そうな視線を向ける。

　隣のレオの手元を見れば、今言った具のほとんどがメモできていなかった。それはそうだろう。大半は、この世界で見たことも聞いたこともないものだったのだから。

　ひとまず針と布をテーブルに置いて、レオからペンを借りると、今言った具を日本語で書き記しておく。

「……どうして、日本語……父親から教えてもらったのか？」

「いいえ。これは私が最初から覚えていたの」

「じゃあ、やっぱりあんたも日本人なのか？」

　立ち上がり、エリカに掴みかかろうとしたタクトは、父の手で止められた。その表情には明らかに焦りが見える。

　エリカはそれを見ながら、静かに首を振る。

「私は、正真正銘この世界の生まれなの。ただ、神様がちょっとおまけしてくれて、日本の基礎知識がある感じかな？　だから、料理の再現も挑戦できるの。父やタクト君が言った味の感想や大雑把な材料を聞いて、こちらの世界の材料とすりあわせて作るのよ」

　今はダンジョンの食材がある分、少しだけ楽になった。

　昔は、祖父母や市場の商人に聞き、珍しい野菜などを扱っている行商の元へ向かい、味見や説明などして、材料候補を集めるところから始めたのだ。

「タクト君が今言った材料で、手に入るものはとても限られているから、全部は無理だけど……頑張って作ってみるね」

　おそらくタクトは、今はこの場所で再現できるなど、思ってもいないだろう。

　だが、エリカは決してタクトに不安な表情を見せることなく、にっこりと微笑む。

　その後、おでん以外にも数点の話を聞いたが、一点はインスタントのラーメンで、それはさすがに不可能だろう。

　カップケーキなどは、こちらの麦でも再現可能だろうから、レオにも頼める。

　カレーは、もちろん父も覚えていて、再現を目指してスパイスを選定しているが、まだ揃っていないため不可能だ。

　結果、まず目指すのは、カップケーキとおでんのロールキャベツをということになった。

「じゃあ、頑張って再現してみるね。途中で味見をお願いした時は、正直に味の感想を言ってね」

「うん」

　タクトが頷くと、父がぽんと小さな肩を叩く。その様子を見ていると、自分よりよっぽどタクトと父の方が、容姿が似て見えた。

「よろしく、お願いします」

　そう言ってしっかりと頭を下げたタクトに、エリカは胸を叩いて、料理の再現を引受けたのだった。




　翌日、早朝から再び弁当をレオと作成する。

　今回は、人数が多いため、作る量も多い。父とタクトはもちろん、ハイドリヒとドリアーヌの分も作るためだ。

　そのため、小さな弁当箱一個一個ではなく、大きな重箱のような入れ物に、おかずを詰めていくことにした。

「ハイドリヒの分は俺が作ろうと思ったのに」

「いつまでも、根に持たない！」

　から揚げを作るレオの隣で、小さなハンバーグを焼くエリカ。ふたりは並んで、せっせと大量のおかずを作っていく。

　そして最後に小さなハンバーグをすべて焼き終えて皿に並べたところで、エリカは思わずふう、とため息をつく。

　それに気付いたレオは、わずかに顔をしかめ、エリカの顔を覗き込んだ。

「エリカ、昨夜、衣装直しで遅くまで起きてたんだろ？　これ作り終わったら、ちょっと横になった方がいい」

　レオの目には、ただエリカを案じる様子が見える。その目を見ていると妙に気恥ずかしくなり、エリカは思わず手の甲で少しだけ赤くなった頬を隠した。

「そんなに顔に出てるかな……。ひと晩ぐらい、平気だし。それに、今日もお客さんはそうそう来ないでしょう？　父さんを見送ったら、ちょっと昼寝するわ」

　そう断言したエリカに、仕方ないなとレオは呟く。そしていつものように頬を固定し、額と額を合わせながら、真剣なまなざしでレオは告げた。

「昼寝はいいけど、寝すぎはダメ。わかった？」

「ん、わかってる。寝すぎちゃうと、夜眠れなくなるものね」

　父が新しいレシピ本をダンジョンから持ち帰った日は、毎回夢中になって読んでいるうちに明け方になっていることがままあるのだ。

　当然その翌日は、エリカは使い物にならなくなる。

　そのことはレオも知っているため、毎回夜更かしをするたびにあれこれと世話を焼かれている。こうして額を合わせて言い聞かされるのも慣れたこと……と言いたいところだが、いつまでたっても慣れることなく、レオが納得して離れたところで頬を染めながら額を思わず指先でごしごし擦る。

「それで、夜更かしの成果はあった？」

「もちろん。衣装はちゃんと直したわ。……戦闘があるようなら、防具も揃えた方がいいんでしょうけど、さすがにあの体格に合わせた防具はすぐには無理だし」

　照れ隠しに、少し拗ねたように答えると、レオは少し考えるように腕を組んだ。

　防具は、エナガ亭に貸し出し用のものもあるにはあるが、さすがに十二歳、しかもこちらの人々に比べて華奢と言えるタクトに合うようなサイズはない。そのため、厚手の動きやすい服を用意したのである。

「今回は防具なしだけど、近いうちに揃えに行った方がいいかも」

　エリカは、わずかでも怪我をする可能性があるなら、防具は必要だろうと思っていたが、レオはそんなエリカの考えを一蹴した。

「この世界で、勇者ほど敗北が認められない存在はないんだよ、エリカ」

「どういう意味？」

　レオの言葉の真意がわからず、首を傾げるエリカに、レオはあっさりと言い放った。

「勇者は、戦いに赴くなら、敗北が認められない。逆に言えば、勝てると教団が確証を持つまで、戦いに挑むことも許されない。おまけに、まだ成長期だろう？　十二から十三歳は、防具だけじゃなく服や靴まで、購入した翌月にもう使えないなんて話もあるくらいだ。それを考えれば、一、二年は防具がなくても大丈夫だろう。その間に、立派な防具を誂えればいいさ」

　その話を聞き、エリカは思わず手を止め、首を傾げた。

「確かに、うちに来る冒険者の新人さんたちも、どんなに若くても十五歳よね……」

　一応、宿帳に名前と年齢を書き込んでもらうためわかっていたが、今までそれがなぜなのかは考えたことがなかった。

　それを正直に話すと、レオはエリカに手を動かすように視線で指摘をしながら、今までエリカが知らなかったギルドの規則について語ってくれた。

「そりゃ、冒険者ギルドは、町の外の仕事を得られるのが十五歳以降だから。それより若いのは、みんな町の中での仕事斡旋を受けて、郵便物の集配業務や、荷馬車の貸出業務、あとは冒険者ギルドが管理する厩舎の手伝いなんかに借り出されているんだよ」

　それを聞き、エリカはそう言えばと、自分が所属している賢者ギルドも、似たような制度だったなと思い出した。

「賢者ギルドだと師弟制度があるから、十五歳で賢者ギルドに本登録できるまでは、ずっと師匠から教えを受けているわね……。なるほど、どちらのギルドでも、十五歳以降にならないと、外に出て戦うようなことにはならない、と……」

　エリカ自身、師匠と呼べるのはドリアーヌである。彼女は知識の面においても、また魔術師としても当代一の、正真正銘の賢者であり、勇者の供としてギルドから派遣されてきた当初より、ずっとその地位を保ち続けている人でもある。

　ちなみにエリカは、鑑定業務を行うための、必要な魔法だけしか学ばなかった不肖の弟子である。ドリアーヌの賢者ギルドの地位からすれば、もっとたくさん弟子を取ってもおかしくはないが、勇者の供としての仕事があり、弟子志願はほぼすべて断っているのが実情らしい。

　ただ、エリカに関しては例外だった。勇者の旅に同行する賢者として、父が帰ってきた時に少しだけ指導を受けることを繰り返し、旅が終わってからは、ドリアーヌがこのエナガ亭にずっと滞在しているため、基本的にエリカは家にいるまま弟子になった。当然ながら外に出てなにかを学ぶというのはしたことがなく、そのため、他の賢者ギルドの師弟の様子も見たことがなければ、町の中で働く冒険者ギルドの見習いにも会ったことがなかった。

「……じゃあ、創世教団はどうなの？」

「創世教団はもっと厳しい。二十歳を超えるまで、男女共に寄宿舎に入り、修行生活だな。創世教団の制限年齢は、おむつが外れていれば入れるそうだから、長ければ十九年近くずっと教団の寄宿舎生活を送ってることになる」

「ひえっ……。そんなに低年齢での入信だと、ご両親も寂しいんじゃ」

「そうでもありませんよ」

　いつもレオとふたりきりしかいないはずの場で別人に突然声をかけられ、エリカは驚愕でわずかに飛び跳ねた。

「あ、シェパード司祭様。お、おはようございます」

「はい、おはようございます。あ、しー様がお目覚めのようなのですが、ことのほか寂しそうなのです。まだ調理場へは入ってはいけないのでしょうか？」

　シェパード司祭の手に、しーさんがいつも眠っている小さな籠があり、その中では寂しそうというよりも『我慢』の二文字を体現したような、小さな体を強張らせて丸くなったしーさんがいた。

　弁当用に揚げ物をたくさん作るために調理場の温度が上がることから、いつもの籠の中で眠るしーさんををカウンターの上に置いておいたのだが、どうやら目覚めてしまっていたらしい。

『ヂュチチ……』

　いつもの軽やかさはなく、なにかを我慢しているらしいしーさんに、エリカは急ぎ現在揚げているものを油から上げながら答えた。

「ごめんね、しーさん。ごはんはもうちょっと後になるの。すみません、今、大量の揚げ物をしているのでもうしばらくしーさんは立ち入り禁止です」

「ではしー様、今しばらく籠の中でお待ちください。この籠の中にいれば、調理場に入っても大丈夫ですか？　エリカさんと離れているのがお寂しいようですから、少しでも近くにと思うのですが」

「ええ。しーさん、火のそばには近付いちゃダメだからね」

　エリカがそう言って、しーさんに歩み寄ると耳の辺りを指先でかく。するとあっという間にしーさんのからだの強張りは解け、機嫌よくチリリチリリと鳴きはじめた。

「それで、低年齢の修行者についてでしたか？」

　相変わらず穏やかな笑顔で、しーさんの籠を手に調理場にあるエリカとレオの食卓に腰を下ろしたシェパード司祭は、笑顔のままエリカが知らなかった教団の入信者の生活について、語りはじめた。

「まず、低年齢層の修業者というのは二種類いましてね。貴族の出身で、お金を寄進して受け入れられた者と、あとは両親が共に司教以上の地位にある場合です。普通は十歳を超えたくらいでしょうかね。それでも十分低年齢ですが」

「貴族の子供か、司教以上……」

「別に教団では結婚が禁じられているわけではないのですが、長い寄宿舎生活で修行の日々に慣れますと、どうも結婚が晩婚の傾向になるようで。結果、子ができた時には高齢で、自身で教育を施すよりも、教団に預けてしまおうかとなるのだそうです。ちなみに私は、こちらの理由で、幼い頃から寄宿舎で育ちました」

　いつも笑みを浮かべ、穏やかという言葉の体現者と言えそうなシェパード司祭の基礎は、幼い頃からの寄宿舎生活が培ってきたらしい。

「基本的に、低年齢で修業を開始すると、それだけ長く教義に触れ、修業することになりますから、叙任年齢が大変若くなりましてね。次第に高位聖職者を目指すなら、低年齢で修業を開始した方がいいとなりまして。それで、貴族の方々は大金を寄進して、ご自身の家系から高位聖職者を出そうと躍起になるわけです」

　聖職者の位は、かなり多い。最初に入信した後はまず無階として修業に励む。そして試験を受け、助祭の地位を目指す。助祭となった後は、司祭以上の人物からの推薦を受け、試験と面接を経て司祭となる。次は司教を目指し、大司教となり、枢すう機き卿きょうとなり、その枢機卿の中から、教皇が選ばれることになる。枢機卿までいくと、世界中で二十人ほどしかおらず、当然教皇はたったひとりだ。

　それぞれ、推薦人数や厳しい面接を受け、位が上がっていくが、大体の人々は無階のまま一生を終えるとされている。

　最終的に、どれだけ人脈を築けるかが大きく、貴族出身ならばほどほど出世してしまう。

「……どれだけ長く修業しようと、身につかない方がいそうですが、そういう方はどうなるんですか？」

　エリカの疑問に、シェパード司祭はいいところに気が付きましたとばかりに、にっと笑みを深めた。

「そう言った方々は、大体途中で逃げ出しましたね。そして教団は追いません。もちろん、寄進されたお金は納められたまま、お返しすることはありません。……いいですよね、逃げても受け入れてもらえる方々は。私など、そもそも父がその当時すぐ隣にあった神殿の最高責任者をしていましたから、父の部下の方々にがっちり監視されて、逃げる隙間は虫の一匹分もありませんでした」

　そう言い放ち、肩を竦めたシェパード司祭だったが、そんな司祭は勇者の従者を教皇から直々に命じられるほど優秀なのだ。本来なら大司教も夢ではなく、大きな町の神殿にいる司祭をとりまとめる立場になっていてもおかしくない。しかし、よほど勇者との生活が肌に合ったのか、一向に面接も推薦も受ける気配がなく、ただ勇者のそばにいることにこだわっているのがこの人だった。

　推薦してくる父親の顔を立て、試験だけは受けたのだそうだが、おそらく修行だけではなく、もともと優秀だったからこそ父親とその部下に期待されていたのだろう。

　そして、勇者の従者として最後まで務めたことが認められているからこそ、その判断は普通の司祭とは違い、教団でも尊重されていると聞いている。

「それじゃあ、勇者として呼ばれたタクト君は、どういう扱いになるんでしょう？　父さんは、半年ほど訓練して戦いに赴いたと聞きましたけど」

　その疑問に、シェパード司祭は間髪入れずに答えた。

「ケント殿は、こちらに召喚された時点で十八歳でした。そのため、技術を身につければ、他の護衛をつけることで務めを果たせると判断されました。ですがタクト殿は、まず若すぎます。おまけにお二方の故郷は、戦も何十年と起こっておらず、大変平和な世界であったと伺いました。教団の成人年齢である二十までとは申しませんが、せめて他ギルドの成人年齢である十五までは保護すべきだと考えます」

　きっぱりとそう言い切られ、エリカはひとまず安堵した。シェパード司祭は、現在も勇者の従者として教団と勇者を繋ぐ仕事をしている。その司祭の意見なら、そうそう無む碍げに扱われることもないだろう。

「タクト殿のことなら、安心してください。ケント殿が身柄を預かってくださるそうですので、その方向で猊下にお願いしようと思っています」

「それじゃあ、寄宿舎に入るとか、そういったことはないということですね」

　レオが尋ねると、シェパード司祭は軽く頷き、もちろんだと口にした。

「勇者は聖職者ではありません。世界が使わした、神と同等の存在です。それを神に仕える者ごときが閉じ込めて教育など、神を恐れぬ所業です」

　困ったような表情でそう言い放ったシェパード司祭は、手元にいるしーさんの首元に指先を突っ込みながら、ため息交じりに呟いた。

「そもそも、人が神の呪文を解析して唱えるなんて、無茶にもほどがあるし、すべて解析したわけでもないのに勝手に条件を付け足して使うなんて、愚かにもほどがあるでしょう。しかもその後始末をこっちに押しつけようとするなんて、なにを考えているんだか」

「え？」

　目を瞬いたエリカは、たった今聞いたシェパード司祭の言葉に、慌てて質問をした。

「あの、後始末って、シェパード司祭がひとりで引き受けていらっしゃるんですか？」

「ええ。今回の件について、まだ詳細が判明しておらず、勇者の従者として教団に近寄っていない私が一番信頼できるからと猊下が……」

　どことなくげっそりしているシェパード司祭を、しーさんが慰めようと指先を甘噛みしている。その様子を見て、ほんのわずかに司祭が復活していた。

「しー様がお好きだというお米を、私も採りに行きたいところでしたが、そんなわけで今回私はケント殿に同行できません。仕事が片付き次第、たくさんお納めするべく頑張って収穫して参りますからね」

　ほんわりした表情で告げられた言葉を聞いたしーさんは、一瞬でもふっと大きく膨れ、高らかに鳴き声をあげた。

『応援してるよ！　いっぱい応援するよ！　頑張ってお仕事するんだよー！』

　ジュチチチ、チチチ！

　大興奮のしーさんは、その後ずっとシェパード司祭を応援していた。

　エリカとレオの頭の中に、シェパード司祭の信じる神について、若干の疑惑がよぎったのは仕方のないことだった。

　笑み崩れた表情で別世界の神鳥であるしーさんを構う司祭と、その司祭にまとわりつく、食欲旺盛な神鳥の組み合わせは、どちらの神から見てもまずい気がする。

　ふたりは顔を見合わせ、思わず同時に頷き、見てはならぬと視線を逸らしたのだった。




　出発前、四人前約二日分の弁当は完成した。それをずらりと並べたテーブル前で、父がいつものように作業する。

　作った弁当は、すべて冷凍の魔法をかけられ、父の背負い鞄の中に入れられたのだが、その様子を横で見ていたタクトは、ぽかんと口を開けてまだ呆然とたたずんでいた。

「魔法……」

「創世神の加護があると言うのは、こういうことなの。神様が、この世界の力の使用を認めているから、勇者はとても威力の強い魔法も使えるのよ。……あなたの場合は、訓練を重ねれば、普通の魔法ならできるようになるかもしれない」

　タクトに、その言葉を告げるのは、魔法の専門家であるドリアーヌである。

「エリカも同じ。あの子は努力して鑑定魔法は身に着けたけど、氷の魔法は使えないわ。でも、その魔法をひとつ身につけられたことで、エリカは賢者ギルドに入会が可能になった。それくらい、この世界では魔法が貴重なの。ただ、誰でも努力をすれば、小さな魔法を身に着けることは可能ではあるわ」

「でも俺は……勇者としてここに引っ張り込まれたのに……」

　同じ地の出身である元勇者が、勇者としての力を示す強い魔法を使う姿に憧れはあるが、同じように連れてこられたはずの自分には使えない。

　タクトはどうやら、そのことをあらためて突きつけられた気分になったのだろう。俯き、呆然と呟く言葉に反応し、すぐそばにいたドリアーヌは自分より小さな勇者候補を抱きしめ、そっとその頭を撫でた。

　その横で、父はなにも言うことなく、タクトの頭を撫でるとエリカに告げる。

「それじゃあ行ってくる」

　父が、そう言いながらエリカの頬に口づける。

　いつものようにダンジョンに入っていく父たちの背中を、手を振りながら見送った。

　しばらく立ちすくんでいたエリカの頭に、レオが軽く口づける。

「ほら、昼寝するんだろう？　片付けは俺がしておくから、寝ておいで」

「……レオ」

　いつもなら、羞恥で顔を赤くするだろうエリカが、大人しく口づけを受け入れる様子で、レオは正確にエリカの現在の状況を理解した。

「今は睡眠不足で、頭もぼんやりしてるんだろう？　そんな状態じゃあ、いつも前向きなエリカだって、後ろを振り向きたくもなるだろ」

「レオ、どうしてタクト君だったんだろう」

　少しだけ泣きそうになりながら、エリカは心でずっと思っていたことを口にする。

「十二歳なんて、まだ中学生になりたてだよ。あっちの世界じゃ成人まで、まだまだ先の年頃で、親元で過ごす子が大半の時期だよ。それなのに突然見知らぬ世界に連れてこられて、いつもの召喚じゃないから力がないなんて言われて、でも帰れないって……あんまりじゃない」

　レオはそれを真剣な眼差しで聞いていた。そして出した答えは、ごく簡単なことだった。

「俺にはタクト君が選ばれた理由はわからない。なにせ俺は、小さな魔法も使えない、ただの騎士だったからね。魔法については門外漢なんだ」

　口を噤み、項垂れたエリカに、レオは先ほどの真剣な眼差しのまま、この場にいるもうひとりに視線を向ける。

「むしろその答えは、創世教団が命をかけても出さなければならないことだと思うよ」

　その視線と言葉に、エリカはそっと振り返る。

「まさにその通りですね。……少なくとも創世教団は、勇者召喚の儀式を穢した愚か者に、慈悲をかけることはいたしません。たとえそれが、同じ神を信奉している者だとしてもね」

　いつも笑顔の司祭の視線も、一切ぶれることなく、たった今ダンジョンに消えていった元勇者と勇者候補の姿を追っていたようだった。

　その瞳には、いつもの優しい感情ではなく、明らかな怒りを含んでいる。

　どうやらシェパード司祭は、エリカが想像している以上にこの件について怒りを覚えていたらしい。

　いつも父と一緒に帰宅するたびに遊んでくれた、優しいおじさんの印象しかなかったエリカは、初めて見る司祭の姿に、安堵を覚えた。

「エリカさん、昨夜は遅くまで頑張っていたんでしょう？　今はひとまずお休みなさい。大丈夫、私もレオを手伝いますから」

　いつもの笑顔に戻った司祭にそんなことを告げられて慌てたエリカだったが、いつもより五、六時間遅くなった入眠時間は、今まさにエリカを襲う睡魔に勢いを与えているようで、だんだん抗えなくなってきていた。

「なんだったら、俺がお姫様抱っこをしてベッドに運ぶけど？」

　笑顔で告げられた言葉に、真っ赤になったエリカは慌てて首を振り、手を前に出してレオが自分を抱き上げないように抵抗をした。

「うう……わかった、寝てくるから！　その代わり、昼過ぎには起こしてね？」

　そうしてふたりに見送られて素直に部屋に戻ったエリカは、エプロンを外して部屋着に着替えると、ごろりとベッドに横たわった。

「……しーさん」

『どうしたの、エリカ？』

　いつも寝る時は籠の中に入っているしーさんだが、今日はどうやら枕の上で、見守っているつもりらしい。

　エリカはそんなしーさんに、愚痴とも取れる言葉を告げた。

「気持ちが落ち込んだまま寝ると、悪い夢を見そうなの……」

　しーさんは、そんなエリカの様子を見てジュリリと鳴くと、一瞬でふわりと大きくなった。

　エリカの頭よりも大きいその姿は、エリカにとっては昔懐かしい、子供の頃一緒に寝ていた大きさだ。

　エリカが子供の頃、父が勇者として戦いに赴くたびに、父が怪我をしないか心配するあまり眠れなくなったところを、この大きさになったしーさんがあやしながら寝かしつけてくれていた。そんな思い出深い姿を見て、エリカは少しだけ浮かんだ涙を振り払い、しーさんを腕に抱き込んだ。

『エリカのことは、しーさんが守るよ。悪い夢も、頑張って追い払うよ。だから安心して、眠るといいよ』

　チリリ、チリリと鈴が転がるような音で、エリカの耳元に小鳥の鳴き声が響く。

　エリカが母を亡くした後も、ひとり父を待つようになった今も、ずっと見守り、寝かしつけてきたしーさんの鳴き声が子守歌代わりになり、エリカは静かに眠りについたのだった。




　エリカが部屋に戻った後、残された男ふたりは、黙々と調理場の片付けを行っていた。

　弁当は、から揚げを始め、揚げ物が多い。エリカ曰く、しっかり火を通しておくことがコツらしく、この世界だと揚げ物が一番安全だと言うことだった。

　油は揚げかすを除いた後、油壺に戻して、使った鍋やフライパンを洗い、さび止めのために油を塗ってから片付ける。

　床やシンクも磨き上げ、いつもエリカと共に行っている作業を、今日は聖職者のコートを脱いだシェパード司祭と共に行った。

　レオも、さすがに客に調理場をいじらせるようなことは普段はさせないのだが、ある意味この司祭は別格である。

　エリカが生まれる前からケントの従者を務めているシェパード司祭は、エナガ亭ができた時からずっとここに住んでいるようなもので、ケントにとっては身内同然である。

　黙々と床磨きをしていた司祭は、ふうとため息をつき、ずっと曲げていた腰を伸ばした。

「こんなものですかね」

　せっかくの男手だからと、手が借りられるうちについでに床も壁も磨き上げたレオは、司祭の問いかけに一度調理場を見渡し、頷いた。

「助かりました。どうせ客が来ないなら、調理場の大掃除でもしようかってエリカとも相談していたんです」

　にこやかなレオの表情を見て、シェパード司祭も負けじと笑顔を見せてしみじみと呟いた。

「本当にいい性格になりましたねぇ。女性の前でも生真面目を絵に描いたような凍りついた無表情で、誰よりも容赦ない魔物狩りの一番槍をしていた騎士が、今やすっかり調理場の主ですね」

　その、嫌味とも取られかねない感想を、レオは平然と受け止めた。

「おかげさまで、ここにいれば王都の追っ手に見つからない上に、エリカはかわいいし、エリカが作ったものは真っ先に口にできるし、真剣に料理をするエリカはかわいいしで、まさに天職でした。その節は修行先の口利きでご助力いただき感謝します、シェパード司祭」

「それを真面目な顔で言えるところが、冗談の通じない氷雪の騎士レナード・バーロウですよね」

　真剣な表情で一気に言い切ったレオに、シェパード司祭はため息交じりの感想を述べる。

　ある意味、このふたりは出会った当初から同じような付き合いをしてきた。

　もともとの性格が似ているのか、お互い言いたいことを言い放ち、それでいて険悪になることなく親しい付き合いができる。年の差こそあるが、友人と言って差し支えない関係なのだ。

　初めて出会った時、レオはとある事情で近衛隊から左遷され、王宮騎士による新設の魔物狩り部隊の隊長を任されたばかりだった。

　魔物に混じる異形を倒しに来た勇者と、魔物狩り部隊が共闘することになった際、挨拶に来たレオが勇者ケントの弁当をお裾分けされ、ついでに娘の自慢をされたことで、その瞬間騎士を辞めることを決意したのはここだけの話である。

　冗談を真面目な顔をしながらいなすレオは、その当時ある意味やさぐれていた。

　助力を請われ、協力の感謝を述べた勇者に対して、暗い表情で騎士隊の愚痴を延々真面目に呟き続ける姿に同情したケントが、思わずエリカの弁当をひとつ分け与えるほど、レオは疲れ切っていた。

　それまでレオは、騎士団を率いる父の背中を追い、必死で任務をこなしてきた。

　そんなレオを、王太子妃候補の侯爵家の姫が気に入ったからと、侯爵の口利きで勝手に戦場から遠く離れた近衛騎士とされてしまったのである。

　さらにそれが気に入らない近衛騎士たちの実家の権力で、今度は危険な最前線の魔物狩り部隊に送られてしまった。年上の部下達は、近衛隊から左遷されてきた隊長を侮っていて命令を聞かず、かといって作戦を失敗させるわけにも行かず、本当に心が疲弊していたのである。

　疲れ切った状態で、ただひたすら槍を振るっていたレオが、癒しとして求めたのがあの当時戦場にあり得なかった甘い卵焼きであり、エリカが心を込めて作った愛情弁当だった。

　蓋を開いた瞬間、色とりどりの料理で飾られた中身を見て、怪訝に思った。その当時は、弁当などというものについての知識もなかったため、こんなに少しずつ、ほんのひと口分ほどの量を食べたところで、腹を満たす役には立たないと思ったのだ。

　その認識が覆ったのは、蓋を開けてまず目についた、きれいな黄色いなにかを口に放り込み、噛みしめた瞬間だった。

　頼りない歯ごたえの料理に、意外としっかりとした甘みを感じたのである。噛みしめた瞬間に、じわりと塩分も感じ、ただ甘いだけの菓子ではないのだとわかった。

　初めて食べた味は、頭と体に染み渡り、すぐさま口の中で消えていた。

　戦場にいて、疲れ切った状態で、こんなに繊細な味を感じたのは初めてだった。それは衝撃ですらあった。

　まさにひと口惚れをしたレオは、任務が完了した途端ケントの元へ赴き、そのままエリカに会いに来た。

　そしてエリカが料理人しか求めていないと聞かされ、即座に料理の修行をするため、騎士団に辞表を叩きつけたのだ。

　その思い切りのよさもどうかと思うが、シェパード司祭も疲れ切ったレオに同情していたため、ほんの少しだけ料理人になるために助力することにしたのである。

　その当時、侯爵家とレオの実家から追っ手が出されており、普通の家や店で修業できなかったレオを、シェパード司祭は実父である枢機卿の家にいた料理人に弟子入りさせたのである。

「あの時、ケントさんと出会えたことが、我が身の最高の幸運でした」

　お茶を入れ、ひと息つきながら話をしているふたりは、出会ったばかりの頃を思い出しながら、レオが作ったカップケーキを試食していた。

　昨夜、エリカがタクトから聞き出したうちの一品がカップケーキであり、それはかつてエリカが途中までレシピを開発し、ベーキングパウダーが発見されたらもう一度作ると決めて開発を中断していたものである。

　それを、先日のスフレパンケーキの要領で、卵を泡立てることで膨らませられないかと試してみたのが、このカップケーキである。

「これ、美味しいですが、もとの味を知らない私たちが食べても、意味がないですよねぇ」

「エリカに食べさせる前に、菓子として大失敗してなければいいので、問題ありません」

　男ふたりでもふもふとカップケーキを貪る様子は、かつてのレオを知る人々や、シェパード司祭の知人にはあまり見せられない姿だが、お互いしかいないエナガ亭では問題ない。

　レオはそうやって味見をしながら、今回の件についてシェパード司祭に問いかけた。

「それで、シェパード司祭は、なんのために王都に呼ばれてたんです？　ケントさんは、勇者が召喚されたためだって、そのものズバリ口にしてましたけど」

　そう切り出せば、シェパード司祭はしばらくもごもごと頬張っていたカップケーキを咀嚼し、飲み込んだ後に、はあとため息をついた。

「ここだけの話にしてくださいね。一応私は従者なので、呼び出しの手紙をケント殿にも見せていましたから……実は猊下に呼び出されたんです」

　確かに、シェパード司祭を勇者ケントから引き剥がせるのは教皇くらいだろうと昔から言われていたが、本当に教皇に呼び出されていたとは思っていなかった。

　驚くレオに、シェパード司祭は教皇からの呼び出しの内容を語りはじめた。

「猊下がある日、勇者召喚の力を感じたと仰ったんです。ところが、いつも勇者の召喚場所として指定していた大神殿では、そんな儀式を行った様子はなかった。大きな魔力が動けば猊下が気付いて当然なのですが、どこでその魔力が動いたのかわからない。そう仰るのです」

「……猊下は、はっきりと、勇者召喚について仰ったんですか」

「猊下は、ケント殿が召喚された時のことを覚えておられます。その当時は枢機卿で、ケント殿の前に跪いた聖職者のおひとりが、現在の教皇猊下でしたから。召喚の際、どんな呪文を使い、この世界に落ちてくる勇者を大神殿に引き寄せるのか、そう言った一連の儀式を経験していたからこそ、お気付きになられたのでしょうね」

　ため息交じりにそう告げるシェパード司祭は、その後力なく首を横に振った。

「それで呼び出され、王都の大神殿に赴くと、なぜか司教と司祭の数名が、数日前から行方がわからなくなっていると告げられ、ちょうどいいとばかりに彼らの仕事を押しつけられました。それと同時に、猊下から話を聞き、行方がわからなくなっている聖職者と、どこで勇者召喚が行われたのかを噂を集めながら捜索していたのですが……」

「それらが見つかる前に、ケントさんが迎えに行きましたか」

「ええ。よりにもよってエナガ亭に、ケント殿と同じ世界出身の子供がいると聞いて、他をすべて投げ打って、飛ぶように帰ってきたわけです」

　ぐったりした様子でそう告白したシェパード司祭は、今現在判明している事実について教皇に報告するため、書類をまとめている。

　今回の件が、どこまで判明しているのかはレオも興味があった。

「召喚場所については、目星が付いているんですか？」

「猊下は、王宮の方角から感じたと仰っていましたが、距離はわからないとも仰いました。ケント殿を経由して、タクト殿が口にした神殿についても聞きましたが、正直なところその形式の小神殿は、王侯貴族の屋敷にはごろごろありますから、様式の違いについては直接伺わないと判別できないでしょう」

「つまり、勇者召喚を行ったのは大神殿から王宮方面に家がある、王侯貴族である可能性が、ということは……」

　その瞬間、ふたりはぴたりと会話を止めた。

「馬車……客人ですね」

「降りたのは三人、ですか。武装していますね」

　ふたりとも、戦場での生活が長かったため、気配には聡い。その中に、物騒な気配があればなおのことだ。

　レオは、ひとまずエナガ亭でいつもエリカがいる定位置へと赴き、客人の訪れを待った。




　客人は、レオが受付に立ってすぐに訪れた。

　宿は開店休業中のため、鍵はかけていないが扉は開いてはいない。扉を押し開け、中に姿を見せた三人組に、レオは無表情のまま「いらっしゃいませ」とひとまず宿の客としての扱いで出迎えた。

「お泊まりでしょうか、それともダンジョンのご利用でしょうか」

　そう口にしてはいるが、レオはこの客が冒険者として探索しに来たわけでも、宿を利用しに来た客でもないことは理解していた。

　三人組のうちのひとりが、シェパード司祭と同一の、司祭位の聖職者のローブを身に纏っていたのである。見た感じ、後ろのふたりは、護衛だろう。

「こちらにお住まいの元勇者殿にお目にかかりたく」

　創世教団の使者を名乗る司祭とおぼしき男はまだ若く、レオと同年代だろう。おそらくはシェパード司祭が言うところの幼年期からの修業組だろう。元勇者という言葉の『元』の部分をやたらと強調しているのが怪しさ満載だ。

　だが、司祭だろうが枢機卿だろうが、レオの態度は変わることがない。わずかに低い位置にある男の顔を見ながら、平然と答えた。

「ただいま当主は留守にしております。ご用件をお伺いします」

　もしかしたら、この男は王都では有名な人物なのかもしれない。そう感じた理由は、レオの態度を見て、聖職者に必須の笑顔が一瞬歪んで見えたためである。

　レオはその優越感の表れた表情と、それをこちらが理解していない不愉快さを隠しもしない態度を、かつての近衛の部隊で見た覚えがあったのだ。

「元勇者殿に、神殿からの出頭命令が出ています」

　レオはそれを聞いても、顔色を変えることなく淡々と答えた。

「出頭理由と、出頭命令書を見せていただけますか」

「出頭理由は、新たなる召喚者を誘拐した疑惑が持たれているためです。出頭命令書は、現在この宿の従業員、並びに元勇者殿のご家族には共謀罪の疑いもあり、お渡しできません」

　つまり、レオとエリカは誘拐の共謀犯であると言いたいらしい。

「共謀罪の疑いは、従業員と家族のみでしょうか？」

「ええ、その通りです。……新たなる召喚者は、公開前に儀式場で攫われました。本来、聖職者しか入れぬ場所に、魔法で罠を仕掛けることができるのは元勇者のみでしょう。おまけに、行方不明になった同時期に、勇者が王都に赴いていたとの情報もあります。隠し立てすると、たとえ元勇者といえど無事では済みませんよ」

　にこやかに、時折冷ややかな眼差しでレオを見つめていたその男が、ケントの技量を知らないことがわかってしまった。

　そもそも、この男の後ろにいる護衛程度で、長年最強を誇っていた勇者をどうこうしようというのは不可能に近い。よほど不意を突くか、それこそ人質を取り、脅して言うことを聞かせるくらいしか方法はない気がする。

　なんと告げてお帰り願うか考えていたレオに、正面の男は哀れみを感じさせる表情で告げた。

「この場所に、十歳ほどの少年がいるはずです。黒髪で黒い瞳です。今、その少年の居場所を教えてくれるのなら、あなただけは共謀罪の疑いについてはなしにしてもいいのですが」

　レオが沈黙していたため、なにかを勘違いしたらしい男が新たなる取り引きを持ちかけてきた。

　その取り引きの内容を聞きつけたらしいシェパード司祭が、ゆっくりと男の背後にあった食堂の入り口から姿を現わしたのを見て、レオはこれ以降の会話についてはシェパード司祭に任せることにした。

「当主は出かけておりますが、当主の従者殿はご在宅です。ご用件は、あちらにお願いします」

　その瞬間、ぴくり、と今まで崩れなかった男の表情が引き攣った。

「おやおやおや？　随分お久しぶりですね。せっかくここまで来てくださったのに、私にお声がけいただけないとはつれないですね」

　にこやかに話しかけるシェパード司祭とは違い、声をかけられた男の方は先ほどまでのにこやかさなどどこにも見受けられない苦々しい表情で、シェパード司祭を迎えていた。

　その表情を見るだけで、この男がなんらかの要因でシェパード司祭を嫌っていることが丸わかりである。

　しかもシェパード司祭はそのことを理解していて、あえてにこやかに話しているのだろうこともレオには理解できた。

「それで、私のお仕えする勇者に、いったいどのようなご用件ですか？」

　目がまったく笑っていないシェパード司祭が問いかければ、今まで余裕の笑みを見せていた男が、その表情を強張らせ、目に見えてわかるほど動揺を始めていた。

「元勇者ケントは、己の勇者の地位が新たなる召喚者に奪われることを恐れ、召喚陣に細工をし、新たなる召喚者を無理矢理転移させるという危険な行為を行ったと思われる。よって。その嫌疑が晴れるまで、王都の大神殿にて、能力の封印処置が行われることとなった」

　それを聞いた瞬間、シェパード司祭は鼻で笑った。

「召喚陣は猊下の管理下にあり、もし細工を行ったり、召喚者が突然転移するような大がかりな魔法が使われたりした場合、まず猊下が気付いていなければおかしい。少なくとも、勇者に対する出頭命令は猊下が出しているはずだが、猊下は召喚陣についてなんと仰っておられる？」

　シェパード司祭が一歩足を進めるたびに、なにも答えないまま男はじりじりと出入り口へと後退していく。

「……猊下は、すでに何者かが歪めた召喚魔法が大神殿以外で使用されたことを、察知されていたよ。私には、召喚魔法が使われた場所を特定せよとの命が下された」

　シェパード司祭は、笑顔と相反して大変厳しい口調で詰めよっていた。

「さて、大神殿以外で召喚された勇者とおぼしき人物は、いまだ大神殿に姿を見せていない。……十歳程度の黒髪、黒の瞳というあなたの探し人……。それが我が勇者に誘拐された新しい勇者なのだとしたら、あなたはその姿をどこで見たのか、ご説明願えるかな」

　気が付けば、シェパード司祭は、男のすぐそばまで歩み寄っていた。顔をつきあわせ、鼻先が触れそうになる至近距離で、その亜麻色の目でひたすら睨みつけている。

「……世界と世界の境をこじ開け、過去の勇者が通った道を拓き、向こうの人間を引っ張ってくる。神によって構成された魔術を人の身で使うだけでも大罪だが、そもそもそんなことをすれば、魔力不足によって命まで呪文によって消耗されてしまうことは、賢者ギルドで証明されている。いったい何人の命と魔力を犠牲にすれば、神の魔術は発動するのやら。……どんなに計算しても、ひとりふたりでは足りないと思われるんだが……これについてなにかご存じかな？」

　それを聞いた瞬間、相手の男はシェパード司祭を突き飛ばした。顔色を真っ青にして、怯えたように目を泳がせている。

　初めにこの場所に踏み込んできた時の勢いは消え去り、今は目の前にいるシェパード司祭を、顔をゆがめて気味悪げに見つめていた。

「ではあらためて……。私のお仕えする勇者に、どのようなご用でしょうか？」

　つい先ほどまでの態度も声も、その表情まで消して、穏やかに微笑みながらそう告げたシェパード司祭に、男は完全に及び腰になっていた。

　気が付けば、シェパード司祭から少しでも早く遠ざかりたかったのか、捨て台詞のひとつも吐くことなく逃げ出していた。

　雇い主が逃げ出したからか、護衛として付いてきていたであろう男たちも無言で司祭を追いかけていき、気が付いた時にはエナガ亭の中は再び静寂に包まれていた。

「……どうして逃げ出したんでしょうね？」

　しれっとそう言い放ったシェパード司祭に、レオはあっさりと答えた。

「準備不足を悟ったんじゃないですか？」

　事情を知らない平民を騙すだけの簡単な仕事だったはずなのに、勇者と常に一緒に行動しているはずの司祭を相手取ることになって、向こうも慌てたことだっただろう。

　だが、もしエリカが前日深夜まで夜更かしをしていなければ、ここであの一団の相手をしていたのはエリカということになる。

　ただでさえタクトの件で思い悩んでいたエリカが相手をしていたら、もっと落ち込んでいただろうと思うと、逃げ出した男に対して同情する気にもならなかった。

「……ところでシェパード司祭。さっき言ってた、世界と世界の境をこじ開け云々って、どういうことです？」

　先ほどは場を任せるために沈黙していたが、ずっと気になっていたことについて解説を求めたレオに、シェパード司祭は笑顔を消して思案顔となる。

「あくまで推測でしかなかったから、鎌をかけるつもりで口にしたんですけどね。あの様子だと、その推測が大当たりしたんでしょう」

「つまり？」

「エリカさんが言ったじゃないですか。どうしてタクト君だったのだろうかと。あれです」

　首を傾げたレオに、シェパード司祭は簡単に、握りこぶしを作って説明を始めた。

「人の魔力ではまず、対象世界が無限にある中、勇者として戦えるだけの人物を選別してこちらに呼び出すための力が足りません。そのため、以前世界が召喚するために開けた穴を再利用したんです。……つまり、最も新しく召喚された、ケント殿が通った道です」

　シェパード司祭はそう語るが、それができるのならば今まで世界が召喚したから帰せない、という定説も覆るかもしれない大発見の可能性がある。

　少なくとも、勇者が通った道を、正確に元の世界まで辿ることができると証明したも同然である。

　だからこそ、最初に推測でしかなかったと司祭は告げたのだろう。

「ただし、やはり人の力で、その道を開くのは並大抵の力では叶わなかった。そのため、通すための穴が小さくて済む子供が自然と選ばれた。道は無理矢理こじ開けられたもののため、神の祝福など得られるはずもなく、改変した召喚陣で神の祝福を再現するはずが余力すらなくなり、本当にただ穴を開け、人を引きずり込むことしかできなかった。こんなところでしょうか」

　かなりかみ砕いた説明だったため、魔法に関しては完全に知識不足であるレオにも、なんとなくだが状況は理解できた。

　そうして、理解できた上で口にする。

「つまり……創世教団では開けるのも必死だった穴だが、魔法が専門の、もっと魔力が高い人物、例えばドリアーヌさんが見た場合、もっと詳しくわかる可能性がある？」

「そうですね。創世教団には、勇者が本来出現するはずだった場所についての資料が残っていますが、召喚陣についての研究は、もともと神の御業を畏れ多いものとして触れるのをためらうあまり、手をつけられていません。賢者ギルドの方々が見れば、また別の見方ができるかもしれません。彼らは魔法で神の領域に近付くために、日々研鑽しているようなものですから」

　シェパード司祭の、ため息交じりの同意の言葉に、レオはその研究の困難さを悟り、肩を竦めた。




　昼に目覚めたエリカは、慌てて身支度をしてしーさんと一緒に一階へと向かった。

　一家の暮らす部屋は、階段を降りるとすぐに調理場に出られる。

　相変わらず客は来なかったようで、静かそのもの、と言いたいところだったが、やたらと磨かれて綺麗になった調理場で、男ふたりがため息をつきながらお茶をしている様子に、エリカは思わず眉を顰めた。

「おはよう、なにしてるの？」

「おはよう、エリカ。いや、タクト君の件で、ちょっとね……」

「具体的に申し上げると、教団からタクト君を連れ戻しに人が来ました」

「……は？」

　とっさに理解が追いつかず、思わず声が上がってしまったが、次第に理解ができると慌ててふたりのいるテーブルへ駆け寄った。

「どうして、教団にタクト君の居場所がわかったの？」

「教団には、勇者の居場所、と言いますか、召喚者の居場所を探し当てる呪文がありますので。この場所にいれば、ケント殿の影にまぎれるかと思っていましたが、案外きっちり居場所が出たのでしょうね」

　ふたりの落ち着きぶりに、エリカはわけがわからずひとまずレオに質問することにした。

「それで、なんて言ってきたの？」

「……ケントさんに、誘拐犯の汚名を着せて、今すぐタクトを出すならお前だけは罪に問わないとか言ってきた」

「ケント殿とエリカさんは共犯だそうで、タクト君を差し出しても、罪に問う気でしょうねぇ。それでエリカさんを人質状態にしてケント殿の行動を制限して、タクト君を勇者として差し替える気なのかな？」

「はあぁぁ？」

『ケントとエリカを連れていく気なら、しーさん怒るよ？』

　エリカの肩で膨らんでいたしーさんが、首をかくんと傾けて静かにそう述べると、慌てたようにシェパード司祭はしーさんに手を差し伸べた。

「ご心配なきよう。私も及ばずながら全力でそれを阻止いたしますから。しー様は、エリカさんのおそばで、その心の平穏をお守りください」

　ヂッ、チチ、ヂ！

　普段聞いたことのないような激しい鳴き声に、慌ててしーさんを手の中に包み込んで全身をマッサージしながら、エリカは現状について口に出した。

「つまり、父さんと私に、教団から出頭命令でも出たんですか？」

「それが本物の命令なのか、確認ができませんでした。私としては十中八九、偽物だと思いますが」

「俺も偽物だと思った。と言うか、本当にそう命令が出ていたなら、まずシェパード司祭が尋問を受けるのが先だと思うよ」

　言われてみればその通りだった。

　シェパード司祭は、父のそばで父の様子を見ているのが仕事のはずだ。ということは、もし誘拐を本当に実行していたとしたら、それも司祭が見ていないとおかしいということになる。

「エリカさん、すみませんが、しー様にお願いして、ケント殿に帰還するようお伝えください。……レオがいるので大丈夫と言えば大丈夫なのですが、あちらの言い分から、エナガ亭とエリカさんも危険に晒されていると思われますので」

「私？」

　シェパード司祭の冗談かなにかかと思ったが、どうやら真剣らしい。表情からそれを読み取ったエリカは、素直にしーさんに父に伝えてもらえるようお願いした。

『すぐ帰るって言ってるよ！』

「出るのにどれくらいかかる位置でしょうか？」

『晩ご飯は家で弁当って言ってるよ！』

　どうやら今日中に帰れる位置にいたらしい。その場にいた三人に、安堵の表情が浮かんだ。

「じゃあ、せめて晩ご飯のお供に、スープでも作っておきましょうか」

　まさかの、エリカの身の安全まで危ぶまれる事態になったらしい。父が現役の勇者をしていた時代ですらそんなことはなかったので、いまいち実感がわかないが、エリカは自分が戦えるわけではなく、有事の判断に関してはレオと父に絶対の信頼を寄せていた。

　そのレオと、父のそばで長年共にいたシェパード司祭の判断に、異論など挟む余地はない。

「…………」

　オニオンスープを作るために、玉ねぎを手に持ったまま考え込むエリカの頭に、レオは背後からぽんと手を置いた。

「スープは俺が作るよ。エリカの仕事は、味見」

「味見？　なんの？」

　首を傾げたエリカは、レオが指さした先にある皿の上を見て、目を瞬いた。

「……え？　カップケーキ!?」

「エリカの未完成レシピの中にあったから、試しに作ってみたんだ。あれがカップケーキで、合ってるかな？」

　黄金色の、真ん中がこんもりと膨らんだカップケーキは、見た目だけでもふわふわとしていてとても美味しそうだった。

　おそらくは、プリンカップとして利用している銅製のカップを利用したのだろう。形まで理想的で、見たことがないはずのレシピを、見事に再現できている。

　半分に割ってみると、きめ細やかな生地はふわりと軽い触感で、ひと口食べるとバターの香りと卵のほのかな甘みがちょうどいい、ちゃんとしたカップケーキの味がした。

「すごい、すごいよレオ！　天才！」

「気に入ってくれたならよかった。じゃあ後は、タクト君の味見次第かな？」

「うん、そうだね。……こんなに早くできるなんて思わなかった。よかったぁ」

　思わず笑みがこぼれたエリカは、この先の危険をひとまず脇に置いて、レオが作ってくれたカップケーキをしみじみと味わったのだった。




　それからしばらくして、父とタクトがダンジョンから帰還した。

　ハイドリヒとドリアーヌは、予定通り一泊してくるそうで、弁当は半分置いてきたらしい。

　その半分と、レオが作ったスープで夕食を取った。

　会話もない緊張感溢れる食卓は、料理の味まで変えてしまうようだ。いつもならどこか雰囲気が悪くなると、ハイドリヒが冗談を言って和ませてくれたり、ドリアーヌが料理に関して質問してきたりと、ふたりが調和を保ってくれているのだが、ふたりがいないため、会話もなく食事は粛々と終わってしまう。こういう時は、ふたりのありがたさをしみじみと感じる。

　タクトはダンジョンから帰ってきてから、なぜか拗ねているように口を噤んでいるし、ほとんど返事らしい返事もしてくれない。

　そんなタクトにせっかくできたカップケーキを出すこともできないまま、食卓で現状把握のための説明会が始まった。

「なるほど。誘拐なぁ」

　父が呆れたようにため息をつき、天を仰ぐ。

「まあ、俺にそんな魔法が使えるかって言われたら、まず無理だが」

「やはりですか」

　おそらく父の能力は、本人よりもシェパード司祭の方がわかっている。

　そのシェパード司祭が、おかしいと思った理屈はまずそこだったのだという。

「俺の魔法は、時限式にはできない。目の前にあるものにしか、効果が及ぼせないからな。いつか使う時に効果が発動なんて悠長な魔法は、俺に使えるわけがない。おまけに俺は、この世界の呪文に使われている文字は読めないし、呪文の解析もできない」

　エリカは、父が呪文を唱えるところを見たことがない。冷凍する時は指先をくるりと円を描くように動かすだけだし、火をつける時は指を鳴らせばついている。どのような理論でそうなっているのか、娘のエリカでもわからない。

　父が、自分自身で必要として開発した、思いを具現化するための仕草がそれなのだとは聞いたが、エリカは結局どれだけ父の真似をしても、冷凍魔法が使えることはなかった。

「ケント殿の魔法は、それこそあちらの世界の理論で成り立っているものですし、逆に我々からすれば、不思議でしかない呪文です。なんでも可能なように見えるんですよ」

「あちらの理論で言ったら、人が距離と時間を超越するなんて物語の中の話だし、人の死は覆らない。怪我は一瞬で治るようなものではなく、人が空を飛ぶには、補助をする器具が必要だ」

　そのどれも、この世界には呪文があり、魔法で再現できることだ。ただし、できるのは高位の魔法まで修めた魔術師たちであり、やはり一般的なものではない。

「つまり、できないことをやったと言われてるこちらとしては、教皇の前でできないと言い張るのは問題ないし、教皇の魔法には嘘を見破るものもあるから、その魔法を素直に受け入れればそれが嘘じゃない証明もできる。問題は、そんなすぐにわかる嘘をついてまで、強引にタクトを連れて行こうとした理由だ」

　父はそう言って、静かな眼差しでシェパード司祭に話を促した。

「勇者を派遣することで、紹介料として金銭を受け取っていた者たちが教団内にいたんです」

「……時々、教団からの要請という名目で派遣されてたあれか？」

　勇者の派遣は、おもに国王からのものと、教団からのものがある。より優先されるのは教団からのもので、これは勇者が世界に呼ばれた存在であり、国の所属ではないと示す意味がある。

　そしてそれを逆手に取り、教団に口利きをして、自領を優先して守るように働きかけていた者がいたということらしい。

「そうですね。問題としては単純に、教団で自由にできる勇者がいなくなったため、その方々の収入がひとつ減ったということかと。ケント殿はもう、勇者ではない。国からの要請も教団からの要請も、聞く必要はありません。異形ではない敵を、倒しに行く必要はないわけですからね」

　シェパード司祭は、そう言って苦いものでも口に含んだように、顔をしかめた。

「そもそも、私たちは冒険者ギルドと賢者ギルドの双方によって、異形交じりの敵の居場所は常に報告を受けています。教団や国王からの依頼については、いずれ倒しに行くことは変わりませんが、その順番についてご自身の血族の縁を持ち出し、融通を図る者がいたことは把握しておりました。大体行っていたのは貴族出身者でしたが、中には金で融通を図る者がいたと。そういうことですね」

「で、そいつら、新しい勇者を作って、その仕組みを新しく作りたいわけか？」

「そのようです。そのために今回、貴族系の聖職者も巻き込んで、金の力で強引な勇者召喚を行ったのでしょうね」

　それを聞いた父は、大きくため息をつき、タクトに視線を向ける。

「召喚は成った。だが、その召喚が正規のものではないと判明することはよろしくない。だからタクトを連れて行こうとしている。そんなところか？」

　それを聞いたタクトは、ギュッと手を握り、なにかに耐えているようだった。

「タクトだが……ドリアーヌの魔法は、ほぼ効かなかった」

　父の言葉に、その場の全員が、一瞬タクトに意識を向けた。

「ドリアーヌが言うには、目に見えない膜のようなものがあり、それが魔法を弾いているようなんだが」

「それが、召喚した者たちが中途半端に入れた守護の魔法のせいか、それとも神からの加護がないためかわからない、ということでしょうか」

「どちらにせよ、それでまずいことが判明した。……タクトは、魔法で怪我が治せない。防御の魔法も入れられないため、戦場にはとても出せない」

　その場にいた、タクトとケント以外の三人が息を呑んだ。

「それって……もしかして、病気の治療も難しい？」

「そうだな。病気に関しては、俺は現地病の生まれながらの免疫がないため、神の加護で守っているとしーさんは言っている」

　つまりタクトは、それらに対しても無防備だと言うことだ。

「いよいよとなったら、この場所にしーさんの神社でも作るしかないな。で、しーさんの眷属をタクトにつける」

　レオが冗談めかしてそう告げると、エリカはすぐさま自分の肩に止まっているしーさんに視線を向けた。

「でも……しーさんは、力を使ったら、父さんと一緒にいないと、回復できないんでしょう？　それなのに守護なんてしてたら、父さんが出かけたりしたらあっという間に力を使い果たさない？」

　エリカに付いているしーさんは、そのままでもひと月くらいは守護が可能と言われている。それでも、家に父がいる日は毎日必ず力の補充をしているのだ。

　赤の他人のタクトで、同じようにできるかどうか、疑問でしかない。

「俺がずっと一緒というわけにはいかないだろうからな。やっぱり現実的とは言えないか」

　タクト以外の全員が、唸りながら首を捻る。

　その瞬間、タクトは突然立ち上がり、宿の階段を駆け上っていってしまった。

「タクト君!?」

　そのまま客室のタクトの部屋に入ったらしい。他の客がいない状態だったためか、勢いよく閉めたらしい扉の音が、一階の食堂にまで響いてきた。

「しばらくそっとしておけ。今日のところは、もうなにもできないしな」

　父はそう告げると、最終的な結論を出した。

「やっぱり、少しでも記憶を補強して力を長引かせながら変換方法を探すか、もしくはこの世界の加護を得るかのどちらかを目指すしかないか」

「記憶の補強……料理のこと？」

「ああ。お前とレオで、研究してやってくれ。しばらく俺のは構わない。普通に今まで作ってくれたもので、十分補強できてるしな」

「うん……。あ、今日も、カップケーキができたの。レオが完成させてくれたのよ」

　エリカは父に報告し、そのカップケーキを父の分も用意した。

「……懐かしいな。カップケーキなんて、こっちでもありそうなものなのに、そういや見たことがなかったな」

　そう言って微笑む父を見て、エリカは笑う。

「父さんがそう言うなら、成功かな。せっかくだし、タクト君にも渡してくる」

「もう夜だぞ？」

「男の子だもの、夜にお腹がすくこともあるかもしれないでしょ？」

　エリカは、カップケーキを清潔なハンカチで包み、タクトの部屋へと向かった。

　今、この階には、タクトしかいない。もしかしたら、それも気が滅入る原因かななどと思いつつ、タクトの部屋の扉をノックする。

「タクト君、ちょっといい？」

　しかし、声をかけてもノックをしても、まったく反応はなかった。

　もう寝てしまったのかもしれない。それならあまり騒いでも仕方ないだろう。

　エリカは、ドアのノブにカップケーキを引っかけた。そして、いつもレシピをメモするためにポケットに入れてあるペンと紙に、気が向いたら食べてほしいと書き込むと、そのメモを扉の下から差し込んだ。

　そしてドアノブにハンカチで包んだカップケーキをぶら下げると、そのまま引き上げていった。

　しかし翌日、その部屋からタクトの姿は煙のごとく消え去ってしまっていたのだった。










第四章




　姿が消えたタクトの部屋の机の上には、昨夜エリカが書いた日本語のメモがあった。

　扉のノブに引っかけておいたカップケーキもなくなっており、エリカが昨夜この部屋に来た時点では、中にタクトがいたことが推測できる。

「夜中に外に出たのかしら」

「俺は感じなかったんだけど……。しーさんは、なにもわからなかった？」

　共にタクトを探しに来たレオが、エリカの肩にいるしーさんに問いかける。

『わからなかったよ。と言うかあの子は、僕の加護がないから、見えにくいんだよ』

　しーさんが、エリカの肩でそわそわとしながらそう答える。

　大しーさんと父、シェパード司祭は、タクトの行方を捜すために現在外を見て回っている。

　おそらく魔法の反発でここに飛ばされてきたタクトが、ここから王都までの道のりはもちろん、一番近い町の存在すら知っているのかわからない。

　しかも丸腰で、せいぜい木の枝くらいしか武器になりそうもない。

「……この辺りは深夜になると真っ暗になるし、道なんてちっとも知らないはずなのに」

　エリカは、目に見えて落ち込んでいた。

　いつものように目覚め、調理場を清め、そして朝食作りをして、タクトに朝食の知らせをと思いノックをしたところ、何度やっても反応がなかったため、中に入って確認してみたら、部屋がもぬけの殻だったのである。

　もともと、タクトがここに来た時に身に着けていたのは、布だけ上等な、簡素な貫頭衣だった。それ以外は靴すら履いていなかったため、タクト自身の荷物はほとんどない。

　今タクトの荷物と言えるのは、父のお下がりで、エリカが夜なべして直した服と、ハイドリヒが作ったベルトとポーチ。

　それ以外は、昨日ダンジョンに入る際、必需品の火打ち石と火口箱くらいは渡されたかもしれないが、大体腰のポーチに入るくらいの品だった。それらはすべて持ち出しているらしく、ここには最初に着ていた貫頭衣しか残っていない。

　例えばこれがもう少し人の多いレントの町ならば、ベイカーさんの店もあり食べ物も飲み物も手に入れるのは容易だったろう。他にも店はいろいろあるから旅支度も楽に済む。けれどエナガ亭では、それもままならないのだ。

　タクトが傷ついていたのは、エリカにも十分、わかっていた。

　意味もわからないまま引きずり込まれた世界で、その強引さの煽りを最も受けたのはタクトだろう。

　この世界に召喚されるのは、すべて勇者とされている。それなのに、タクトだけがそうはなれなかった。

　自分には見えず、さらには努力でどうしようもない部分で勇者にはなれないと突きつけられた。それで傷つかないというのは、どれほど鋼の心を持てばいいのかという話だ。

　慰める言葉もなく、そっとしておこうと思ったのがいけなかったのか。

　けれど、タクトが消えた今、もっと他にやりようがあったのではないかと、あれこれ考えてつい立ち止まってしまう。

　思い悩むエリカの隣で、レオが心配そうに肩を叩く。

「エリカ、ここにはもう手掛かりはなさそうだ。一階でケントさんとシェパード司祭を待とう」

　エリカが顔を上げると、いつも見守ってくれている視線が、今日は心配そうにゆれている。それを見て、エリカは素直に頷いた。

「うん……」

　そうしてこの部屋はそのままにするべく、鍵を閉めた。




　外に出ていた父とシェパード司祭が帰って来たので、いったん朝食にするためにテーブルに着く。

　あらためて今日の朝食のリゾットを温め、食卓の上に並べた。

「森のそばに、馬車がいたらしい。それに乗った気配がある」

「……馬車？」

　エリカが意外な存在に首を傾げている間、レオとシェパード司祭が顔を見合わせ、しかめた。

「それは昨日、ケントさんにタクト君の誘拐の嫌疑をかけて捕まえようとしていたやつの馬車かな？」

「昨日の今日だ。森に隠れて機会を窺っていたんだろうな」

　父が苦々しい表情でそう呟く。

「森って、あの、ここから十分ほど離れたところにある？」

「ああ。そこにベイカーの乗る馬車とは違う車幅の車輪の跡と、数人の足跡があった。ひとりの跡は革靴だが、残りふたりとタクトの靴は、すべり止め付きの武装用の靴だ。人数的にも、間違いはないだろうな」

　エリカは言葉をなくし、動揺が表れたようにリゾットを入れた木の器に匙が当たって大きな音が鳴る。

「大丈夫、とは言いづらいが、抵抗はしていない。足跡からすると、自ら馬車に乗ったんだろう。それなら、少なくとも悪い扱いを受けるわけじゃない」

「でも、最初に服や鞄を奪われたって思っている相手に、そんな簡単に身を預けるかな。薬で眠らされた疑いもあるみたいだったし……」

　そう呟いたエリカに、シェパード司祭は首を横に振って落ち着くように促した。

「案外、その服や鞄を取り戻しに行ったのかもしれませんよ。私たちがさんざん、記憶の補強について会話をしていたのを聞いていたのですから。この世界にあって、一緒にこちらにやってきた道具や服は、それこそ記憶の縁となるでしょうからね」

　穏やかな笑みを見て、エリカは確かに心が落ち着くのを感じた。

　これまではただどうしようと混乱していたが、今はそれよりもこれからどうするかと考えられるようになっている。

　確かに、奪われたものを取り返すには、相手の懐に飛び込むしかないだろう。だが、それはあくまでここを飛び出した先に、たまたま教団の馬車がいたという結果論だ。

　タクトが思わず飛び出してしまうほど、この場所にいることが苦痛だったという事実は覆せない気がした。

　再びエリカが思い悩みはじめると、しーさんが勇気づけるように首元で鳴きながら擦り寄ってくる。そのくすぐったい感触に、思わず笑みが浮かぶ。

「……よし。いつか絶対に、タクト君にロールキャベツのおでん、食べてもらう！」

「エリカ？」

　突然の宣言に、レオが不思議そうな顔をした。

「キャベツは、できるならダンジョンで探したかったけど、似ている野菜ならこっちにもある。醤油味は難しいかもしれないけど、出汁といくつかの調味料でなんとかならないか、研究する。……タクト君は、教団にいる。それがわかっているなら、会えるように努力する。ロールキャベツができましたって、いつか日本語で手紙を書く」

　エリカの宣言を聞いていた三人は、一瞬虚を突かれたような表情をしていたが、次第に顔が笑み崩れてきた。

　最終的に、真っ先に笑いはじめたのはレオだった。

「すごい、前向きなんだか後ろ向きなんだか、わからない！」

「取り返しに行こうとか言われたらどうするか、考えていましたが……」

「取り返す方法があるんですか？」

　エリカが純粋に好奇心で口にすると、シェパード司祭は苦笑しながら告げる。

「正直、難しいですね。そもそも、連れて行った先が本当に大神殿なのかがわかりません。ただ、今回は連れて行った司祭はわかっていますし、その司祭を探して、あとは魔法を使えば居場所を特定するのは容易かと思いますが……」

「ただし俺らがそのまま連れ出しに行けば、間違いなく今度こそ誘拐犯になるな」

　そうだろうなとエリカですら思う。

「手紙とか、面会とかも、無理かな」

「しばらくは隔離されるだろうからな。外部と連絡を取らせるなんてするかな？」

　父はそう言いながらシェパード司祭に視線を向けた。

「無理でしょうね。ですが、一瞬だけでよければ、会える可能性はあります」

　エリカの視線は、今も笑顔のシェパード司祭に向けられている。いつも通りの笑顔で、はっきりと司祭は言い放った。

「仮にも勇者として召喚して、勇者として立てたい相手を、猊下に拝はい謁えつなしではいられないでしょう。少なくとも、その拝謁の日には、大神殿にタクト君を連れて行かなければならない。その日がわかれば、同時にケント殿が拝謁を申し入れればいいんです。元勇者ならば、猊下はすぐに面会の予定を立ててくださいますからね」

「……できるか？　少なくとも教皇には、タクトについて説明しておかなきゃならない。加護がなく、怪我にも病気にも無防備だってな」

　確かに、それは絶対に必要である。たとえタクト自身に恨まれようとも、伝えておかなければ命に関わるだろう。

　この世界の治療法は、魔法があるためそれほど進んではいない。

　貴族たちは魔法を使う者たちをそばに置き、怪我も病気も治癒魔法を使って癒やすし、そうでない平民たちは、薬師の作る薬に頼って、後は寝て治す。

　しかし、薬を飲んで寝ていれば治るのは、もとから免疫があるこの世界の住民だからこそだ。同じことをタクトが行えば、あっという間に重体となる可能性が高い。

「まずは猊下の付き人をしている知人に連絡してみます。返事は少しかかるかもしれませんが……」

　そしてシェパード司祭は、勇者召喚とタクトに関する報告書の仕上げと共に、急ぎ事情を説明し、近々教皇に拝謁したい旨を伝える手紙をしたためるために部屋へと戻る。それを見送り、父は大しーさんを肩に乗せると近くを見てくると言って部屋を出て行った。おそらく父は、狩りがてら近くを見回るつもりなのだろう。エリカはそれを見送ると、レオと並んでテーブルの上を片付け、調理場へと戻った。




　エリカとレオは、今日も来ない客は諦めて、さっそく食材を調べるための資料を調理場のテーブルに並べ、向かい合って本を端から見はじめた。

　今日はしーさんもテーブルの上で遊んでいたのだが、さっそく疲れたらしくエリカの肩に戻ってうとうとしていた。

「挽き肉って、牛、豚の合い挽きだと思うのよね」

「豚はわかるとして、牛か……。そう言えば、前に、ビーフシチューって作ってたよね。あの時の材料が牛って言ってなかったっけ」

　レオが、手にしていた過去のレシピ帳から視線を上げそう尋ねる。

「来たばかりの頃のメニューなんかよく覚えてたわね。材料はレゴーノ肉よ」

　レゴーノ肉は、レゴーノという場所で昔から育てられていた、しーさん曰くあちらの世界の水牛とよく似た種類らしい。

　基本的に大人しく、開墾作業で使った野生種をそのまま飼い続けて繁殖させたのが始まりだと聞いている。

　大人しくはあるが、体の大きさがエリカの知る乳牛の五割増しくらいの大きさとなっているため、ちょっと懐いてくるだけで吹っ飛ばされ、飼育には怪我が絶えない。角も特徴的で、合計四本、大角が二本と、大角の付け根から支えるように伸びる副角と呼ばれる小さな角が付いているらしい。

　この乳で作られたレゴーノチーズの方が有名だったのだが、ここ最近肉も出回っていると聞き、王都に行った時に、父に魔法で冷凍して持ち帰ってもらったのである。

　当然ながら大変珍しい肉で、まず普通の商店では扱っていない。

「レゴーノ肉か……昔の修業先で、一度調理しているのを見たかな」

　エリカは、レオの修業先については詮索したことがなかった。どこで修業したかではなく、料理の腕を確かめて雇ったためだ。

　レオにしっかり調理の技術を仕込んでくれた修業先について感謝しているが、本人が話題にしないものを聞くのはどうかと思っていた。

「どう調理してた？」

「レゴーノ地方の食べ方として、スープ煮にしてたかな」

　レオの答えに、エリカは以前自分が作ったシチューを思い浮かべ、これならいけるかと頷いた。

「そっか、やっぱり煮込む料理が合うってことかな。……どこに行けば手に入るんだろう。前に父さんは、すごく偉い人のところで譲ってもらったって言ってたけど」

　その偉い人がどこの誰だか、エリカにはわからない。

　だが、レオはなんとなくその譲ってもらった相手と自分の修業先が同一の予感がした。あまり身分を気にしないさすがのケントも、一応枢機卿を『すごく偉い人』の範疇に入れているだろうと信じたい。

「王都の近くで、飼育を始めたところがあるらしい。王都に行けば、案外手に入るんじゃないかな」

「ふむふむ……じゃあ、レゴーノ肉は、候補に入れておこう」

　レゴーノ肉があれば、ハンバーグとステーキもできる。王都で手に入るなら、父にまとめて買っておいてもらって、保管部屋ごと冷凍漬けにしておくのもありかもしれないと思う。

「あとはキャベツと……うーん、一応香辛料も見てみないとダメかな」

　首を傾げ、メモを取るエリカの隣で、レオは宝箱から出てきたレシピ本を見ている。

　現在見ているのは、『初心者のための料理のいろは』とタイトルが書かれている本だ。その食材の項目を眺めながら、まず見た目でこの世界と似た食材を見つけていく。

　それぞれの食材、道具などには、すべてエリカによる注釈が入れられており、文字がわからなくても理解できるようになっている。

「キャベツって、前に見つけたレタスの代理ではダメなの？」

「ダメだねぇ……まったく別の植物だから、使ったとしても、まったく別の料理になっちゃう」

　エリカは、今は思い出せるかぎりのおでんの材料を書き出している。

　指定がおでんのロールキャベツであるなら、他の食材も必要になるだろう。それにおでんは、各素材から出たうまみも出汁に溶け込むからこそ、長く煮ると美味しさが増すと思うのだ。

「……海の魚かぁ。海はさすがに遠いよねぇ」

「魚？」

　レオは不思議そうにメモを見て、さらに本を見て確認している。

「どれが魚を使ってるの？」

「このちくわって言うのと、ゴボウ天とはんぺんが、魚を原料としているわね」

　そしてレオは本でその三種類の写真を見つけて首を傾げた。

「魚……？」

「魚のすり身を、揚げたり焼いたり蒸したりして作るの。それぞれ製法が違うから、別の見た目になってるけど、材料は基本的にみんな魚よ。ゴボウ天は、ゴボウが入っているけど」

「ゴボウ……あ。それ前に探してたよね。結局なにを代用したんだっけ」

　レオはそう言いながら、昔のレシピを探す。

「あった。ゴボウの代用……ネランの根？　あれ、食べられるものなのか？」

　驚くほど顔をしかめたレオを見て、さもありなんとエリカは頷いた。

　ネランというのは、この世界では胃薬の名前だ。葉と茎を煎じて飲むが、これがとてつもなく苦くて渋い。ひとなめしただけでその苦さと渋さがわかるためか、初めて飲む人は飲んだ瞬間、意識を飛ばすか毒を盛られたと大騒ぎをするのが定番となっている。

　しかし、煎じ薬を茶碗一杯飲むだけで大体の胃の不調は治まるため、成人したら問答無用でこの薬を処方されてしまうのだ。

　一応子供用には、効果はほどほどだが、味の癖が少ないハシュランという別の植物の花を煎じて、甘く味付けたシロップが三日分処方される。

　ちなみにエリカは、このエナガ亭に移住した十三歳の頃から、ネランの煎じ薬を飲んでいた。なにせ、このエナガ亭の近くでも大量に取れるほど、身近な植物でもあるのだ。

「ネランも、慣れれば普通に飲めると思うんだけどね。前回のは再現に至らなかったけど、今回はいけるかしら」

　そう言って笑いながら、用意する材料にネランの根を書き加える。

「今回は、材料が多いね」

「そりゃあね」

　エリカは、レオが見ていた本の中の、おでんの項目のページを開き、その写真を見せる。

「……これ、いつも寒くなったら作る鍋料理より、具が多くない？」

「具の数はそれほど変わらないと思うけど、下処理はおでんの方が圧倒的に多いかな」

　エリカは、タクトが上げた具の一つひとつに、材料や調理法を書いていく。

「……もち巾着は、今のところ無理ね。餅米も大豆もないから」

　大豆は、ダンジョンでもこの世界でも、最優先で探している。ひとまず町に売っていた豆はひと通り試してみたし、しーさんにも聞いていたが、大豆やその代わりとなるような豆はまったくなかった。

「こんにゃくも作り方がよくわからないから、芋があっても無理かな。後でしーさんにも聞いてみないと。大根も今のところないのよね……これこそ、ダンジョンから出てきてほしいんだけど」

　どれどれとレオが本を見て、あれ、と呟く。

「これ、ルッシェじゃないの？」

　その呟きに、エリカは首を傾げて問いかけた。

「そのルッシェは、根っこを食べる植物？」

「ああ。白くて、俺の肘から下くらいの長さ。太さは手首くらいかな？　大陸の北部、雪深い地方で冬場の食料としてよく食べる。味は淡泊で、汁物の具にすることが多い」

「似てる、かもしれない」

　その特徴を聞けば、大根と確かによく似ているが、風味が違う可能性もあるかと考えた。とにかく、入手して調理して、それで初めてわかることだ。

「レオはそれをどこで食べたの？　入手先は？」

　前のめりのエリカに詰め寄られたレオは、エリカがバランスを崩さないようさりげなく支えながら、しばらく考え込んだ。

「んー。食べたのは騎士だった頃の冬季訓練のために、北部へ向かった時。北部では、冬は肉かルッシェかってくらい、どこででも出てくる野菜だよ。あいにく、王都では見たことがないな」

「そのルッシェって、干して料理に使ってたりもする？」

「うん？　言われてみれば、干して茶色くなったのもあったな。春が近くなって、雪が減った頃にはそれを食べると言われた気がする」

　エリカはそれを聞き、ぱっと表情を明るくして、椅子に腰を下ろしてメモに書き込んだ。

「それなら、乾物屋にも聞いてもらおう。生より、乾物の方が保存性があるし、それなら出回っているかも。ベイカーさんにも頼みやすいわ」

　ベイカーは仕入れの時に、乾物屋も回ると聞いている。乾物としてなら手に入るかもしれないので、味を見て、大根の代わりになるとなれば、栽培についても考えようと決めた。

「乾物でいいの？　この写真見たら、乾物じゃないっぽいけど」

「大根は、あちらの世界でも乾物にして食べてたから、まずは乾物の料理を試して、代用ができると思えば、あらためて生での入手を考える」

　そうして、ひとまず必要なものを書き出したメモを片手に、自宅の食料庫で次にベイカーに注文する品を決定する。

「やっぱり、食材はほとんど減らないな」

「まあでも、これはある意味、研究用だから」

　そう言いながら、ふたりでついでに今日の夕食用の食材も集め、食料庫を出る。

「……いつになったら、お客さんまた来るようになるかしら」

　勇者が召喚されたから、と言う理由で冒険者が王都に集まるようになったのなら、肝心の勇者が戦えない状況だと、今、どういうことになっているのだろうか。

　エリカとしては、おそらく今、ひとりで頑張っているだろうタクトが、危険を避けられるように祈りつつ、王都に集中してしまった魔物の討伐依頼がどうなっているのか、不安になった。

「今は王都に集まった依頼をギルドで捌いている最中だろうからねぇ。訓練とか、そんなのんびりした依頼を受けるようなギルドに登録したての初心者たちも、その手伝いで駆り出されてるだろうから、なかなか来ないだろうね」

「……どうして初心者が手伝いを？　強い人たちが、初心者を手伝うならわかるけど」

　エリカが疑問をぶつけると、レオは取り出した食材を処理しながら、簡単に答えてくれた。

「荷物持ちだよ。強い魔物って、基本人里離れた場所にいることが多いから、倒す場合安全圏に拠点を作って、何日もかけて討伐することが多いんだ。その拠点の維持と雑用、荷運びの馬車の護衛が初心者たちの主な仕事になる」

「へえ……そんな仕事もあるのね」

　エリカがレオの隣で干したキノコを水につけながら、そう答えた時、新たな声が入り口で響く。

「ただいま～」

「ドリアーヌさん！」

　声を聞いた瞬間、肩で寝ていたしーさんを、落とさないように手にすくい上げ、そのまま玄関へと駆け出した。

「お帰りなさい、ドリアーヌさん、ハイドリヒさん！」

「よう、ただいま。それでタクトの件、どうなった？」

　そうハイドリヒから質問され、みるみるエリカの元気はしぼんでいった。

「え？　あの、いったいなにがあった？」

　ハイドリヒが、慌ててきょろきょろと周囲を見回していたところで、一点を見つめていたドリアーヌがエリカに告げる。

「……タクトは出て行ったのね？」

「はい……」

「それって、ケントをダンジョンから呼び出した理由がらみか」

「はい……」

　エリカは、昔から父に、このふたりには質問されたらできるだけ正直に答えるようにと言い聞かされて育ってきた。いざという時、父とエリカを守るために、このふたりには情報を与えておく方がいいと父が判断したためだ。

　今日も、隠すことなくなにがあったのかをふたりに説明し、結果としてタクトは教団から来ていたと思われる人たちの馬車で共に行ったらしいと説明した。

「それは、危ないわね。あの子、治癒魔法も防御魔法も、ほとんど効果がないのに」

「ケントですら、過剰なくらいしーさんが守ってるのは、こっちの世界とあっちの世界では、病の種類が違うからだと言っていたぞ。タクトに神の祝福がないってことは、守ってくれるものがないって言ってるも同然だろう。まだしーさんがそばにいれば守る方法があったかもしれないのに、なにやってるんだあいつは……」

　ふたりの言葉に、エリカは俯きながら首を横に振る。

「タクト君は、悔しそうでした。その悔しさの理由は聞けなかったので推測しかできません。でも、できるなら直接聞かせてほしかったなとは思います。……教団には、タクト君がこちらに来た時に身に着けていた服と鞄が奪われたままになっていますから、取り返したかったんじゃないかとシェパード司祭は言ってらしたんですけど」

「ああ、確かにそれはあるかもしれないわ。ケントだって、ここに来た当初の荷物は、まだ持っているはず。鞄が魔法の鞄になって、服がいくらでもしまえるようになるまで、ずっと服は変えなかったくらい、こだわっていたもの」

「記憶が力になるとさんざん聞かせたから、余計に荷物にはこだわったのかもなぁ。まだ残ってりゃいいんだが」

　ハイドリヒの言葉に、エリカも深々と頷いた。

「だからせめて、次に会えた時に、私も記憶の維持の力になれるように、タクト君が言ってた料理を再現できるように頑張るつもりです」

　エリカが顔を上げ、落ち込みながらもはっきりとした宣言をしたのを見て、ふたりも安堵の表情で頷いた。

「それなら、これも役に立つかな？　ほら、米」

「広範囲にわたって、ぽつぽつと生えていたわ。生え具合もまばらで、まとまっては収穫できないみたい。今はあるものをできるだけ収穫してきたわ」

　ドリアーヌとハイドリヒが、ふたりがかりで摘んできてくれた稲穂は、小さな麻袋一杯分あった。前回ハイドリヒが摘んできたものを合わせて大体五キロくらいになるだろうか。

　ここから、脱穀して籾もみ殻がらを取り去り、玄米を精米して、ようやく食べられる。

　山菜のあく抜きに、精米時に出てくるぬかが利用できるかもしれないので、それも取っておかなくてはならない。

　さっそくエリカは、調理場へと向かった。

「レオ、米が来たの！　私はしばらく、これにかかりきりになるわね」

　エリカのそんな一方的とも言える宣言を、レオは笑って受け入れた。

「念願の米だもんな。仰せのままに」

「ありがとう!!　しーさん、起きて！　お米が来たわ！」

　エリカの手の中で眠っていたしーさんは、エリカの元気な声で目を覚ました。伸びをしてエリカの肩に止まったところで、ハッとなにかに気付いたようにエリカの肩から飛び出した。

『お米!!』

「そうよ、しーさん！」

　ひとりと一匹が、喜びで小躍りしている様を、他の三人は微笑ましく見守っていたのだった。




　そうやって小躍りしていたエリカだったが、米はそのままだと多くの水分を含んでおり、何日か天日干しをしてから精米をした方がいいらしい。

　そんなわけで、エリカは中庭のダンジョン前に、ゴザを敷いて稲穂を重ならないように敷き詰めた。

　ゴザの上には、番犬ならぬ番鳥しーさんが、さっそくキリッとした表情で、レオと同じくらい大きくなって立っている。

「……しーさん、あんまり無理しなくても、この辺は小鳥も飛ばないわ！　あんまり大きくなったら、力を使い果たしちゃうわよ！」

『ダメだよ！　この地方の小鳥が米の味を覚えたら、絶対仲間も連れて帰ってくるよ！　万が一にも味を覚えさせちゃ、ダメなんだよ！　最初にしっかりしないと、お米が根こそぎ奪われかねないよ！』

　あまりにも力強い言葉に、エリカは納得するしかない。

「そ、そう？」

　他ならぬ神鳥の言い分なので、こうなったら任せるしかない。エリカは、ひとまず素直に聞きながら、ゴザの上でしーさんに、今後のお米の作業について説明を受けていた。

「じゃあ、脱穀して、もみすりして、玄米を精米して、ようやく食べられるのね？」

『まず、脱穀は、穂から籾を取る作業。細い隙間を勢いよく通すことで、米と穂がわかれるよ』

　ふむふむ、とメモを取りながら、どんな道具を使えばいいのか考えた。

「これから頻繁に脱穀するなら、専用の道具を作ってしまおうか」

『そうだね！　それはとてもいい考えだよ！』

　嬉しそうなしーさんの声に、レント村の道具屋に出す注文書を書くために、しーさんに古い脱穀の道具を教えてもらう。

　千歯こきの仕様を教えてもらいながら、絵での説明も加えてわかりやすく書いておく。

「でも、今回は間に合わないから、手でやらないとダメなのね」

『コップや茶碗の縁を使ってけずるようにやれば、取りやすいよ。手でやるなら、力のあるレオにもやってもらえばいいよ！』

　そんなしーさんの意見を取り入れ、エリカは調理場に向かい声をあげた。

「レオ！　ちょっと手伝ってほしいんだけど」

　エリカが声をかけると、すぐにレオが中庭に姿を見せた。

　レオは大きくなったしーさんに一瞬ひるんだが、そのまま歩みは止めず、エリカの隣に座った。

「ありがとう、レオ。時間大丈夫だった？」

「ああ、在庫の確認は終わってたからな。それでなにすればいい」

　エリカが作業を説明すると、レオは不思議そうに手渡された茶碗を持ち、作業を始めた。

「これ、麦の脱穀と同じにはできないのか？」

「どうかな。できるような気もするんだけど、しーさんが説明する通りにひとまずやってみないとと思って」

　エリカはそう説明すると、チラリとしーさんに視線を向ける。

　しーさんは、大きくなって番鳥しながら、目を見開き、お米をジッと見つめていた。

　その様子を目にして、しーさんから並々ならぬ熱意を感じると、レオも口をつぐんだ。

「しーさん、後でお米はお供えするね。だから、もうしばらく、我慢してね？」

『食べないよ！　ちゃんと守るからね！』

　キリッとした表情でそう言ってくれるのだが、結局天日干しをしている間中、視線を外すことなく米をうっとりと見続けていた。

「……あの、しーさん、稲穂ひとつだけ、先に味見してみる？」

　その瞬間、しーさんはぐりんとエリカに顔を向けた。

『た、食べ……いやっ、まだ乾燥してないしっ。どうせなら、美味しく食べたいしっ』

　しーさんが、そういいながらエリカの手元を凝視している。その視線は、まるで鷹のように鋭い。

「私たちはまだ食べて確認できないから、しーさんが先に食べて、日本のお米と同じように食べられるか確認してくれるとうれしいな」

　エリカが笑顔でそう告げると、しーさんはあっさり笑顔になり、元気に宣言した。

『だったら食べる～ジュチチ！』

　大喜びで食べ始めたしーさんの勢いに、驚いたように身じろぎながら、レオは思わずといったふうにつぶやいた。

「この勢いでしーさん二匹に食べられたら、人の口に入る前に一瞬で米が消えそうだ」

『食べないよ！　ちゃんとお供えされたのしか食べないよ！』

　チュチチチチ！　チチチ！

　突然始まった巨大しーさんの抗議にレオが押される様子を見て、エリカは苦笑しながら割って入った。

「わかってるわよ、しーさん。はい、もうひとつお供えするから、頑張ってお米を守ってね」

　そうして稲穂を渡すと、しーさんは再び大喜びで鳴きながら食べ始めた。それを笑顔で眺めながら、レオとふたりで地道な作業をこなすエリカだった。




　見回りを終え、帰ってきた父に、中庭でゴザに広げた稲穂を見せながら、今日の作業について報告する。

「……というわけで、脱穀の手伝いをレオにお願いしたの」

「ああ！　懐かしいな。昔理科の実験で、米を作って脱穀したんだ」

　嬉しそうに笑った父に、あ、とエリカは声をあげた。

　――記憶の補強は、これでもいいのだ。

　理科の実験、という言葉で、エリカはこの米がなんのために必要だったのか、その本分を思い出した。

「父さんの学校では、そんな授業があったの？」

「ああ。バケツで植えてな。どんどん稲穂が垂れ下がっていくのを見ながら、稲刈りが楽しみだったな。でも、バケツでできた米はほんのちょっとで。広い田んぼで作って、ようやく日頃食べる量ができるのかって、そう思ったんだ。本当に、ひと口分くらいしかできなかったからな」

「へぇ。私のところでは、そんな授業はなかったなぁ」

　ふたりで会話をしながら、米を自分で作った思い出を懐かしむ父は、今日レオが作業した稲籾を手に、懐かしそうに目をすがめていた。

　結局、翌日から、米に関する作業は、ほぼ父が行った。父があちらの世界で思い出す事柄は、すべて父の力になる。そのため、父が作業を行い、その行程の説明をメモに残してくれることになったのだ。

　籾の乾燥が終わったのが、収穫から四日目。連日天気で、雨が降らなかったため、少し早く済んだらしい。

　父は、木の器と、適当な石を布でくるんだもので綺麗に籾から籾殻を外して、あっという間に玄米にした。

　それを精米し、食べられるようにするのはエリカの仕事だ。

　エリカはしーさんの言うままに、適当な乾いた瓶に玄米を入れ、そこに棒をひたすら突き入れることで精米していく。

　ずっとしーさんが付いていて、細かく説明してくれるので迷いなく作業ができるのだが、もしこれでしーさんが手伝ってくれなければ、米を手に入れてもどうやって食べられる状態になるのか、わからなかったかもしれない。

　しーさんは、父の神鳥だ。その役割は、氏神の力が及ばない他の神の支配地で、父の生活が少しでも快適なように手伝うこと。

　父の知識が追いつかなければ、しーさんはその記憶を補助するように助けてくれる。生き字引という言葉を体現しているのがしーさんなのだ。

「しーさん、前に、醤油は材料を揃えたら、神様にお願いするって言ってたけど、そんなことをして、しーさんの体は縮まない？」

『大丈夫だよ。お米ももらってしーさんパワーアップしたんだよ！　だから大丈夫だよ！』

　嬉しそうなしーさん相手に、エリカはさらに米を追加してお供えしたのだった。




　その翌日、いよいよ米を炊くことになり、しーさんは机の上からエリカとレオに説明していた。

　エリカは、鍋料理のために特別に作った土鍋を取り出し、仕度をする。

『まず、米を洗ってしばらく吸水させるんだよ。お水は、お米の分量の二割増しで……』

「しばらく……」

　しーさんの説明をメモしながら、レオが首を傾げる。

『二、三十分くらいだよ。保存のために乾燥させたけど、炊く時はお水を含ませてからの方が中までふんわり炊けるから』

　しーさんの説明をしっかり守り、鍋に吸水させた米を水ごと入れ、火を入れる。

「火加減は私が見ているから、レオは他のおかずを作っておいてくれる？」

「ん、了解。後でもう一回、火加減については説明よろしく」

　そう言って、レオはすぐさま卵を取り出し、エリカ直伝の卵焼きを作りはじめる。

　レオの卵焼きの味は、エリカの作るものとまったく同じだ。

　ただ、火加減などはレオの方が上手だ。エリカもさすがに今は竈での調理に慣れたが、以前は火を起こすことすらできなかったのである。

『エリカ、そろそろ火を弱めて』

「はーい」

　エリカは、鍋を持ち上げ、鍋と竈の火の間に五徳を置き、火から少し離した。

「しーさん、これ、ものすごく重いお釜とかで炊いた場合、直接火を崩して小さくするの？」

『うん、そうだよ』

　そんな風にしーさんと会話をしながら、米の炊き方のレシピを埋めていく。

　レシピさえあれば、この世界の人々でも調理はできる。エリカがしなければならないのは、実際に調理してちゃんと理想通りに調理できるか、その確認と言ってもいい。

　そして、炊き上がり、火を止めた時、突然カウンターから「ごめんください～」と声がかかったのである。

「……え？　は～い、ただいま！」

　調理場を出たエリカが見たのは、新人とおぼしき少年四人と、二十代前半と思われるふたり組の男性の冒険者たちだった。

「僕たち、こちらでダンジョンの訓練ができると聞いてきたんですが、今も入れますか？」

「あ、はい。では説明させていただきますね！」

　客がエナガ亭から離れて、ほぼひと月ほど。ようやく帰ってきたひと組目の客だった。

　エリカは客が戻ってきた喜びから、いつもよりもさらににっこり笑顔で、エナガ亭のダンジョンについて説明していく。

「こちらのダンジョンは、上部二階層は、敵は出ずに罠しかありません。そこから先は、大鼠を始めとした、野生動物が現れます。こちらのダンジョンで出るものは、基本的に食材はすべて当店で買い取り、その他本なども、出た場合は他より高値で受け付けております。入場はおひとり銀貨八枚、三人以上で入る場合はパーティ割りでおひとり銀貨六枚です」

「えっ」

「当ダンジョンは、個人所有のダンジョンですので、入場料が必要なんです。もしお金が足りないようでしたら、この近くの草原で、野生動物を狩っていただき、それを当店で買い取りすることもできますので」

　まだ若く、冒険者ギルドに登録したばかりの人だと、入場料分のお金が足りないこともよくある。そのため、野生動物受付中、なのである。

「羊ですと、一頭銀貨十五枚で買い取ります。兎は一羽銀貨六枚になります」

　金額を伝えると、四人組の少年たちは嬉しそうに笑顔を見せた。

「じゃあ、全員が一羽ずつ兎を狩れば、入れると言うことですね」

「はい、そうなります」

　少年たちは、その説明を聞き、まずは兎を狩ってきますと元気よく外へと駆け出した。

　そして残ったふたりは、視線でなにやら互いに合図を送った後、ひとりがエリカの前に進み出て、銀貨を十六枚机の上にそっと置いた。

「ダンジョンご入場ですか？」

「ああ、俺たちふたりで入りたい。人数制限はないのかな？」

「ございません。では、ご入場と言うことで、こちらにお名前と年齢、出身ギルドをご記入お願いします」

　エリカは、入場帳に書かれた名前を確認し、受付の引き出しの中から鍵を取りだすと、ふたり組を案内するためにカウンターの外に出た。

「レオ、お客様をダンジョンに案内してくるわね」

　一応声をかけると、調理場からレオの了解の返事が聞こえてくる。それを聞いてから、ふたり組を中庭へと案内した。

　エナガ亭の中庭には、野菜畑が広がっている。中央には小道が設けられ、真っ直ぐダンジョンへと向かうことができるようになっている。

　この迷いようがないダンジョンで、封鎖状態になっている入り口の鎖を解き、扉を開けた。

「では、こちらのダンジョンは、これよりお客様のご帰還まで解放いたします。ご武運を」

　エリカはいつもの定型の挨拶をして、客がダンジョンの中へと入る様子をにこやかな笑顔で見守った。

　男ふたりが、ダンジョンの中に降りていくのを確認して、振り返り宿の方へと足を向けた。

　ジュチチチチ！

　その瞬間、なぜかしーさんが鋭い鳴き声をあげた。

「え？」

　慌てて振り返ると、先ほどダンジョンの中に降りたはずの男のひとりが、白い手拭いを手にすぐそばにまで接近しており、エリカに腕を伸ばしていた。

「な、なに。なんですか？」

　身構え、一歩下がるエリカに、その男は舌打ちをしてさっと横へと移動する。すると、その背後にもうひとりの男もおり、その男は今まさに魔法を放とうとしていた。

「や……っ」

　思わず目元と口元を腕で覆い、顔をかばったエリカの肩で、しーさんが先ほどの比ではないほどの激しい鳴き声を鋭く発し、飛び立った。

　ジュチチ！　チチチチ!!

　次の瞬間、目の前の男たちの体が空に浮きあがり、エリカから遠ざかるように吹っ飛んだ。

『敵襲！』

　しーさんが鋭くそう叫び、突然巨大化すると飛び立ち、男たちの方へと飛んでいくと再び先ほどのように吹っ飛ばす。

　しーさんは、男たちよりも大きくなっており、力だけではなく体も使い、威圧しているようだった。

「エリカ!!」

　宿への扉から、鞘に入ったままの剣を手に、レオが中庭に飛び込んでくるのを目にし、エリカは安堵のあまり全身から力が抜けた。

「レオ！」

「しーさん、制圧する！　エリカのところに戻って！」

　レオはそう叫び、そのまま男たちに接近すると、鞘から抜かないまま剣を振い、あっという間にふたりの男を気絶させた。

　チチチ！　ジュチチチチ！

　男たちに対して、まだ警戒している様子だが、しーさんは小さくなりながらエリカのもとへと降りてきて、エリカの手の上にちょこんと乗った。

「しーさん……ありがとう」

　知らない間に涙で潤んだ目を袖口で拭い、まだ震えている手でしーさんを持ち上げたエリカは、しーさんの姿を見て驚き、固まった。

「しーさん……？　なんか、すっごく小さく……なってる!?」

　初め、錯覚かなにかだと思ったけれど、いつもの半分ほどの大きさになっていた。

「やだ、やだしーさん！　消えないで！」

　いつもだって十分小さいのに、さらに半分の大きさになったしーさんは、その小さな体でエリカの肩に飛び乗り、いつものようのエリカの頬にすりついた。

『消えないよ、エリカ！　もう大丈夫！　怖いのはいなくなったよ！』

「まだ怖いわよ！　しーさんが小さくなって、消えてしまわないかと思ったら、怖くてしょうがないわよ！　いっぱい力いる？　どうやったら力をあげられるの？　私の力を全部あげるから、消えないでしーさん！」

　しーさんが消えるかもという初めて直面する恐怖の前に、パニックになったエリカは泣きながらしーさんを再び手につまみ上げ、両手でしーさんを抱きしめる。

　その横で、レオは手際よく、男たち自身が持っていたロープで拘束を終えた。

　男たちを引き摺ってエリカのもとへ辿り着いた時、かつて見たことがないほどの大泣きをしながらしーさんを握りしめるエリカがいた。さらにはエリカの嘆きに引き摺られたのか、しょんぼりして黄昏れるしーさんという、どこから手をつけていいのか少し悩む風景がそこにできあがっていたのだった。




　しーさんからの緊急連絡を受け、父が見回りから急遽帰宅したのは、それから三十分ほど後のことだった。

　父を見た瞬間、エリカはひとまず取るものもとりあえず父に駆け寄り、父の肩にいた大しーさんに、自分のしーさんをむぎゅっとくっつけた。

「……えらく縮んだもんだなぁ」

「しーさん、わたしを助けようと、して……っ。このまま小さくなってっ、消えちゃったらどうしようって！」

「泣きながら必死の形相でなにを言うのかと思ったら……大丈夫だ、消えてもまたすぐ同じしーさんが出てくるから。だからぎゅうぎゅうこっちのしーさんに押しつけるな」

　父はあっさりそう言うと、エリカの手から小さくなったしーさんを取り上げて、ひょいっと自分の肩に乗せた。

　大しーさんは、ようやくエリカからの圧が消えてホッとしたのか、あらためて小さくなって動かないエリカのしーさんを、卵を温める親鳥のように自身の胸元にしまい込んだ。

　ふわふわと膨らんだ胸元が、しばらくもふもふと小刻みに揺れたかと思ったら、再びすっくと立ち上がった大しーさんの足元で、いつもの大きさに戻ったエリカのしーさんが不思議そうに首を傾げ、エリカを見下ろしていた。

「っ！　しーさぁぁぁん！」

『エリカぁぁ！』

　勢いよく飛んできたしーさんを、エリカはしっかりと受け止め抱きしめる。ひとりと一匹の感動の対面が起こるその横で、父は冷静にエリカの背後にいたレオに問いかけた。

「なにがあった？」

　勇者として長年エリカを留守番させていた父だが、かつてしーさんがここまで消耗するほど力を使った記憶はなかった。

　レオがいて、なぜエリカが戸惑うほど、しーさんがここまで小さくなったのか。

　レオは素直に、中庭にいる招かれざる客を指さした。

「冒険者として、ダンジョンへの挑戦に来たふたり組でした。他四人と同じ馬車で来たので、てっきり同じパーティだと……。エリカは通常の受付業務の後、ダンジョンに案内したところで、襲われました」

「なるほど？」

　父は、エリカが受付のところで書いてもらったダンジョン挑戦者の記名帳を見て、その一点を指さした。

「王都のギルドだと思うんだが、見たことのない地区のものだな。ハイドリヒは？」

「ケントさんとは別の方を見てくると言って、街道の警戒に行きました。ついでにドリアーヌさんは、今朝早く王都のギルドから連絡が来たため、現在も部屋に防音の結界をかけて籠もってます」

「なんか賢者ギルドでも、こっちに聞かせられないやっかいごとが出たのか？　……まあいい。ひとまずそいつらは、ハイドリヒが帰ってくるまで地下に入れておく」

「了解です」

　すぐさま中庭へ続く扉へと足を向けたレオに、父はそうだ、となにかを思いついたように告げる。

「そのふたりと一緒に来た四人には、俺が話を聞く。もしここに帰ってきたら、教えてくれ」

　そう言い置くと、父はまだしーさんと共に無事を喜ぶエリカのもとへ赴き、頭を撫でてから、食堂へと入っていった。




　その日の夕方になり、昼前に送り出した四人組が帰ってきたのを、エリカは再び受付に立ち、出迎えた。

　その手には獲物はなく、しかし表情は明るいため、どうなったのかと思ったら、その四人組の後を追うようにハイドリヒが室内に入ってきた。

「すまん、遅くなった。こいつら四人の獲物は、羊一頭だ。帰る途中で行き会ってな。俺が獲物を預かったんだ」

　そう言ったハイドリヒの重量が軽くなる魔法の袋からずるりと出てきた、おそらく一歳ほどの羊を見て、エリカは四人組にあらためて顔を向けた。

「大物ですね！　おつかれさまでした。では、こちら買い取りということで、よろしいですか？」

「はい！　よろしくお願いします！」

　顔を真っ赤にして、狩りの興奮も冷めやらぬ少年たちが頷いた。

「では、しばらく食堂に入ってお待ちいただけますか？　軽食もありますので、よろしければ召し上がってお待ちください」

　わっと歓声をあげて喜ぶ少年たちを見送って、レオと一緒に羊を査定するために、エリカは調理場の隣に備え付けられた水場へと移動することにした。

「ハイドリヒさん、ちょっと見てもらいたいものがあるんですけど」

　羊を片手に持ち一緒に移動するハイドリヒに、エリカが小脇に抱えていた帳面をめくってみせる。

　今日ここに来たふたりの署名部分を指さしたエリカは、王都の冒険者ギルドで三本指に入る凄腕探索者であるハイドリヒに尋ねた。

「ずばり、このギルド、実在していますか？」

「んん？」

　突然尋ねられた言葉の意味が理解できなかったのか、顔をしかめたハイドリヒは、少し薄暗い廊下で、ランプの光を当てながら署名をまじまじと見つめる。

「……実在は、しているな。ただ、機能してはいないはずだ」

「どういうことです？」

　そこで合流したレオが、ハイドリヒに厳しい表情で問いかけた。

「これは確かに王都にあるが、ケントが召喚された時に城壁外に設置された臨時のギルドだ。あの時は、めちゃくちゃ多くの奴らが冒険者を志願してきて、場外まで行列ができそうだったから、手っ取り早くギルドの登録場所を増やしたんだ。今はギルドの倉庫扱いになっている。一応、今もそのギルドで登録した現役はいるが、今さらそこで新規に登録するようなやつはいない。たとえ当時登録していたとしても、俺やケントと同年代だ。いい年をして、今さらこんな場所に仕事に来るのもおかしな話だ」

　ハイドリヒから聞かされた説明を受け、エリカは表情を剣呑なものに変え、レオはため息交じりに肩を竦めた。

「おい、なにがあった？」

「年齢を見てください」

　エリカが指さした年齢欄には、二十四と書かれている。

　エリカはそれに違和感はなかった。つまり、二十代前半に見えたということだ。

「……なんだこれは？」

　ハイドリヒの目が据わり、レオに向けられた。

「今日のお客さんですよ。このふたり組が、エリカを襲いました」

　ハイドリヒはエリカに視線を向け、上から下まで確認したのち、少しだけ安心したように息を吐いた。

　すぐさま切り替えたように振り返ると、いつもの飄々とした様子はなりをひそめ、真剣な表情でレオに告げる。

「そいつらはどこだ？」

「地下です。尋問はお任せして大丈夫ですか？」

　レオがそう言うやいなや、ハイドリヒは片手をあげ、羊をレオに預けて調理室から繋がる地下室へと向かった。




　エリカは、水場で預かった羊を解体のためにレオと協力して天井から吊しながら、先ほどのハイドリヒの様子を思い出していた。

「……ハイドリヒさん、怒ってたわね」

「あの人、ああ見えて、一応ギルド長と同等の権限があるんだよ。今回は、ギルド員が犯した罪ということになるから、厳しい表情だったんだろう」

　それを聞いて、エリカは静かにレオの顔に視線を向けた。

「え？」

「そうじゃなきゃ、こんな端っこのギルドで、冒険者ギルドの全権限を使える連絡手段があるわけがないじゃないか。王都の中央ギルドとうちくらいだよ、全国のギルドに一気に通信が送れる場所。正直、レントの村より連絡だけなら早く来るくらいだ」

「ええ？」

　今まで、父の冒険者仲間で、気のいいおじさんだと思っていた相手の予想外の顔に驚き、完全に固まったエリカの肩にぽんと手を置き、レオは静かに告げた。

「最強の勇者に付いている仲間が、ただのおじさんなわけないでしょ。ほら、仕事仕事。査定額は基本買い取りの十五。減額点はなし。一歳前後で一番味がいい時期で、外傷がほとんどない。毒の気配もなし、皮の状態もよし。合計で、十八ってところかな」

「承認します。査定額基本十五から、状態を考慮して十八でお支払い、と……」

　ギルドに提出する査定証に、レオとエリカのサインを入れ、お金を持って食堂で待つ四人組のもとへと向かう。

　羊を狩ってきた四人と父は、おにぎりを食べながら、なにやら会話が弾んでいるようだった。

　あの年頃だと、父の勇者時代のことはあまり知らないだろうに、目をキラキラさせて父をうっとりと見つめている。エリカとほぼ同年代の四人組は、エリカが声をかけた瞬間、びくりと体を跳ねさせて、慌てて立ち上がった。

「査定が終わりました。状態のいい羊でしたので、査定額は銀十八となりました。こちら、代表者の方が承認のサインをお願いします」

「は、はは、はい！」

　おっかなびっくりといった様子でサインを行った少年に、羊の買い取り価格の銀十八枚を手渡した。

「本日はどうなさいますか？　ご宿泊ですか？　それともダンジョンに挑戦しますか？」

　ダンジョンは、数日かけて調査するものだ。当然、ダンジョン内での野営も訓練するべき項目だろう。

　そう思ってのエリカの問いかけは、予想外の場所からストップがかかった。

「急ですまないが、明日はダンジョンを閉めることになった」

　父の言葉に、エリカは驚愕の表情でどういうことか視線で問いかけた。

「こちらの都合で、せっかく来てくれた冒険者を断ることになり、すまない。代わりに、次にここに挑戦してくれることがあれば、案内がてら私が一緒にダンジョンに入る。それで許してもらえないか」

「は、はは、はい！　勇者ケントとご一緒できるとは、光栄です！　またひと月後くらいに伺えばいいでしょうか？」

「ああ、約束するよ」

　父は普段は見せない笑顔を四人組に向け、エリカに告げた。

「彼らの宿泊手続きを頼む。明日、王都に向かうなら馬車を出すが、どうする？」

「あ……ありがとうございます！　よければご一緒させてください！」

　そうして四人揃って、お話ありがとうございましたと父に礼を述べたところで、エリカは四人を促しカウンターへと向かう。

　宿泊の手続きと案内を終えたエリカは、再び食堂に顔を出し、おにぎりをかみしめるように味わっていた父の隣に、すとんと腰を下ろした。

「米、うまい……な」

「しーさんのおかげだね」

　エリカも、父の隣でおにぎりをひとつ手にして、ぱくりとひと口かじる。

　それは、間違いなく日本で食べていたうるち米だった。

　ほんのりとした甘みがある米を、ごく単純に塩にぎりにしたものだ。

　レオはその単純な料理に驚き、呆然としていたが、エリカは米を食べるならこれしかないと思っていたし、父もやはり同じ意見だった。

「海苔がないのが残念だ」

　そう言いながら、父が懐かしそうに笑っている。それだけで、エリカはこの一週間の苦労がすべて報われた気がした。

「しーさんたちもありがとう。さすがに脱穀から精米まで、機械じゃなくてもできる方法は知らなかったし、本にもなかったから、助かった」

　しーさんたちは、エリカの感謝の言葉に、ふわりと胸元を膨らませて嬉しそうにチチチと鳴いた。

「……タクト君も、もう少しいてくれたら、ご飯を食べさせてあげられたんだけど」

　日本育ちならば、確実に米は口にしていただろう。特定の記憶には結びついてなくても、懐かしいと思えるなら十分力にもなれたはずだ。

「それにしても父さん、どうして明日ダンジョンを閉めるなんて言ったの？　もしかして前に言ってた、謁見の日のこと？　でもそれなら、いつもの通り私がいるから開けてもいいんじゃないの？」

　エリカは、父が長期間出かけていても、ここで宿を経営している。レオと共に、長年ずっと続けてきた習慣に、突然否を突きつけられたようで首を傾げた。

「もしかして、今日襲ってきた人たちのせい？」

「そうだな。ちなみに謁見の日はまだだ。教皇には、勇者発見の報は入ったようだが、謁見は、まだ勇者がこちらの世界を受け入れていないから、拒否していると伝えられているそうだ」

「謁見を拒否……なんて、できるの？」

「勇者なら、特に問題ないな。とにかく呼ばれたばかりの勇者は、いろんな意味で冷静さを欠いている。話を聞ける状態まで、よっぽど切羽詰まってなければ待ってくれるんだよ」

　その話に、エリカは随分気長なんだなとあらためて感心しつつ、それならどうしてタクトのようなことが起きたのかを不思議に思った。

「まあ、タクトの謁見がまだというなら、先に相談しておくのもいいかと思って、数日以内に王都に向かう予定だったんだが……今回の件があったからな」

　父がそう話す横で、エリカはふと気が付いた。

「あれ、じゃあ、私も王都に行くの？」

「ああ。……エリカは王都まで行くのは、七年ぶりくらいか？　爺さんたちが亡くなってすぐ、レントに移住したしな」

　父がそう言って微笑み、エリカの頭にぽんと手を置いた。

「爺さんたちの宿は、そのまま冒険者ギルドに預けてある。今もギルド員が宿として経営しているが、行ってみるか？」

　その言葉を聞き、エリカは静かに頭を振った。

「外観は見にいこうかなと思うけど、泊まるのはいいや……」

　祖父母との思い出が詰まった宿だが、今は経営者が別の宿だ。中に入れば違和感があるだろうし、すでに家族が経営しているわけではないのだから、最も思い出深い家族用のスペースには当然入れない。

　エリカが中に入って思い出に浸ろうにも、すでに変わりすぎていて無理だろう。

「あ、でも、お爺ちゃんとお婆ちゃん、それに母さんのお墓参りには行けるね」

「ああ、そうだな。母さんにも、花でも持って顔を見せにいってやれよ」

「うん」

　エリカは微笑み、父と王都へ向けて旅をすることを了承した。




　それから、地下室にいたハイドリヒ、そして丸一日飲まず食わずでずっと部屋に籠もっていたドリアーヌが食堂に揃った。さらに気が付けば大型の馬車を借りるためにレントに行っていたシェパード司祭も帰宅し、客人の四人も含め、久しぶりの大人数になった食堂は、賑やかな夕食時を迎えていた。

　久しぶりにレオが腕を振い、豚のワイン煮込みをメインに、野菜のグリル盛り合わせと兎のパテを添えたパンが提供された。

　食事が終わり、客人四人が部屋に引き上げた後、残った六人が食卓のひとつを囲んで額を突き合わせる。

「つまり、私がギルドの爺さまたちの、よく聞き取れないもにょもにょ語りで繰り広げられる会議の内容を必死で把握している間に、エリカが襲われたということかしら？　なんてことなの……今すぐ爺さまたちに永遠の眠りの魔法をかけて人生引退させたくなってきたわ」

「おいやめろ、冗談じゃない」

　ハイドリヒが慌てて止める間も、お怒りのドリアーヌはブチブチと文句を言いながら、さりげなく指先で呪文を空中に書き続けている。日頃にはないほどお怒りだとわかるドリアーヌに、慌ててエリカも手を押さえにかかった。

「大丈夫です、ドリアーヌさん。しーさんが頑張ってくれたし、すぐにレオが制圧してくれて、まったく怪我もなく、びっくりしただけで終わりましたから」

　ただし、しーさんが大量に力を使い、小さな体がさらに小さくなるという恐怖体験はしたが。

「それで、あいつらなんだって？」

　父が話を促すと、ずっと地下室でふたり組に話を聞いていたハイドリヒが、真剣な表情で声をひそめた。

「あいつら、教団の護衛騎士だ。小さな聖印が武器にあったから問い詰めたら、認めた」

　それを聞き、すっとシェパード司祭の目が据わった。

「ここに来た目的として、勇者の娘であるエリカを攫い、勇者を引っ張り出したかったとか言っていたが、それはおそらくあいつらの背後にいる奴らの教えた嘘だろうな」

「嘘……？」

　ますます表情が抜け落ちてきたシェパード司祭に問われ、ハイドリヒは尋問の内容を説明した。

「勇者に会談の席についてほしかったとか、こんなへんぴな場所に勇者がいては不安がとか詰まることなくいくつも理由を言ってたんだが、攫ったエリカの身柄について、どうするのか一切聞かされていない感じだったんだ」

「ほう、つまり？」

「エリカ自身が目的だったんじゃないかな、と」

　それを聞いた瞬間、今度は父とレオの目が据わった。

「エリカにいったいなんの用だったのかな？」

　レオが背筋も凍るようなひんやりとした空気を出しながら冷たい声でハイドリヒに問いかけると、ハイドリヒはそれに応える言葉がなかったのか、沈黙して顔を逸らした。

　その様子から、レオはハイドリヒがそこまでの証言は得られなかったことを知り、わずかに舌打ちした。

「……もしかして、ケントさんの能力が今までずっと保たれている理由がエリカだと、知られた？」

　エリカ自身に特別な能力はないし、エリカが料理を作り出し、それで記憶を補強できるというのは、ケントに、いや、日本出身の勇者に限ったことだ。

　父がエナガ亭のダンジョンを発見したことも、功を奏したと言えるだろう。

　しかしそれもこれも、しーさんという神鳥が付いているからこそ、成功したと言える。

　つまりエリカ単体で連れていっても意味がない。エリカがエナガ亭にいてこその効果なのだ。

「そもそも、俺の力がずっと消えずに残っている理由なんて、あいつらに報告したのか？」

　父はそれをシェパード司祭に尋ねたが、司祭は静かに首を横に振り、あり得ないと断言した。

「ただ、ケント殿に長年、力の消失が見られないことには、興味を持たれていたと思います。それについての調査を強固に申し入れてくる者が教団の上層部がいたことは確かです」

「でも、そんな調査、しー様がお許しになるはずがないでしょう？　だって、しー様はケントとエリカちゃんが平和に自由に暮らせるのが一番だと、常に仰っているもの。それを侵せば、てきめんの天罰が下されることは、猊下もご存じでしょうに」

　両手を挙げ、お手上げを示したドリアーヌに、エリカはぼそりと呟いた。

「……もしかして、タクト君になにかあったのかな？」

　その場にいた五人の視線が、一斉にエリカに向けられた。

「シェパード司祭は、もうタクト君についての報告って送ったんですか？」

　その問いに、シェパード司祭は口元を押さえ、頷いた。

「送りましたね。勇者召喚が人の手によって無理矢理行われたことや、タクト君をここで発見した時の状況も含め、教皇猊下に報告書を送りました」

　それを聞いた父は、顔をしかめ、ドリアーヌに視線を向けた。

「なあ、ドリアーヌ。お前、最初にタクトを見つけた時、タクトには魔力がなかったんだよな？」

「ええ、そうね。典型的な魔力欠乏症の症状だったわ。あの時点で魔力の測定が不可能だったので私の魔力を渡しても大丈夫か相性の判断もできず、薬も受けつけられるかわからないから、ひとまず休息を最優先にしたけど……。今考えてみたら、おそらくその時点で、回復の魔法も受け付けなかったかもしれないわね」

「もしかして、あっちで報告書について、試したんじゃないのか」

「試す？　勇者を実験台にして？　馬鹿なの？」

　心底馬鹿にしたように、ドリアーヌが顔をしかめた。しかしケントは、ため息ひとつ吐いて腕を組んだ。

「勇者とは言っても、人が呼んだんだ。自分たちが呼んだ勇者の能力について、確認したかったとかいう理由は、十分あり得ると思うんだがな。そして魔力を使い果たしたタクトは、魔法を受け付けないため、自然回復を待つしかない。そんな時、能力を強化するかもしれないと噂があったエリカの話がひっかかったとすれば？」

　その場にいた全員が、はぁ、とため息をつき、俯いた。

「もしそうだとするなら、教皇猊下への報告書を読める立場の方が、今回の勇者召喚に関わっていたと言うことになりますね」

　そう結論づけたシェパード司祭が沈黙すると、その場には外で鳴く狼の声だけが響き渡った。

　どうやら今日は、この辺りに狼が出ているらしい。父も他の三人も、積極的に狼を狩りに行くことはないため、時折この近くにも出てくることがある。

　エナガ亭はしーさんの神域であるためか、狼たちも避けて通るのだが、夜に勇者街道を通っていったタクトが無事でよかったと、今さらに思う。

　そして、エリカはひとつ思いだした。

「……カップケーキ」

　あの日、タクトの部屋のドアノブに引っかけておいた、ハンカチで包んだカップケーキを、タクトは持っていったはずだ。

　あの日のカップケーキを作ったのはエリカではない。だが、そのことをタクトは知らず、この世界では存在していないカップケーキを食べたタクトの様子を、司祭たちが観察していたとしたら。誰が作ったものかと問いかけられたら、タクトは沈黙するかエリカの名前を出すか、そのどちらかなのではないだろうか。

　少なくともカップケーキは、思い出の味と言えるほど、タクトの中に結びつく記憶がある食べ物だ。味はまだ完璧に再現できていなくても、わずかなりと効果はあるだろう。

　エリカは慌てて顔を上げ、カップケーキについて、この場にいた面々に説明した。

「……なるほど。そこから推測した可能性か」

　ハイドリヒは難しい表情でレオに視線を向け、確認するように質問した。

「そのカップケーキとやらは、レオはもういつでもどこでも、作れるんだよな？」

「材料があれば、作れるね。しかも材料はすべて、こっちの世界のものだ。誰にでも作れるし、誰が食べても問題ないはずだ。だからドリアーヌさんにも有毒の確認は取らなかった」

　それを聞いて、ハイドリヒはひとつ頷いた。

「いっそそのレシピを教団に売るとかどうだろう？　そうすれば、そのカップケーキとやらで、ある程度、タクトの力の維持はできるだろう？」

　しかし、その意見に、父とレオ、そして誰よりエリカが反対し、首を横に振った。

「あのレシピは、試しに作っただけで、完成しているわけではないから。タクト君の思い出の味に寄せていないなら、何回も食べていたら違和感で記憶が塗り変えられかねない。そうなったら、もうカップケーキ自体に意味がなくなるんじゃないかな」

「記憶に寄せてない、か。確かに、新しい味を覚えて、古い味を忘れるってのはありえるな」

「お米くらい単一な品だったら、味なんか関係なく、『米！』って意識で記憶の強化も効果ありそうなんだけどね……」

　ただし、米は現在、在庫がそれほどない。麻袋いっぱいに収穫してくれたが、脱穀して約半分に減り、さらに精米すれば、せいぜい二回、土鍋で炊くくらいしか残らないとしーさんに告げられた。だから、残りはまだ手をつけず、種籾として保存するかと相談している最中だ。

　どちらにせよ、エリカがタクトのために狙われているのはほぼ確定と言ってもいいだろう。父はそう結論づけた。

「教団と話し合うしかないな」

　ハイドリヒの言葉を、父は鼻で笑った。

「話し合う相手は誰だ？　教皇か？　たとえ教団の最高権力者がこちらを尊重してくれていても、人の手で勇者召喚をやらかすようなやつらを抑えきれないなら、教皇だけでは心許ないと判断せざるを得ないぞ？」

　その父を前に、ハイドリヒはちらりとシェパード司祭に視線を向けた。

「あいにくですがハイドリヒ。私もケント殿と同じ意見です」

「なっ、お前は創世神を信奉する信徒だろうが」

「それ以上に、私はこの世界でのケント殿の盾になると神に誓った者なのです。その盾が向く方向は、当然ケント殿が敵対する相手にでしょう。それが教団だというなら、ケント殿を守るために教団に向かう盾になるのみです」

「ああ～もう」

　すっかり頭を抱えたハイドリヒに向けて、なぜかレオがすっと手を上げた

「俺は国を巻き込むことを提案します」

　今、エリカ一個人の安全のために国を巻き込もうと提案したレオに、ハイドリヒどころかドリアーヌまで、顔色を悪くした。

「お前、いったいなんのために国を動かそうとしている？　エリカの身の安全を図るために、一国家になにさせようとしているんだ？」

「勇者の保護は一国家で担える問題でもないし、国が教団に真っ向から敵対するようなこと、できるわけがないでしょう？」

　しかし、レオの表情は冷静そのもので、とても思いつきだけでそんなことを言いだしたとは思えないほど、眼差しは静かだった。

「勇者の保護は一国家で担えないかもしれないけれど、エリカは正真正銘、この国の民だ。ついでに言うなら、ケントさんは勇者である以前にエリカの父親だ。親子の身の安全を図り、国民を守るのも、国の務めでしょう？　少なくとも俺は、騎士をやっている間、それを嫌ほど聞かされましたよ？」

　ハイドリヒとドリアーヌが固まったままその話を聞いている間、ケントは目を眇すがめ、レオを見つめていた。

「我が国は、教団の本部が置かれている関係上、勇者と関わる率がとても高い。教団の護衛兵で足りない戦力は、なぜか自動的に我が国が出すことになっている。その関係で、勇者に救われた前線の兵士は大変多い。そんな中で、神の僕である教団が、神の意に背くような人の手による勇者召喚をやらかした。その後始末をただの一国民に一方的に押しつけるのを、長年世界の平和のために献身した勇者のたったひとりの家族が巻き込まれるのを、この国の騎士なら見て見ぬふりなどできるはずがない」

　レオはそう言い放つと、はあ、とひと息吐いてお茶を含み、再び口を開いた。

「しかも、その勇者召喚には、国の貴族も関わっている。国と教団の一部の者の悪巧みの後始末を勝手に押しつけてきているんです。それじゃあ国には、貴族に睨みをきかせることができる者を出してもらうしかありませんよね？」

「それで、どうするつもりだ？」

　父の、ほんの少し笑いを含ませた声に、レオは今までの機嫌が悪そうな様子をコロッと変えて、こちらも笑いながらあっさりと告げた。

「俺の元騎士としての伝手を頼り、国の要人を仲介役として交渉に引っ張り出します」

　にっこり笑みを浮かべるレオに、にぃっとなにかを含むような笑みを浮かべて父も頷き、答えた。

「いいだろう。しっかり引きずり出してこいよ」

「任せてください。なにがなんでも、交渉の場に引きずり出しますから」

　ふふふ、ふははは……

　――どうやらこのふたりは、エリカに手を出してきた相手に対し、心底怒っていたらしい。

　レオと父が、感情渦巻くような黒い表情をしながら声を出して笑っているのを、会話が終わるのを待ちきれずに眠ってしまった二匹のしーさんを縋るように抱きしめながら、ただ小さくなって呆然と見守っていたエリカなのだった。










第五章




　大型の幌ほろ馬車の御ぎょ者しゃ席に、ハイドリヒとシェパード司祭。荷台にはクッションを山積みにした席に、女性であるドリアーヌとエリカ。それを守るようにケントとレオ。そして馬車に同乗した、新人冒険者四名。そして樽二個。

　計十名と二個の大きな樽で、王都まで四日間の旅を続けてきた一行は、ようやく見えた王都の南門に、安堵の表情を見せた。

「やっと到着ね。歩くのより楽とは聞いてたけど、これ、本当に楽だったの……？」

　疲れ切った表情を見せるのは、この中で最も旅慣れていないエリカである。

　固まった体を解すため、大きく伸びをしたエリカは、幌の窓から見えた景色に、ただただ驚いていた。

「ねえ、レオ。あれ、麦畑？」

「ああ、そうだね。今はいつもドリアにしている、丸麦という種類が収穫期を迎えているはずだ」

　それを聞き、感動も露わに呟いた。

「すごく広大ね。それだけ王都の人数が多いってことだろうけど、風でなびく麦の穂が、光を受けて輝く黄金みたいに見える」

　窓に縋りつき、麦畑に見入るエリカを、レオがそっと支える。

「まさか、自分が王都に来られるなんて思わなかったわ。父さん、本当に、私は買い物に行ってもいいの？」

　その問いかけに、父は頷いた。

「レオなら、町の中も案内できるだろう。出かけるなら、必ずレオを連れていくこと。それから、レオの言うことをちゃんと聞くこと。いいな？」

「はいっ」

　エリカも、現在の自分に護衛が必要なことくらいは理解している。

　現在、エリカはタクトを保護している者たちに狙われている可能性が高い。そんな状況で、ホイホイとひとりで歩き回るなど、体に肉を縛りつけて猛獣の前を走るのと変わらないくらい危険だろう。

「今日はちょっと用事があるから、出かけるなら明日かな」

　その用事とは、出発前に相談していたあれだろうか。だが、内容はここで聞けない。

　ジッと樽を見つめて、不思議そうに首を傾げる新人四人組も、同じ馬車に乗っているためだ。

　馬車の旅で、世間話的な会話を楽しむくらいには仲良くなった少年たちは、城門を越えた時点で別れることになっている。

　彼らの拠点はエリカたちが目指す南門ではなく、森林地帯への道が延びる西門なのだそうだ。そのため、南門から入り、冒険者ギルドの中央本部に向かうと、遠回りになってしまうらしい。

　そうこうしている間に城門に近寄っていたらしく、大きな制止の声を受け、馬車の足が止まった。

「俺は冒険者ギルド中央本部所属、アルブレヒト・ハイドリヒ。こちらは創世教団のヴィンセント・シェパード司祭だ。馬車は乗員十二名。うち二名は、犯罪者の護送だ」

　ハイドリヒがそう告げた瞬間、警戒したのかざわめきと共に武器が触れ合う金属音が響く。

「では、その犯罪者はこちらで引き取りを行います」

「いや、このふたりは、ギルドの名を使い、罪を犯した。ギルドの方で取り調べを行った後、裁くことになる。そのため、いったんギルドで回収することになっている」

　ハイドリヒがそうやって門番と交渉している最中、検査のためにか兵士が中を覗き込んだ。

「すみません、人数の確認です！」

　さっと敬礼した兵士は、ざっと人数を数えてから、樽の方を見た。

「罪人はこの中。武器のみならず魔法まで平民女性に向けたので、規則として拘束している」

　父がそう伝えると、兵士のひとりが中に入り、樽を覗き込む。

　そうして確認した兵士は、すぐに降りてさっと敬礼して去っていった。

　あっけなく馬車は城門をくぐり、そこで新人四人組と別れた。来月必ずエナガ亭に向かうと約束した新人四人組に感謝の言葉を述べ、またの再会を約束して手を振った。

「じゃあ、俺もここで降ります。食事なんかは、外で取ってきますから、待つ必要ありません」

「わかった」

　父にそう告げて、馬車を降りたレオは、エリカににっこり笑って手を振った。

「それじゃあ、また明日」

「明日、必ず帰ってきてね？」

　不安も露わなエリカの表情に、レオはエリカを安心させるよう笑顔で応じた。

「せっかくエリカと買い物に行くんだから、帰ってくるに決まってるだろう？　明日、見にいきたい店を考えておいで」

　それだけ告げると、レオはそのまま駆け出して、あっという間に姿を消した。

「……王都って、人が多いね」

　レントの村では考えられないほど、人でごった返している場所では、人ひとりなどあっという間に隠れてしまう。エナガ亭では、ほぼすべての時間となりにいたレオがいないだけなのに、妙に不安を感じるエリカは、それを甘えだとひとり自分の頬をペチペチ叩く。

　ジチュ、チチチ！

『人が多くても、ちゃんと守ってるよ！　しーさん忘れちゃダメだよ！』

　エリカの肩で、必死でアピールしているしーさんの体をくすぐり、暖かな毛の中に指先を突っこむ。

「お買い物の時も、付き合ってね。しーさんにもなにか買おうか。なにがいいかな？」

『それじゃあ、もうひとつベッドが欲しいんだよ』

　あっさりとそうおねだりするしーさんに、思わず笑いがこぼれる。

「じゃあ、せっかくだし綺麗な食器にクッション入れましょうか。少し大皿を買い足そうと思ってたから、ちょうどいいのがあったら買いましょう」

　チチチ、チチ！

　エリカのしーさんは大喜びで、エリカの肩に乗ってすりすり、父の肩に乗ってすりすりと忙しなく動き回り、最終的に父の肩の大しーさんに抱えられ、押さえ込まれてそのまま寝かしつけられた。




　王都の冒険者ギルド中央本部には、すぐ隣に冒険者ギルド直営の宿がある。

　料金は会員ならば格安に宿泊でき、しかも冒険者ギルドがすぐ隣にあるため、治安は大変いいとされている。

　父はまず、樽に詰めてきた罪人の引き渡しと滞在の手続きを取るために冒険者ギルドの受付へと移動した。

　それに付き添い、エリカが初めて足を踏み入れた冒険者ギルドは、大変な混雑に見舞われていた。

　ギルドの壁にあった仕事募集の掲示板は、新しい依頼書が端から端までびっしりと敷き詰められている。その内容は、父やレオから聞いた通り、エリカが聞いたこともないような魔物の討伐についてが多く、ギルドが判定する難易度も高いものばかりだ。だが、その依頼書を眺める討伐者たちは、ためらうことなくそれを剥がして受付へと移動していく。

　のんきなエナガ亭とはまったく違う混雑具合に、エリカは思わず腰が引けてしまう。

　父とハイドリヒが、受付の奥にいる人物に話しかけ、樽の中にいたふたりの引き渡しを終えると、父はそのままギルド本部から繋がっている宿の受付へと移動する。

　父の勇者の肩書きと、ハイドリヒの地位が発揮されたのか、すぐさま鍵が渡され、部屋へと移動できた。

　そしてようやく人の賑やかさから離れた場所に辿り着き、いつものメンバーからひとり抜けた状態で、これからの方針に関しての話し合いが始まった。

「ひとまず、タクトの状態を確認できればと思う。今現在、王都にいるのかどうかもわからないしな」

　父がそう告げると、シェパード司祭が手を上げた。

「タクト殿の居場所については私が調べます。ついでに本当にケント殿が誘拐罪なんてふざけた罪名の疑いが持たれているかは調べないといけませんね。エリカさんに出ていると言われている共謀罪も、それがあってこそでしょうし」

「まあ、指名手配は出ていないと思うがな。もし出てたら、俺たちはみんな、今も門で留め置かれているだろう」

　冒険者ギルドは指名手配犯の捕縛も請け負っているため、その情報は常に集めている。少なくとも、顔がしっかり知れ渡っている元勇者が、教団から罪を疑われているなんて話は、間違いなく噂として広がっているはずだ。それなら、父がギルドに顔を出した時点で捕縛されていてもおかしくはない。

「それとドリアーヌ。おまえにも頼みがある」

　父は、シェパード司祭に視線を送り、父の意思を汲んだ司祭は、ドリアーヌに一枚の紙を手渡した。

「これは？」

　簡単な地図と数字が書かれただけの、まるで走り書きのような紙を怪訝な表情で見つめていたドリアーヌは、突然なにかに気が付いたように、その紙を凝視しはじめた。

「これ……もしかして、ケントがこの世界に来た時の、本来の出現場所なのね？」

「そういうことだ。ドリアーヌ、お前には、この場所になにか異変がないか、調べてもらいたい。少なくとも、タクトが通ったなら、まだその場所には歪みのような異変が出ていると思う。もし歪みがあれば、本来ならば閉じているはずの道をこじ開ける形でタクトが召喚されたという証拠のひとつになるはずだ」

「ケント殿が召喚された時は、その場所に一切の異変はありませんでした。そのことは、教団の調査で確認していますので。その事実と、神の加護を持たない理由を突きつけ、今回の召喚がいつもの事例とは違うのだという証拠にできるでしょう」

　父は、その瞬間、どこか苦いものでも含んだような表情でドリアーヌに告げた。

「なあ、ドリアーヌ。他の人間が中途半端でも穴を開けて人を通せたんだ。それなら、この世界で最も魔法に長けたお前なら、逆に返す呪文も作れないか？」

　それは、この世界では禁忌とされる呪文だった。

　世界に呼ばれたから帰れない。この世界が縛りつけているから帰れない。そんな勇者たちの望郷の念をひねり潰してきた概念も、タクトだけは例外なのだ。

「俺が帰れないのは仕方ない。こっちの神様だか世界だかが、初めから鎖に繋いでしまったんだから、諦めるしかない。だがタクトは、まだこちらの神の加護がない。それは、鎖に繋がれていないってことじゃないかと思うんだ」

　父はタクトを、帰せるなら帰したいのだ。こちらで作る、よく似た料理で心を慰めるのではなく、現実に食べていた料理を、もう一度食べられる環境に。

　ドリアーヌはその言葉を受け、優雅に膝を軽く曲げ、頭を下げてスカートの端を軽く持ち上げる貴婦人の礼をして、旅の後とは思えない、艶やかな紅をさした唇に笑みを浮かべた。

「我が勇者ケントの望みなれば」

「もしお前が無理なら、それはもうどうしようもないってことだ。素直に諦めもつく」

　父が苦笑しながらそう結論づけると、頭を上げたドリアーヌも微笑みながら先ほど渡された紙を握りしめる。

　そしてドリアーヌは、なにか連絡がある場合は賢者ギルドに送るようにと伝え、すぐさま身を翻し、部屋を退出した。

「さて、あとはエリカだが……」

「大丈夫。大人しくしておくから。ここにいれば、危ないことはないのよね？」

　エリカがそうハイドリヒに尋ねると、力強く頷いてくれた。

「エリカちゃん、料理がしたい場合、ここの一階にいる受付に言ってもらえれば。宿の大きな厨房じゃなく、ギルドの構成員用の小さな厨房を使えるように話を通しておくよ。そっちの方が、人目に付かずに移動もできるし、ギルドの護衛もあちこちにいるから、ひとりで移動しても安全だろう」

　エリカは、まったく想像していなかったハイドリヒの返答に目を瞬いた。

「この場所で料理してもいいの？」

「かまわんよ。むしろ、ケントとエリカの分は、自分たちで調理した方が安心だろう」

　この場所にはいわゆる敵はいないかもしれないが、それでも不安はあるだろうという心遣いらしい。

　エリカはその心遣いを、笑顔で受け入れた。

　実際、見たことのない食材が入手できれば試してみたいし、試しに作ってみてもいいだろうと思う。

「ありがとう、ハイドリヒさん」

「まあただ、今日はレオがいないし食材も買いにいけないだろうから、こっちが用意するやつ食べてくれな」

「はい！」

　笑顔で返事をしたエリカは、あらためて父に向き直る。

「父さん。私は料理しかできないの。だからここでも料理を作る。タクト君が食べて、力の補強ができそうなもの、頑張って作るよ」

　父は、エリカの言葉を笑顔で聞いていた。そしてしっかり頷いた。

「よろしく頼む。その代わり、お前のことは、教団からも貴族からも、俺や他の奴らでしっかり守るからな」

「はい」

　そうして、元勇者の一行は、それぞれが動きはじめたのだった。




　翌日、目を覚ましたエリカは、すぐさま身支度を調えて台所へと向かった。

　エリカは、自分は枕が変わると眠れないタイプだと思っていなかったのだが、むしろベッドが柔らかすぎると眠れないタイプだったらしいと気が付いた。

　なかなか寝付けず、眠れないならいっそ起きていようと、すべてこちらの材料で作れるレシピを書いていて、夢中になっているうちに気が付けば深夜になっており、今朝は見事に寝坊してしまったのだ。

　今日はティーカップをベッドにしていたしーさんを、そのティーカップごと運びながら、エリカは朝食について考えていた。

「父さんはまだ出かけてないけど、ハイドリヒさんとシェパード司祭はもう出かけてるから、材料が少なめのものから使い切って……あら」

　許可をもらって厨房へと行ってみれば、そこには先客がいた。

「レオ！」

「ただいま、エリカ」

　あえておはようではなく、ただいまと言ったレオに、エリカは妙に嬉しくなって、自然と顔に笑みが浮かぶ。

　いつもと違う場所で、感じる空気すら違っても、帰ってきたレオの顔を見た瞬間、家にいるような安心感を覚えて思わずレオに抱きついた。

「おかえりなさい、レオ！」

「うわっ、ちょ」

　なにやら慌てるレオにギュッと抱きついてみたら、服からお酒の匂いがした。

　日頃エナガ亭でも、レオは父やハイドリヒらと酒を飲んでいることはあるようだが、ここまで匂いが付くほど飲んでいたことはない。

　いつもとの違いに思わず上を向いてみると、先ほどまではわからなかったが顔がうっすら赤くなっているし、呼気からわずかだが酒の匂いがしている気がする。

「もしかして、朝までお酒を飲んでた？」

　首を傾げ、下から見上げるようにして問いかければ、ますます顔を赤くしてレオは視線を彷徨わせた。

「う……匂う？　昔の友人と飲んでたんだ。やっぱり水浴びしておくべきだったな」

「ううん、あなたが二日酔いとか、体が辛いとか、そういったことがないならいいの。顔色に出ているわけではないし、今日は別に仕事じゃないもの」

　ただしエリカはまだ飲酒の経験がないため、そっと離れる。そのままくっついていると、匂いで酔うかもしれないと思ったのだ。

　その態度に傷ついたのか、即座にレオは水浴びをしてくると言って走っていった。

　レオが水浴びをしている間に、朝食を作ることにする。

　昨日、ここに案内してもらった時、ついでにと宿の厨房にも挨拶に赴いたのである。その時、朝食用にといくつかの食材を分けてもらったのだ。

　レオはここでなにをしていたのかと思ったら、朝食用にマリネを作ってくれていたらしい。そこには昨日もらった色鮮やかな野菜が、マリネ液につけられて後は皿に盛るだけになっている。

「……レオ、またここに帰ってくるよね。それならこれはそのまま置いておけばいいか」

　さすがに、今朝作ったものが、漬けすぎとなることもないだろう。

　エリカは、ひとまずもらいものの卵を割り、味付けに塩とこしょうを入れて、今朝搾りたてと思われる羊乳を入れる。

　その乳は、エリカもなじみの大羊の乳だ。この辺りもやはり大羊が乳の主流のようだった。

「そりゃそうよね。この辺りだと、すぐに大羊が捕まえられるもの。増やしやすいんでしょうねぇ」

　乳を求める都合上、当然大羊は繁殖させている。そのため、肉も大羊のものが多くなるのだ。

「あ、そうだ。今日行くお店に、肉屋も追加しておかないと」

　考え事をしていても、きちんと手は動く。

　バターをフライパンに入れて溶かし、なじませると、卵液を流し入れる。

　バターのいい匂いに包まれながら、軽く調理用の匙でかき混ぜると、固まる前に鍋の片方に寄せて少しずつひっくり返す。

　そしてそれをお皿に移して、少しだけ形を整える。

「オムレツ完成っと。……これもレオの方が、もう上手なんだけどなぁ」

　だからといって、仕事と日常の区別はつけないといけない。上手だからとなにもかも押しつけていては、給料以上の仕事をさせることになる。

　それに、エリカが作る料理は、レオの給料の条件に入っているのだ。作らないわけにはいかない。

　そうして三つのオムレツの皿を用意し、パンとチーズをカットしている最中に、水浴びをして髪がまだ濡れたままのレオが、頭に手拭いを巻いて帰ってきた。

「ただいま！　洗ってきた！」

「おかえりなさい。マリネの盛りつけは、任せていいかな？」

「すぐにやるよ」

　そう言うが早いか、素早く小さな硝子の器を用意し、あっという間に盛りつける。

「硝子の器、綺麗だよね。うちで使うには、高級すぎて無理かもしれないけど」

　硝子の器は壊れやすく、また手製で一つひとつ人の手で作られているために同じ形を揃えるのは難しい。数を揃えるなら工房に直接注文しなければならないだけに高級品で、硝子の皿一枚の値段で、年収の半分は軽く飛びかねない。

「それなら、家用に買えばいいよ。王都なら、工房の見習い職人たちの作品が店にも卸されているし、それなら手頃に買えるから」

　笑いながらそう言ったレオは、オムレツをのせたトレイに、素早くマリネの器ものせて、それを手に持つ。

　エリカはパンとチーズを入れた籠と、しーさんの寝床のティーカップをトレイに乗せて運んでいく。

「しーさん、今日はよく寝るね」

「どうも、知らない場所だから、私を守るためにいつも以上に力を使ってるっぽいの。馬車の中にいる時より、緊張しているみたい」

　ティーカップに入ったまま、すやすや眠るしーさんを、エリカが常時寝床ごと運んでいるのは、離れるとしーさんの守護から外れてしまうためだ。そうするとしーさんはびっくりして飛び起きて、エリカを捜し回ることになる。

　そんなかわいそうなことはできないため、エリカは慣れない場所では常にしーさんを寝床ごと運ぶ癖が付いているのだ。

「今日、行きたいお店は決まった？」

「ええ。優先順位は、穀物、肉、乾物、食器で」

「野菜は見なくていいの？」

　不思議そうに尋ねられ、エリカは頷いた。

「昨日、ここの調理師の人に聞いたんだけど、野菜が見たければ店舗で見るよりも朝市に行った方が種類もたくさんあって鮮度もいいって。だからここにいる間に、一度朝市に行ってみたいなって。それ以外は、問屋に行けばいつでも一緒だって言われたの」

　朝市は、週に一度の休息日前日の夜明けから一時間後に開かれる。ちょうど明日がその日だった。

「明日、時間が取れるようなら、朝市に行きましょう」

　そう言いながら、エリカは父の部屋の扉をノックする。

　父は、どこかへの手紙を書いているようだった。父は手紙を書くのはあまり好きではないらしいが、日頃から書く頻度は高い。

　今日の手紙の相手は、かなり親しい相手らしく、書いている文章量も多いようだ。

　だがひとまず手紙を片付け、テーブルの上に朝食のオムレツとパン、チーズと、レオの作ったマリネを並べて朝食にする。

「今日は昼から出かけてくる」

　食事を終えた途端語られた急な予定に首を傾げていたエリカに、父はその考えを語った。

「しーさんの力を使って、タクトの居場所を探せないかと思ってな。ヴィンセントはある程度目星をつけているそうなんだが、いくつか魔法の妨害が激しくて、魔法が届かない場所があるらしい。それをしーさんで見てくる」

「そっか。大しーさん、私の方のしーさんが寝っぱなしなんだけど、どうしてかわかる？」

　父の肩に止まっていた大しーさんはちゃんと起きていた。大しーさんは、ひらりと飛んでテーブルの上に降りると、ティーカップの中で眠ったままのしーさんをしばらく眺め、突然目つきを鋭くするとコツリと頭を突きはじめた。

『起きなきゃダメでしょ！』

『イタイ！　なにするんだよ、大きいの』

『エリカが困ってるでしょ！　ちゃんとエリカに合わせて起きてあげなさい！』

「あの、昨夜は私も夜更かししちゃって……だからきっとしーさんも眠かったのよ。ね？」

『違うの！　新しい寝床の具合がよくて寝てただけなの！』

　チチチ、チチチと、もはやどちらの鳴き声なのかわからなくなりそうな騒ぎになった頃、突然ノックの音が響いた。

「はい」

　父がしーさんをちらりと見て、扉の外に許可を与えると、今朝受付にいた女性が、妙に焦りながら立っていた。

「失礼します。お客様がお見えです」

「……その予定はないんだが、どこのどなたですか」

　父は、随分落ち着いていた。予定がないと言いながら、まるでこの訪問が当初から予定されていたようだった。

　そして女性は、その父の態度を見て、姿勢を正して来客の名前を告げた。

「ラングフォード伯爵閣下です」

「げ」

　不思議な声が聞こえた方角は、明らかにエリカの隣で、その場所には当然ながらレオがいる。

　エリカが顔を向けてみたら、レオは苦虫を噛み潰したようなという表現そのままの表情で、固まっていた。

「レオのお知り合い？　あ、もしかして、出発前に言ってた伝手？」

「いや、おっかしいな～？　別の伝手を頼んでたはずなんだけどな～？　伯爵閣下なんか、お呼びした覚えないんだけどな～？」

　さっきの女性よりもさらに慌てるレオが、いつもより幾分かうわずった声で話をしているのを聞いて、父は笑った。

「いや、十分だろ。でかした」

「……全然でかしてませんよ。なんで来たんだあの人」

　エリカだけが話についていけず、おろおろと父とレオに説明を求めて交互に視線を向ける。そんなエリカの様子を見たレオが、観念したように天を仰いで呟くように告げた。

「……ヒューゴー・バーロウ・ラングフォード伯爵。……俺の父です」

「この国の軍で、将軍に次ぐ地位にある。ついでに家は、一度も教団に血縁を入れたことがない。ちゃんとこちらの要望は伝わってるな」

　それだけ告げると、父は受付の女性に、伯爵と面会することを伝え、この場所への案内を頼んだ。

　ここで会うなら食器を片さなければならない。急ぎ食器を重ね、慌ただしく片付けようとしたところで、扉から急ぎ足の足音が聞こえ、容赦ないノックの音が部屋に響いた。

「あ……食器どうしよう!?」

「案内してきた職員にでも頼めばいいだろう。どうぞ」

　父が入室の許可を出すと、ものすごい勢いで扉が開き、長身の男性が部屋に飛び込んで、父のもとへ一直線に駆け寄った。

「ケント殿！　お久しぶりでございます！」

「ああ、変わりなくてなによりだ。元気そうだな」

「ケント殿も。引退なさっても、相変わらずのようでなによりです」

　あれ、と思った時には、ラングフォード伯爵はエリカの正面に立っており、萌ほう芽がを思わせる優しい緑色の眼差しで見つめられていた。

　その瞳の色と目の形はレオとそっくり同じで、間違いなく血を感じさせる。その上背の大きな体を精いっぱいエリカに合わせて小さくしながら、穏やかな笑みを浮かべ、整えられたカイゼル髭の紳士は手を差し出した。

「お初にお目にかかります。ヒューゴー・バーロウと申します」

「あ、あの、初めまして、ラングフォード伯爵閣下。私は元勇者ケントの娘で、エリカと申します。礼儀作法など学ぶ機会がなく、この歳まで参りました。無作法お許しください」

　エリカが、緊張しながら伯爵の差し出した手を取りそう名乗ると、伯爵はエリカの手の甲に軽く口づけを落とし、にっこりと微笑んだ。

「なに、エリカ嬢の礼儀作法は、ケント殿のそれに比べればどこの姫君かと疑うほど淑やかですよ」

　ご挨拶が叶ってよかったと告げられ、エリカははにかんだ笑みを浮かべた。

「それで伯爵閣下がお出ましとは、随分即断即決で来てくれたんだな」

「ああ。昨夜、うちの愚息が将軍閣下のところの息子に、現在の窮状を伝えてね。教団とエリカ嬢の問題についてと、勇者として召喚された少年について、国に仲裁を求めたいと言われたと」

「確かに。できるなら、まずは召喚された少年に話を聞きたいんだが、大神殿ですらその行方を掴んでいない状態だ」

　父がそれを認めると、伯爵はその立派なカイゼル髭を撫でつけながらうーむと悩む。

「事が勇者召喚に絡むとのことで、出仕した途端に将軍閣下から相談を受けて私が出向いたんだが。現在勇者として保護されているという少年を、国としても確認しておきたい。どこにいるのかは、もう見当は付いたのかな？」

「まだだ。今、ヴィンセントが駆けずり回って探してる」

「なるほど。今のところ、あまり話を大きくしすぎない方がいいんだな」

「ああ。人の手で召喚されたなんて話、まず誰も信じないだろうが、実際にもうひとりの勇者なんてものに出会ってしまったら、調査だなんだと国も教団も騒がしくなるかもしれないと思ってな。できるだけ、呼び出された子供自身に負担をかけないように保護したいんだ」

　伯爵は、父の話に納得したようで、協力を申し出てくれた。

　これで少しは前向きになればいいと安堵したところで、父はそう言えばとエリカに買い物に向かうように告げた。

「もともとその予定だったし、宿のためだ。行ってこい。レオ、エリカを頼む」

「了解。じゃあエリカ、行こうか」

　明らかにホッとした表情で、レオが頷き、エリカに外に出るよう促す。その様子を見ていた伯爵は、にっこりと笑ったまま、レオに告げた。

「レナード。お前が家を捨てたことは、守れなかった私のせいでもあるから責めはしない。だが、家族として、我が家の長男として、やるべきことはある。……一度、家に帰ってきなさい。皆待っているから」

　レオは、そんな伯爵の言葉を聞き、一瞬だけためらったのち、飄々と笑って父親である伯爵に告げた。

「この騒ぎが無事に収まったら、考えます」

「レナード！」

「俺は今はもう、騎士のレナードではなく、料理人のレオなので。エナガ亭で、エリカと一緒に客を待ち、見たことのない素材でエリカの望む料理を作る。それ以外はなにもいらないんです。俺はもう、貴族には戻れません。そんな俺でよければ、一度は顔を出しますよ」

　その笑顔は今まで見たレオのどんな笑顔よりも、すがすがしいものだった。




　エリカは、レオと手を繋ぎ、店に向かいながら、おろおろと宿とレオに視線を彷徨わせていた。

　レオは平然としているが、先ほどの伯爵の言葉から、家に戻らなければならないのだろう。それでもレオの手は、強い意志を感じられるほどの力で握られており、エリカの手を離すつもりがないことは、エリカにもわかるほどだ。

　手を引かれるまま、勢いで出てきてしまったが、本当に伯爵に答えずに出てきてよかったのかわからないのである。

「れ、レオ？」

「うん？　なに、エリカ」

「えー、あー……レナード？」

　そう呼びかけると、レオは若干眉根を寄せ、それでも微笑んでみせた。

「そっちの名前が気になる？」

　そう他ならぬレオに尋ねられたが、エリカは繋いだ手を見ながら、結局首を振った。

「初めて会った時は、レナードだったんだね？」

「そうだね。あの時はレナードだった」

「じゃあ、レオでいい」

　レオの手は、その綺麗な顔と比べて傷だらけだ。包丁で切ったり、油が跳ねたり、鉄板でやけどをしたり。直接火を使うなら、その熱でも、果ては水蒸気でもやけどをする。

　食材の棘が刺さったり、硬い食材を切るために、包丁でたこができたりすることもある。

　今のレオの手は、そういった調理の時にできた傷でいっぱいになっている。

　初めて会った時、『レナード』の手には、剣を持つ人らしく、手のひらに大量のまめがあり、それを潰して何度も鍛えた、ゴツゴツした手をしていた。

　だが、エリカにとって、レオはいつもそばで一緒に料理をしていてくれる、料理人のレオなのだ。

「鎧を着て、槍を背負って、剣を佩はいて。そんなレナードはかっこよかったけれど、あのままでは料理はできそうになかったからね。……私は、レオの料理が大好きだもの。ずっと食べていたいから、『レナード』じゃない方がいい」

　笑顔でエリカがそう言った瞬間、レオが視界から消えた。

　まだ繋いでいた手を辿り、視線を下げてみると、しゃがみ込んで丸くなっているレオがいた。

「れ、レオ？」

「……っ！　ごめん、突然のご褒美に、全身の力が抜けた」

　顔を真っ赤にして立ち上がったレオの言葉に、エリカはハッとして呟いた。

「え？　ご、ご褒美？　ご褒美……」

　慌ただしくポケットを探り、買い物をするために持ってきた肩掛けのバッグの中を探ったが、ご褒美になり得るようなものはなにひとつなかった。

「えー、あー……ご褒美になりそうなもの、なんにも持ってなかった……。あ、あそこ！　穀物の問屋さんの隣に粉屋とパン屋が並んでる！」

　そう言って、レオの手を引き、穀物の問屋より先にパン屋へと飛び込んだのだった。




　目的の店をすべて回れたエリカは、機嫌よくしーさんと一緒に今日購入したしーさんの食器のベッドを磨いている。

　レオは、そんなエリカの隣で、今日購入した食材について、宿用とエリカの研究用とで振り分けていた。

「これで、ロールキャベツの材料はキャベツと香辛料以外揃ったのかな？」

「そうね。レゴーノ肉も、綺麗に熟成が終わったものがたくさん手に入ったし、乾物屋ではルッシェもだけど、昆布っぽい海藻と、新しい乾燥キノコが手に入ったし。おでん、近付いてきたわよ！」

　雄々しく宣言するエリカに、賑やかしのようにわーっと声をあげて手を叩くレオ。そしてエリカの喜びに反応して喜ぶしーさんの鳴き声が賑やかに響く中、飛び込んできた知らせは、ある意味予想していた通り、最悪のものだった。

「エリカ！　今すぐ作れる、タクトの思い出料理はあるか!?」

　昼からタクトが滞在中の家を探すと言っていた父が、宿に帰るなり血相を変え、そう叫ぶ。その声は父らしくないほど焦りが見え、日頃の冷静さをかなぐり捨てているようにも見えた。

「なにがあったの？　タクト君、どうなってたの？」

「案の上だ！　タクトは魔力切れを起こして倒れたんだ！　あいつら、タクトに神殿魔法を教えるからと言って連れ出したらしい。実際には、タクトが最初に飛んだ時の再現をしようとしたとかで、さんざん魔法を反発させたらしくて、タクトの魔力が切れた。完全に意識がなくなった後も同じことを繰り返していたそうで、もう一週間、意識が戻ってないらしい」

　ぽかんと口を開け、今聞いたことを理解しようと頭を捻るが、まるですべて耳からすり抜けたように頭の中に入らなかった。

「ど、どうしてそんなことになったの？」

「教団で勇者召喚を計画したのは、修業そっちのけで社交ばかりやってたやつらで、実際の召喚の呪文は、平民で一から修業した優秀な奴らに金でやらせていたそうだ。その実行した奴らは、みんな衰弱して、半数は亡くなっている。残り半分も、回復の見込みはないそうで、結果として集まりの中にまともに加護の有無を見られる奴らがいなくなった。そのせいで、タクトの力を見誤ったんだ。最初に王都からエナガ亭まで移動ができたんだから、魔法が使えると思い込んでな」

　エリカは息を呑み、汗をかきはじめた手を握りしめた。

　そしてエリカはふと気付いた。

　いつも、父の肩に止まっているはずの大しーさんがいない。

「父さん、大しーさんはタクト君に？」

「ああ。無理矢理力を流し込んでる。少しでもましになるかと思ってな。だが、やはり加護がないからか、入れるそばから抜けていくんだそうだ」

　その瞬間、怒りがエリカの体を突き抜けた。

「召喚しようって言い出したやつら、ばっかじゃないの!?　考えることもしない頭なら、かぼちゃとでもすり替えとけ！　種まで美味しく食べられる分ずっとマシよ！」

「エリカ、落ち着け。で、なにかあるか」

「あるわ！」

　エリカは、反射的にそう答え、自分の旅行鞄をかき回した。そして、小さな袋を取り出し、中身を少しだけ手のひらの上に出す。

「……米？　なんで米を持ってきてたんだ!?」

　すでに種籾以外在庫がほとんどないはずの米が、エリカの手の中にあった。

「……しーさん」

　エリカが、自分の肩にいる小さなしーさんに伏し目がちに語りかけると、しーさんは悲しそうな表情で、しばらく戸惑うようにエリカの肩を跳ねた。

『し、仕方、ないヨ。ダンジョンに行けば、また取れるよネ』

　ふるふる震えながら、しーさんが焦るあまりカタコトの涙声で答えた。

『いいヨ、しーさんのごはん、タクトにあげるヨ!!　代わりに、来年は、お米豊作にしてネ！』

　そう言い切ったしーさんは買ったばかりの寝床に潜り込み、お尻を見せてヂヂヂと小さく鳴き続けた。

「お、おい？」

「このお米は、しーさんにお供えしてたお米なの。荷造りしていた時、今回は危険なこともあるかもしれないから、しーさんから持っていってって頼まれたの。だから父さん、少しだけ、大しーさんにも持っていってあげて。多分、お供えした分、あっちの神様の力も備わってるんじゃないかな」

　そう言って、エリカはレシピ帳の白紙部分をちぎり取り、その紙で米を包む。

「私は残りの米で、雑炊を作るから」

「雑炊……？」

「そう、卵雑炊。出汁はまだちゃんと取れるかわからないけど、出汁昆布っぽいのは実際に味見をしたからなんとかなる」

　エリカはそう告げ、外出着から着替える間もなく、その上にエプロンを装着した。そして、今日入手した食材を持ち、厨房へと急ぐ。

　しーさんにお供えしたのは、初めに精米できた米の一部だ。

　もともとしーさんには、ダンジョンから取れた初めての食材はちゃんとお供えして、日本の神様への感謝を示すことにしている。

　今回は、稲穂と米を両方お供えしていたが、とっさに稲穂ではなく米の方を掴んできたのである。

「レオ、今日買ってきた、赤い傘のキノコを水で戻してくれる？」

「その昆布ってのが、本来の出汁だろう？　こっちのキノコの出汁も必要？」

「うん、必要。そのキノコの出汁ね、お店で味見した風味が少しだけ、醤油に似てたの。しっかり出汁を取れば、料理に醤油の風味がつけられると思う」

　レオはそれを聞き、そしてすぐさま少しだけキノコのかけらを手に取ると、そのまま口に含んだ。

「うーん、これが醤油の風味……？」

　レオがそうやって首を傾げている間に、昆布の出汁が完成し、まずは昆布の出汁で生米を炊きはじめた。

　調味料は塩のみ。その塩は、この厨房での借り物だ。

　香辛料の店に行けていれば、もしかしたらもっとなじみがある風味の海の塩もあったかも知れないが、今日は行けなかったのだから仕方ない。

　そうこうしているうちに、にわかに扉の外が賑やかになってきた。

「エリカ！　できてるか？」

「まだ、あと少し」

「このギルドの一階に部屋を用意して、そこに入れた。ここの護衛たちには説明しているから、そのまま持っていってくれ。場所は人が立ってるからすぐわかる」

　そうして父は、慌ただしくもとの現場に戻っていった。

　エリカは、赤いキノコの戻し汁と、キノコをみじん切りにしたものを足して、塩で調節しながら味を調え、米が炊けて柔らかくなったところで、溶き卵を流し込み、雑炊は完成した。

「……彩りでネギとかがあればよかったんだけど」

　小さな土鍋なんてものはないため、ふたのできる小鍋に移し替え、茶碗がわりの小さな器と匙をトレイにのせて、厨房の出口へと向かう。その際、当然のように味見の態勢を取るレオに、苦笑と共に忠告しておく。

「レオ、味見はほどほどで。後で父さんにも食べてもらうから」

　おそらくだが、大しーさんの消耗具合によっては、父の補強もした方がいい。久しぶりの卵雑炊なら、なにか記憶の端にでも、引っかかるかもしれないのだ。

　そうして、卵雑炊を手に、エリカはタクトのもとへと向かったのだった。




　タクトの眠っている部屋は、厨房のすぐそばだった。

　もしかしたら父は、料理の匂いでもなんらかの刺激があると思ったのかもしれない。

　タクトの顔色は、青を越えて、すでに真っ白になっていた。唇は紫色に染まり、思わず最悪の事態を考えるほど、身じろぎもしない。その体の上に、エリカのしーさんと同じくらいの大きさになった大しーさんが乗っかり、小さく丸くなっている。

　最悪の光景だったが、ただひとつ、生命力を感じる部位がある。タクトの手がしっかりと握りしめていたのは、エリカにとっても懐かしい、中学生が持つ肩掛けのスポーツバッグで、それだけは守ろうとしていることが窺えた。

「頑張ったんだね。鞄、無事でよかったね」

　頭を撫で、小さく声をかけてから、いまだ意識のないタクトの口に、どうやって雑炊を含ませるかを考える。

　ひとまず、ベッドに腰かけ、タクトの体を上半身だけ起き上がらせる。その背中に、部屋で護衛をしていた騎士が、クッションを集めて支えにしてくれた。

　雑炊の、出汁の部分をひと匙すくい取り、丁寧に吹き冷ますと、エリカはタクトの紫色に染まった唇を濡らすように、わずかに含ませた。

　意識のない間に口に含んだものが、どれほど記憶を補強できるのかはわからない。

　ただエリカは何度も繰り返し、まったく動く気配のないタクトを抱きしめるようにして、少しずつ、唇に粥を添わせていく。

　何度そうしていたのかわからなくなるほど時間が経った後。

　エリカが見つめる中、タクトの唇がほんのわずかに動き、唇を舐め取った。

「タクト君、雑炊ができたよ。ほら、少しずつでも、お米食べよう？」

　そう言って口に入れた雑炊を、タクトははっきりと喉を動かし、飲みこんだ。

「……かぁ……さ……」

　口に入れた雑炊で、思い出が表に出てきたのだろう。その呼びかけは、体が弱った時、自分のそばにいてくれた人物へのものだっだ。

　エリカにも覚えがある、幼い頃の思い出の中の一場面。もうほとんど顔も覚えていない母だが、白い手だけはよく覚えている。

「……お母さんじゃなくて、ごめんね。でもね、お米が手に入ったの。タクト君が元気になったら、一緒におにぎり食べようね」

　エリカは、タクトの、涙の浮かんだ眦を少しだけ袖で拭い、再び匙を口元へ運ぶ。

「……おれ……まほぅ……できなか……」

「うん」

　掠れ声で話すタクトは、まるでなにもかもを諦めたような表情を見せていた。しかし……。

「おれ……も……りょうり……でき……かな……」

　そう言ったタクトの口元には、わずかながらどこか吹っ切れたような笑みが浮かんで見えた。




　エリカの必死の看病の末、タクトは自身の力で起き上がり、ちゃんと食事もできるようになった。

　基本的にエリカはタクトのそばで、料理をしたり話をしたりして過ごしていた。

　レオもいる時は多いのだが、エナガ亭に帰る前に会いに行かなければならない相手がたくさんいるらしく、日中は最近ほとんどをエリカのそばを離れて過ごしている。少し寂しい気持ちになったが、エリカもレオの父親であるラングフォード伯爵に会って、レオにはレオの付き合いがあり、ここはもともとレオにとっては故郷なのだと思えば、仕方のないことだと納得していた。

　だが、長引く王都滞在は、エリカにとって不都合な事態を引き起こしていた。

　タクトには、エリカの料理を食べさせることで回復の兆しが見えてきた。

　そうなると騒がしいのは教団で、エリカがいれば、タクトは勇者として立てるのではないかと言い出すものが後を絶たない状況となっていた。

　なぜか連れてこられた王宮で、レオの父と、自分の父、それからシェパード司祭が見守る中、教団の説得役として来た司教と対峙していたエリカは、気になっていたことを尋ねた。

「もし私がサポートとしてついて、タクト君が勇者をやらされることになったとして、どっちも戦うことができないのに、誰が前線に立つんですか？」

「いや、それは……君の用意する食事をタクト殿が食べていれば、いつかちゃんと加護も付くだろう」

「いつか？　それはいつ？　どれくらい食べればつくものですか？　初めてのことで研究もままならないと先に仰ってましたけど、そもそもこんなこと、研究する必要すらないことじゃないですか。普通に勇者として世界に召喚されていれば、負うはずのない苦労なんですから。それともこれから先も、他の世界から、すぐ死ぬかもしれない勇者を人の手で招き続けるんですか？　そうだとするなら、勇者ケントの娘として、そんな非道な行いに手を貸すことは一切しません」

　成人したばかりの女性を相手に、説教を仕事とする司教が言葉に詰まった。

　どうやら司教は返す言葉が見つからないらしく、エリカはため息をつきながら、この時間を終わりにすべく、最後は司教の目を見て自身の思いを伝えた。

「私の料理は、期間限定です。父が生きて、日本からの加護が届く間、可能としているものです。私は父のそばにあり、父の加護のわずかな力をもらい、料理を作っているんです。元勇者に全面的に頼らざるを得ない状況を当てにして、世界が必要としていないのに無理矢理召喚された人を、これ以上過酷な目に遭わせないでください」

　エリカは、今日もそばについてきていたしーさんに手を添えてそう言い置くと立ち上がり、見ていた人々に頭を下げて部屋を出た。

　その後ろには、見届け人としてきていた人々もみんな付いてきており、あちらの部屋には教団の聖職者のみが残っていた。

「やれやれ、これで人の手による勇者召喚が、禁止事項として定められればいいんだが」

　ラングフォード伯爵のため息交じりの言葉に、エリカは反射的に尋ねていた。

「むしろ、今までなかったんですか？」

　驚愕したエリカの言葉に、ラングフォード伯爵とシェパード司祭は頷いた。

「今まで誰も、試そうとすら思っていなかったからだろうな」

「神の呪文は人の身には扱えないため、禁呪とする、という文言はあったのですけどね。勇者召喚はダメとは書かれていなかったんです」

　この後、国と教団、そして賢者ギルドにおいて、『召喚魔法は世界の理にて行われるもの以外は、大小、生物無生物にかかわらず、一切の禁止とする』という法律が、一斉に書き加えられることとなったのだった。




　そうしている間に、タクトの体も癒え、まだ体力に少し問題はあるが、移動も可能だろうということになった。

　ここに来て三週間ほどかかったが、ようやくエナガ亭へ戻れるようになって、タクトの身柄の問題が出てきた。

　タクトは、今のところエリカのそばでエリカの作る思い出の料理を食べている。そして大しーさんによって無理矢理タクトの体を支配下に置くことで、力を繋げて体調を維持しているらしい。かなりの無茶を大しーさんが行っており、ケントも一時間に一度は様子を見なければならない状態だった。

　当然、タクトはケントとエリカのそばにいるのがいいと結論は出たのだが、それを一時的なものとするのか恒久的に移住するのかで、教団側の意見が分かれたのである。

　そんな時、ずっと姿を見かけなかったドリアーヌが、ケントのもとへと戻ってきた。

　ケントとドリアーヌは、ふたりで連れ立ち、ベッドにいるタクトの前で調査結果を告げたのである。

「あなたは、昔ケントがこちらの世界に呼び寄せられた時に世界が作った穴を、逆側から人が無理矢理こじ開けたところを通って、引っ張り込まれたの。今回、その穴を使ってあなたを帰せないか検討していたのだけれど……今すぐは難しい、という結論が出たわ」

　タクトはそれを聞いて、ケントとエリカに視線を向けた。

「今すぐ、ということじゃなければ、可能になるんですか？」

「……そうね。ただ、どれくらい時間がかかるのか、わからないの。おそらく数カ月かければ、送還の呪文はできると思われるのよ。ただ……肝心の、あなたの出身世界に繋がる穴が、逆側から無理矢理こじ開けたために、あちこちが壊れていて、形を維持するのがやっとの状態なの。……今、あなたをあの場所を使って送ると、あなたの身体があの穴の修正材料として取り込まれる可能性が高い、と結果が出たの」

　衝撃的な内容を聞かされていても、タクトは静かにその話を聞いていた。怒りもなく、冷静にその話を受け止めようとしているようだった。

「つまり、どうなるんですか？」

「穴の材料として、体が使われるため、あなたは一瞬で存在が消えてしまうということ」

「……それではとても、使えないです」

　苦笑しながらそう言ったタクトは、あっさりとドリアーヌに告げた。

「いつかは、と言うなら、のんきにそのいつかを待ちます。俺はこの世界で勇者にはなれそうにないけど、自分で食べる分の、日本の料理を作ることはできるかもしれない。そうやって、自分の中の日本の記憶を守りながら、ドリアーヌさんが大丈夫だと自信を持って言える時が来たら、その時また考えます。……それで、いいでしょうか」

　あの荒れ狂っていたエナガ亭での数日から、ほんの少しの間見なかっただけのような気がしていたが、タクトは見違えるような落ち着きを持つ少年になっていた。

　もともと、こういう少年だったのかもしれない。召喚され、日常と無理矢理引き離されたために苛立ち、心がささくれ立っていただけなのかもしれない。

　そうやって、タクトが冷静に自分の未来を見つめはじめたのを感じ、エリカはタクトのベッドのそばに膝をつき、タクトに笑顔で手を差し伸べた。

「じゃあ、うちにおいでよ。父さんの子供として、私と姉弟になろう」

　その瞬間、目を見開いて固まったタクトに、ケントが頷いてみせる。

「おんなじ日本出身ってことで、この世界の奴らには俺らはそっくりに見えるそうだ。親子って言っても、十分通じるな」

「それに、親子ならしーさんの加護も通じるんじゃない？　父さんみたいに全力じゃなくてもいいの。私と同じくらいの加護を、与えられないかなぁ」

　エリカが、父の肩に乗る大しーさんに向けて、上目遣いで露骨なおねだりを始めるのを、父は笑いながら見ていた。

『……仕方ないね。エナガ亭に帰ったら、試してみるの』

　ため息交じりの大しーさんの言葉に、エリカは大しーさんに抱きつき喜んだが、しーさんの姿も見えていないタクトは、なにが起こったのかわからず目を瞬いてただ驚いていただけだった。




「じゃあこれで、憂いなく帰れるね、父さん」

　エリカが笑顔で階段を上りながらそう言うと、父は一瞬困ったように、うーんと唸る。

「確かに帰れるが……レオは無理かもしれない」

　その瞬間、時が止まったように、笑顔のままでエリカは固まった。

「……え、あの……どうして？」

　確かに、最近はほとんど顔を合わせることがなかった。でも、朝食には必ず一品、レオの作り置きの料理があって、ただ故郷の知人に会うために忙しいだけなのだと、そう思っていた。

「なんで、レオ、もしかしてうち、辞めちゃうの？」

　父はなにも言うことなく、うーんと両手を組んで唸った。

「この前、レオの父親が言ってただろう？　家族として、家の長男として、やるべきことがある、って。あれだ」

　家族、長男、と言う話を聞いて、エリカの頭にぼんやりと浮かんだのは、結婚の二文字だった。

　もしレオがここで結婚したのなら、確かにもう、エナガ亭にレオは帰ってこないだろう。

　レオの実家は、伯爵家だった。それなら、その家柄に相応しい花嫁をレオはもらわなければならない。その花嫁まで、エナガ亭で暮らさせることはできはしない。エナガ亭は、貴族の令嬢が宿泊することなど考えもしていない宿だから。

「父さん、父さん！　今日、ラングフォード伯爵様は、どこにいるのか知ってる!?」

　娘の必死の形相を見て、父が呆れたようにぼそりと呟く。

「ここでレオじゃなくて、父親の方なのか？」

「だって、伯爵様に言わないと……！」

　娘の必死の形相に、父親がなにを思ったのかはわからない。だが、最終的に、父はエリカにその予定を教えてくれた。

「今日、ラングフォード邸では、結婚披露の宴が開かれる予定になってる。だからあいつは一日、ラングフォード邸にいるはずだ。もちろんレオもな」

　その瞬間、かつてないほど素早く、エリカは身を翻して猛然と走り出した。

　すぐさま扉をくぐり、一階の受付で、身を乗り出すようにして金貨を突き出した。

「すみません！　これでラングフォード伯爵邸への馬車を用意お願いします！　一番早いやつを！」

「え、あ、はい。し、少々お待ちください？」

　受付の女性は、首を傾げながらもエリカの願いを聞き、ギルドから馬車を出してくれた。急いで乗り込み、願い通りものすごい速さでラングフォード邸への道を進んでいく。

　そしてエリカがラングフォード邸に到着した時、中から音楽が聞こえ、賑やかなガーデンパーティが始まったようだった。

　エリカは、馬車を飛び降りると、門番の前に立ち、その大きな鎧の騎士を見上げた。

「あ、あのっ、私、その……ラングフォード伯爵に会いたいんですが……」

　次第に小さくなっていく声に、先ほどまでの勢いはない。エリカは、ここまで来て、すでに始まってしまったパーティを中断なんてできないことにようやく気が付いたのだ。

　俯いたエリカの肩で、暴走したと思われそうな勢いで走ったために目を回していたしーさんがようやく目覚めた。そして、自分がいる場所がわからず、きょろきょろ周囲を見回している。

　エリカは、そうなってようやく正気に戻った。

　やらかしてしまったことに顔色を悪くしたエリカは、いっそ門番がダメだと言ってくれれば。そう思っていたが、門番からはとても親しげな声で話しかけられてしまった。

「お名前と、ご用件をお聞かせ願えますか？」

「な、まえ、は……あの、多分、伯爵様とお友達の、ケントの娘で……エリカ、と申します。用件は……っ、お祝い、を、述べに」

　本当に、お祝いなんて言えるのだろうか。自問自答を繰り返すエリカは、なぜか中に進み、庭へと案内されていた。

　中庭では、華々しいドレスや騎士装束を身に纏った人々が、互いに笑い合い、酒を酌み交わしている。そんな中、普段着のワンピースにエプロンという場違いな衣装で駆け込んでしまったエリカは、せめてもと思い、エプロンを外した。

「エリカ嬢、わざわざ来てくれたのかい？」

　その声の主は、自分が相手として名指しした伯爵自身だった。

　このような、人が入り乱れる日に、普段着姿の女の呼び出しを門番がちゃんと伯爵に伝えてくれるとは思っていなかったエリカは、いざ本当に伯爵の前に立った時に、混乱して祝いの言葉が出てこなかった。

「あ、う、あの、え……と、レオは……」

「ああ、あれならあちらで、客人に挨拶をしているよ。あれが当家の催しで顔を出すのは、騎士をしていた時代から考えても片手で数えられるくらいでね。大勢に囲まれてしまって抜け出せそうにないが、もう少し落ち着いたら君に声をかけるように……」

「れ、レオは、私のわがままで、うちの料理人になりました。でも、手をやけどや包丁の切り傷だらけにしても、諦めず、立派な料理人に、なって、くれ、て……っ」

「うん？」

「ずっと、一緒に、料理を作ってくれるって、思って……大切な、人なんです」

「そうか」

「だから、だからっ、レオを、うちにください!!」

　必死で思いを口にしているうちに、思わず声が大きくなってしまったようだ。

　エリカの肩にいたしーさんですら、驚きに固まり、気が付けば庭の音楽は止まっていた。エリカがハッと気が付いた時は、その会場にいたすべての眼が、エリカに注がれていた。

　言ったエリカ自身、呆然としている中、正面でエリカの話を聞いていた伯爵だけは普通に答えたのである。

「ああ、いいとも」

　あまりにもあっさりと告げられた言葉に、エリカは呆然としすぎていてきちんと反応できなかった。

「……へ？」

「勇者ケントの家の婿になるなら、上出来だ。差し上げる際は、首にリボンでもつけた方がいいのかな？　レナード、レナード！　聞いていたか？」

「え？」

　思わず、エリカはこちらをジッと見つめる庭の人々に視線を向けた。

　本当に、大勢の客がいた。その中に、明らかに華やかな姿の、白い衣装に小さなブーケを持った少女が中央に立っていた。その少女も呆然としながら、隣に立つレオと同じ髪の色の、見た目もよく似た青年の腕に手を添えていた。

　――あれ？

　一瞬、このパーティが何事かわからなくなった。次の瞬間、その体は横から勢いよく抱きついてきた誰かに、さらに高く持ち上げられた。

「エリカ！」

　歓喜の笑みを浮かべ、自分の体を持ち上げるその人は、いつもとは違い、貴族の礼装に身を包んだレオだった。

　呆然としていたエリカは、現在の自分の状況がわからず、まだぼんやりとしたまま、レオにされるがままになっている。

「エリカ、エリカ、エリカ！　ありがとう、こんなところで、こんなはっきりと俺を求めてくれるなんて、思ってもみなかった」

　そのままくるくるとその場で回られ、しーさんと共に固まったままのエリカは、いまだに状況が整理できずにいた。

　広場の中央にいた主役らしい白い衣装に身を包んだ少女と、その隣に立っていたレオと伯爵によく似た人は、互いに顔を見合わせ、嬉しそうに微笑みあっていた。そう、それこそ、新婚の花嫁花婿のように。

　エリカの頭の中がようやく働きはじめ、今ここでなにが起こったのか理解した。

　無性に叫びたかった。

　ひどい羞恥に逃げ出したかった。

　しかし、これまで見たことがないほど喜んで、エリカをくるくる振り回しているレオは、一向に離す気配もない。エリカは顔を引き攣らせたまま、仕方なく心の中で盛大に叫ぶことにした。

『父さんのばかぁぁぁぁぁぁ！！』










終章




　エリカが王都からエナガ亭に帰ってきてから、ひと月ほどが経過した。

　当然タクトも一緒に帰り、体調を整えながら、おとなしく受付業務を行っている。

　勇者の騒動が一段落したためか、毎日少しずつ、客がエナガ亭を訪れるようになっていた。

　そしてエリカは、今は毎日厨房に立っている。

　そう、あの大騒動の日。父は恐るべきことに、ひとつも嘘はついていなかったのだ。

　――家の長男として家族として、やるべきことがある。

　確かにそうだろう、なにせ弟の結婚式だ。お祝いに駆けつけないほど仲が悪いようにも思えなかったし、ごく当然のことだろう。

　――ラングフォード邸では、結婚披露の宴が開かれる予定になってる。だから伯爵は一日、ラングフォード邸にいるはず。もちろんレオも。

　確かに本当だった。誰の、という言葉が抜けていただけだ。

　そしてそれが抜けていたばっかりに、凄まじく恥ずかしい思いをしただけだ。

　そしてもうひとつ……。

　――レオは無理かもしれない。

　用事があるから帰れないと、あの大喜びの後、レオ本人から聞かされた。

　昔のツケを払う、といったレオの表情は、妙にすがすがしいもので。それがどんな用事なのかも、詳しくは聞けなかったのだ。

　帰ってきたエリカは、タクトにエナガ亭の受付を任せ、宿泊客と弁当、そして家族の分の料理を、ひとりで作っている。

　せめていつ帰ってくるのかくらい、聞いておくんだった。

　ラングフォード伯爵もにこやかに「お返しする時は、リボンをつけてお返しするから」と言っていたので、リボンはどうでもいいが帰ってくるのは間違いない。

「エリカ。今日は祝いだ。ご馳走作れよ？」

「作るのはいいけど、そろそろお祝いの内容を教えてくれない？　誰かの誕生日なら、ケーキも作りたいし……」

　そうエリカが口に出した瞬間、父と大しーさんが、まったく同時に同じ方向に顔を向けた。

「来たみたいだぞ」

　そう言って調理室を飛び出していった父を追い、なにごとかとエリカは追いかけた。

　調理室を一歩出た瞬間、外から馬車の車輪の音と、馬の嘶いななきが響き渡った。

「え？　お客様かしら」

　馬車もいるなら十人くらいはいるだろうか。慌てて出迎えるために外に出たエリカは、その集団の装いを見て、完全に足を止めた。

　それは、騎士の小隊だった。完全武装の甲かっ冑ちゅうの騎士がひとり騎乗で先導し、残りは馬車に乗っていたのか、つぎつぎと幌付きの荷台から飛び降りてくる。

　いったいなにがあったのかと固まっていたエリカに、その先頭の騎士の声が届く。

「エリカ!!」

　その声と共に、馬から颯爽と飛び降りた騎士らしき人物は、猛然とエリカに駆け寄ると、あの日のようにエリカの体を持ち上げて、くるくると回った。

「レオ!?」

「そうだよ、ただいま！」

　そう言うが早いか、レオはエリカを下に降ろし、兜を外した。

「ど、どうして!?　騎士に戻ったの!?」

「戻ったというか……料理人兼、護衛に就任することになった」

「……はい？」

　きょとんとしていたエリカの前に、レオの横に立っていた騎士が、なにかをすっと差し出した。

　それは蝋封された筒状の紙で、レオは鎧に付いている小さなナイフで、簡単に封を切った。

「こっちの書類が、タクト君がケントさんの養子になった証明書。そしてこっちが、タクト君とエリカの警護部隊の設立と、その初代隊長としてレナード・バーロウが就任することになった旨の、任命書」

　はい、とその二枚を渡され、エリカは呆然と固まっていた。

「え、あの、料理人としてじゃなく？」

「いや。料理人だよ。留守にしてごめん。すぐに仕事に入るよ」

「いや、いやいやいや、ちょ……こんな大勢の騎士が、うちに常駐するの!?」

　驚愕の表情でそう問いかけたエリカに、レオは大変いい笑顔で言い放った。

「そう。全員、料理人と従僕経験あり。騎士なので、従者もできる。当然、ベッドメイクもできるよ！」

　騎士たちがそんなレオの後ろで、全員が兜を外し、頭を下げた。

「よろしくお願いします！」

　全員が揃って頭を下げた姿を見て、今度こそぽかんと口を開けて固まっていたエリカは、ちゃっかりエナガ亭の従業員まで連れて帰ってきたらしいレオに、いつものように飛びついた。

「すごいわ、レオ！　ありがとう！」

　そうやって騎士が並んでいるのを、タクトも宿の入り口で呆然と見つめていた。

　その肩に、義理の父親となったケントの手がぽんと乗せられた。

「これでお前は、正真正銘俺の子だ。いいな、しーさん？」

『うん、いいよ！』

　その次の瞬間、しーさんが飛び上がり、空をくるくる回りはじめる。チチチと小鳥の鳴き声がその場に響き、しーさんが円を描く上空から、小さな光がよろよろとタクトへと寄り添うように舞い降りた。




　タクトの目に、自身に寄り添う小鳥の姿が見えるようになるまで、ほぼひと月。

　ある朝突然目の前に現れたその小鳥は、尾の長い、まん丸の体をした、つぶらな目をした小鳥だった。




「ようこそ、ダンジョンの上に建つ宿、エナガ亭へ！　ダンジョン挑戦ですか？　それともお泊まりですか？」

　笑顔でカウンター業務をこなすエリカは、ダンジョン入場の客を案内して再びカウンターに立つ。

　ようやく勇者の騒ぎが落ち着き、客が戻ってきたエナガ亭では、一日に一組から二組の新規の客が来て、以前と同じ賑やかさを取り戻していた。

　しーさんは今日も花瓶の横にある小さな花籠の中で、その花に埋もれてお昼寝中である。

　戻ってきた日常の中、変化した場所もある。

　エリカに義理の弟ができ、エナガ亭に従業員ができたのだ。

　そしてもうひとつ。

「エリカ、時間があるなら、お茶でもどう？」

　エリカとレオが、一応ながら婚約者という関係になったのだ。

　レオが笑顔で皿を掲げ、カウンターの上に皿を置いた。

「ベリーのケーキ！　って、またスイーツのメニューを増やすの？」

　きれいな焼き色のパンケーキの上に、ベリーソースのきれいな赤色が映える。飾りのように散らされたベリーがなんのためなのかは、この場にいるふたりにとって悩むまでもない事実。

「しーさん、起きて。おやつの時間よ」

　花籠の中で眠る小鳥を指でくすぐり、優しく目覚めを促せば、すぐにまぶたを震わせ、その白くて丸い体を震わせる。

『……んー、おはよう、エリカ！　おやつって言った？』

　ヂュチチチと鳴き声を上げながら、花籠を飛び出してきたしーさんは、エリカの肩に上ってから、カウンターに置かれた皿に気がついた。

『おやつ！』

　一直線に皿の上に降りたしーさんを笑顔で見守るエリカとレオ。

「調理だけなら、最近人手ができたから、こうしてエリカとしーさんを喜ばせる努力ができるようになったってだけだよ。それじゃあエリカ、お茶をどうぞ」

　そう言いながら、軽くエリカの頬に口づけ、流れるような手際でお茶まで入れるレオに、エリカは苦笑する。

　ここまでされたら、文句の言い様がないではないか。

『おいしい！　おいしいよ！』

　つぶらな瞳をキラキラさせながら、しーさんがベリーケーキをつつく様子を見て、エリカはああ、と声を上げた。

「しーさん！　私の分まで食べないの！」

『ヂューチ、チチチ』

「こんな時だけ、普通の小鳥のふりをしない！」

　体の大きさや形は違っても、まるで姉弟のようにじゃれ合うふたりを、レオはちゃっかり入れた自分のお茶を飲みながら、笑みを浮かべてゆっくり見守っていたのだった。










あとがき




　こんにちは、ベリーズ文庫でははじめまして！　織川あさぎです。このたび、お声がけをいただき、ベリーズ様で書かせていただくことになりました。

　初めてのご挨拶ということで、まずは簡単な自己紹介を。

　人間以外の生き物が出てくる小説を読んだり書いたりするのが大好きです。あとゲームも大好きです。そして今はハムスターを飼っているので、ハムスターの絵柄のグッズを見ると手をわきわきさせています。基本的に生き物を見るのが好きで、花を見ることも大好きです。

　それと、お話を考えることも好きで、小説を書いている最中の息抜きとして小説を書いているような人です。（それは息抜きといえるのか、とよく聞かれますが、頭のリフレッシュはできているので大丈夫なのです）

　結果として、人以外の生き物が出てくるファンタジー世界の話をよく書くようになりました。

　こちらの作品も、編集様とお話をした時、もふもふいいですよね。もふもふ出したいですよね。もふもふ～と、おいしいご飯をいただきながらもふもふに思いをはせた結果、食いしん坊なシマエナガ風の神の御使いが誕生いたしました。

　神の御使いなので、鳥っぽく擬態しているだけで本当の鳥ではありません。人の食べるものを普通に口にしていますが、本当の鳥にはちゃんと調べてあげてくださいね。人の食べものは、動物には体に害がありますので。




　以上。自己紹介から、という話から大分ずれてしまいましたが、ここからは謝辞で。

　ネタ出しの段階からお付き合いくださった担当様。いつもありがとうございます。たくさん甘えてしまい、申し訳ありませんでした。

　素敵な表紙絵を描いてくださった雪子様。昔からファンでしたので、大変光栄です。微妙に指定の少ない作家で申し訳ございませんでした。

　それから、この本の出版に携わってくださったすべての方々。

　他、なにより、この本をお手にとってくださった方々。ありがとうございます。

　この本で、少しでも楽しい時間を過ごしていただけたら幸いです。

織おり川かわあさぎ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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